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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　どこからか鶯うぐいすの鳴き声が聞こえてきた。

　梅うめ薫かおる頃に鳴くとされる鳥なのに、紫し宸しん殿でんの左さ近こんの桜が満開のこの季節にとは、ずいぶんとのんびりした一羽もいたものだ。そう思った後、ふと迪みち里さとは考え直す。あるいは単に仲間に置き去りにされたのか、忘れ去られていたのかもしれない。そう、まるで自分のように───。

　そんな元げん服ぷく前の十歳の少年に似つかわしくない自じ虐ぎやく的てきなことを考えてしまうのは、先刻からずっと聞こえつづけている、にぎやかなあの声のせいだ。渡わた殿どのをひとつ挟んだ先の梨なし壺つぼの北ほく舎しやから、男女を交まじえた楽しげな声が途と切ぎれることなく聞こえてくる。

　東とう宮ぐう御ご所しよである梨壺に住むのは、三つ上の異い母ぼ兄けいである。左さ大だい臣じんを祖そ父ふに持つ東とう宮ぐうのもとには、連日数多くの朝ちよう臣しんや女によう官かんが出入りしてにぎわいが絶えることはない。そのため梨壺だけでは手て狭ぜまになり、付ふ随ずいする北舎までも人で溢あふれ返っている状態なのだ。訪れる人とて滅めつ多たにない、この桐きり壺つぼとはずいぶんなちがいである。

　異母兄とはいえ東宮は、迪里にとってまったく別世界の人間だった。

　母を早くに亡なくし、後こう見けんをしてくれる親族もいない自分とは、持って生まれた運命がちがうのだ。日ひ頃ごろであればそう割り切ってなんとも思わぬことなのに、今日にかぎってどうしようもないほどに迪里は苛いら立だっていた。

　おそらく文ぶん台だいに広げた冊そう子しのせいだろう。以前から読みたかった史し書しよをやっと御ご書しよ所どころで借りることができたというのに、こんなに騒そう々ぞうしくては集中できない。

　しばらく努力はしたが、ついに耐たえかねて迪里は読んでいた冊子を放り出した。立ちあがった彼は二に階かい厨ず子しのそばまで行き、母の形見である蒔まき絵え細ざい工くの箱から笛を取り出した。

　笛は迪里の一番の趣味といってもよかった。書物を読む、絵を描くなど好きなことは他にもあるが、笛を奏そうすることには及ばない。笛を吹きはじめるともう夢中になって、それ以外のことはなにも目に入らなくなるのだ。

　黒い漆うるし塗ぬりの横笛をつかみ、迪里は西側の簀すの子こに一人で飛び出した。女官達は世間から忘れ去られた親しん王のうのことなどさほど興味はなく、呼ばれでもしないかぎり自分達の局つぼねから出てくることはない。

　むかいの宣せん耀よう殿でんを背景にした壺つぼ庭にわでは、いまが盛さかりと咲く白い桜おう花かの間を、淡あわい色の蝶ちようがふわふわと飛び交かっていた。花を散らしたばかりの梅の木も、瑞みず々みずしい小さな実と新芽を控ひかえめにのぞかせている。生命の息い吹ぶきが萌もえいずる春の光景に、先刻までの不ふ愉ゆ快かいな気持ちも忘れて迪里は目を輝かがやかせる。

　そのとき、宣耀殿とつながる渡殿を黄色いなにかが過よぎった。一いつ瞬しゆん巨大な蝶かと思うほど軽かろやかな動きのそれは、一人の少女が着ていた山やま吹ぶき色いろの衵あこめであった。

　少女の姿に迪里は目を円まるくする。足音をたてて御ご所しよを走る人間というのはそれだけで珍しい。しかも相手は幼い子供ではなく、もう二、三年もすれば裳も着ぎの式を迎えようかという年頃の少女である。

　だがそんなじゃじゃ馬ぶりよりも迪里の目を引いたのは、潑はつ剌らつとしたその表情だった。

　白い肌が上気してほんのりと染まり、艶つやのある髪は扇おうぎのように豊かに広がり頰ほおや額にうちかかる。桜おう桃とうのようにぷっくりとした唇くちびるは、荒い息のためかすかに開いたままだ。懸けん命めいな表情でこちらに走ってくる、御所ではあまり見ない生気みなぎる姿が否いや応おうなく迪里の視線を捉とらえる。

（山吹の精？）

　衣い装しようのせいなのか、目にまぶしいほどに鮮あざやかな黄き金ん色いろの晩春の花を思う。それほど少女の姿は弥生やよいの庭に溶とけこみ、迪里の目を奪った───のだが。

「その蝶、捕つかまえて！」

　出し抜けにぶつけられた言葉に、迪里は目を白黒させる。見ると目の前を黄色の蝶がふわふわと飛んできているではないか。しかし捕まえろなどと言われても、網あみもなくそんな簡単にできるものではない。あ然としているうちに、蝶は手の届かない高さに飛んで行ってしまった。

「あ～あ、行っちゃった」

　渡殿の中なか程ほどで、少女は不満げに漏もらす。なんだか自分が責められたような気がして、迪里はむっとしてやり返した。

「生き物を捕まえたりしたら、すぐに死んじゃうよ。そんなことになったら可か哀わい想そうじゃないか」

「すぐに逃がすつもりだったのよ。でも、むこうの木に蜘く蛛もが巣を張っていたの。引っかかったりしたら食べられてしまうわ」

　そう言って少女は、桐壺の北舎のほうを指差した。梨壺と同じように桐壺にも、渡殿でつながった北舎があった。

「蜘蛛の巣？」

　ずいぶんと態度の大きな女めの嬬わらわだと思いながら、迪里は疑わしげにつぶやく。御所の掃そう除じは掃かん部もりの寮つかさの者達が毎朝行っているはずだ。まあ軒のき先さきや梁はりというのならともかく、さすがに庭の木にかかったものまでこまめに取り払ったりはしないのだろう。あるいは人ひと気けのない場所と侮あなどって手を抜いたのか。

「ふぅーん、だったらお前が取り払ったらどうなの？」

「だめよ、蜘蛛だって一いつ生しよう懸けん命めい巣を張っているのだから」

　予想外の反論に迪里は驚く。蝶が蜘蛛に捕ほ食しよくされることを阻はばもうとしたくせに、巣を壊こわすことも駄だ目めなのだという。

「だって、蝶が食べられてしまうことは可哀想なのだろう？」

「可哀想だけど、蜘蛛だって生きるために一生懸命だもの」

　むきになって少女は言うが、迪里はますます彼女の意図が分からなくなる。それでつい意地の悪い口調で問いつめる。

「だったら蜘蛛のために、蝶を捕まえなければいいじゃないか」

「でも狼おおかみがいる山に、自分の飼っている猫ねこが行こうとしたら止めるでしょう？　確かに狼だって食べなければ死んでしまうけど、それでも目の前で飼い猫が危ない場所に入ろうとしたら止めるじゃない？」

「…………」

　分かったような分からないような理り屈くつだが、これ以上突っこんでも屁へ理り屈くつをこねられるだけのような気がして迪里は黙りこんだ。そもそも犬ならともかく猫は滅めつ多たなことでは山奥になど入らないだろう。特に飼い猫ならなおのことだ。

「でも、むこうに行ってしまったのならもういいわ。あとは蝶の運命次し第だいね」

　少女は一人で納なつ得とくしているが、たかだか昆こん虫ちゆう一匹に〝運命〟などと大おお袈げ裟さな言葉を使う人間を迪里ははじめて見た。

（なんだろう、変な女嬬だな……）

　御所に住む妃きさきの誰かに仕つかえている者なのだろうか？　父ちち帝みかどの妃は亡くなった母も含め三人で、添そい臥ぶし役やくでもあった年上の女によう御ごは里り邸ていに戻っているはずだ。となると残る一人は東宮の生母である中ちゆう宮ぐうになるが、左大臣の娘でもある彼女のもとにこんな風変わりな女嬬がいたのだろうか？

　首を傾かしげる迪里をよそに、少女は簀子にあがってすぐそばまでやってきた。まるで昔からの友達を見つけたかのような行動だ。いよいよ不ふ審しんを抱いだく迪里にかまわず、彼女はまじまじとこちらを見つめてくる。

　黒くろ瞳めの勝まさる大きな眼めに、迪里はどきりとする。

　少女の瞳は、まるで奥に星を宿しているようにきらきらと輝いて見えた。走ってきたからなのか、白い顔にほんのりと赤みのさした頰がなんともいえず可か愛わいらしい。

　最初にひとつ大きくはねた鼓こ動どうが、急に速くなりはじめた。

「えっと………」

「もしかしたら、あなた二にの宮みや様!?」

　とつぜん名前を呼ばれて驚く。少女の指は、迪里が手にした笛を指し示していた。

「え？　う、うん」

「やっぱり。私は右う大だい臣じんの娘で真さな子こと言います」

　悪びれたようすもなく自己紹しよう介かいをされ、迪里はいよいよ絶ぜつ句くした。左大臣より年長のあの右大臣にこんな幼い娘がいたのかということよりも、この奔ほん放ぽうな娘が蓮れん府ぷ（大だい臣じん）の娘であるということのほうに驚いていた。

「主上おかみが仰おおせになられたのです。二の宮様が私と同じ歳としで、笛がとてもお上手じようずな親王様だと」

「父上が？」

　疑うようにつぶやいたあと、喜びを覚えている自分に迪里は気き恥はずかしさを覚えた。年ねん齢れいと笛が上手だという事実を言われただけに過ぎないのに、それでもこのにぎやかな御所の中で一人忘れ去られていた自分のことを、父親である帝がきちんと気にしていてくれたのだという、ただそれだけのことで喜んでいる自分がどうしようもないほどにあさましい人間に思えたのだ。

　そんな迪里の煩はん悶もんも気にせず、にこにこしながら真子は言う。

「はい。同じ歳だから仲よくしなさいと仰せでした」

「………」

　迪里はますます混こん迷めいを深めてしまう。確かに宮きゆう中ちゆうに童わらわ殿てん上じようをしている少年達は、兄東宮のもとにばかり入いり浸びたっているから、迪里に同じ年頃の遊び相手はいない。そのうえ母親よりも早く乳う母ばの家族を疫えき病びようで亡くした迪里には、乳ち兄きよう弟だいすらいなかったのだ。

　そんなわが子の孤こ独どくな状じよう況きようをなんとか改善してやりたいと、父帝は思ってくれたのだろうか？　だからといって女じよ児じをあてがうのはいかがなものなのか。要はそれほど、遊び相手を探しあぐねたということなのだろうか？　そもそも右大臣の娘ともあろう者が、なぜ御所に出入りなどしているのか？　身分や年頃を考えたら兄東宮の后きさきがね（将来の帝妃候補の娘）として、家でみっちり教育を受けている時分だろうに。

　もろもろ疑問に思いながら、ふと迪里は気付く。

（そうか、右大臣の娘じゃあ……）

　兄東宮の母、中宮は左大臣の娘である。そして来月に元服を迎える東宮のもとには、中宮の姪めいである左大臣家の姫が添臥として立ち、そのまま入じゆ内だいすることが決まっている。そこに右大臣の娘が入内したところで、とても太た刀ち打うちできないだろう。

　そうなると真子がここにいる理由が、ますます分からなくなるのだが。

「二の宮様、いまから笛をお吹きになるのですか？」

　悶もん々もんと考えているところに明るい口調で問われて、迪里は虚きよをつかれたようになる。彼は自分が手にしていた笛を見る。そういえばこの笛を目にしたあと、真子は迪里が誰だかを言い当てたのだ。

「うん、そうだよ」

「では、どうぞ鳴らしてください。ご遠えん慮りよなく」

　そう言われると、かえって身み構がまえてしまう。しかし真子はまったく気にしたようすもなく、その場にぺたりと座りこんだ。ひょっとして聴きくつもりなのかと迪里は訝いぶかった。
















「………姫君は笛の音が好きなの？」

　身分が分かったいまとなっては、さすがに〝お前〟と呼ぶこともできず、迪里は言葉遣づかいをあらためた。そういえば最初はぞんざいだった真子も、迪里の身分が分かってからはそれなりに言葉遣いをあらためている。

「はい。女おな子ごはなかなか吹くことがないので、なおのことそう思うのかもしれません」

　笛の類たぐいは女子が奏かなでることは良しとされない。吹くときの顔があまり美しくないからというのが理由だった。確かに息を強く吹いて顔を膨ふくらませているさまは、あまり見み栄ばえのよいものではない。女子だと息の量が少ないから、よけいにそう見えるのだろうが。

　眼をきらきらさせる真子に、いよいよ引けなくなって迪里は笛を吹きはじめた。

　舞ぶ楽がくとして名高い唐とう楽がくの『喜き春しゆん楽らく』は、その名のとおり春を喜ぶ楽である。この場にふさわしい曲に真子は眼を輝かせる。曲が終わって迪里が笛を置くと、彼女は惜おしみない称しよう賛さんを贈った。

「二の宮様。本当にお上手なのですね」

「そんなことないよ。少しまちがったし……」

「そうだったのですか？　ぜんぜん気付きませんでした」

　手放しの称賛は面おも映はゆくはあるが、けして不快なものではなかった。考えてみれば父帝以外の人間に笛の音を聴かせたのは何年ぶりだろう。一人で笛を鳴らすことがあたりまえだったので、それをつまらないと思ったことすらなかった。

　だがこうして人に聴かせるために楽を奏し、それに対して感想を聞くというのは、なんと張りあいがあることなのか。

「また、聴かせてくださいね」

「え!?」

　思いがけない真子の言葉に迪里は驚く。

　その反応を拒きよ否ひとでも受けとめたのか、消しよう沈ちんしたように真子は言った。

「……駄目ですか？」

「そ、そんなことないよ！」

　あわてて否定したあと、迪里は口くち許もとを押さえた。自分でも驚くほど必死な物言いに気付いて、気恥ずかしくなったのだ。おそるおそる真子の反応をうかがうと、呆あつ気けに取られたように目を円まるくしている。

　迪里のほうも、どう反応してよいのか分からずその場で黙りこむ。緊きん張ちようした面おも持もちで見つめあい、やがて先に真子が表情を緩ゆるませた。

「良かったあ……」

「………」

　予想外の反応に迪里は戸と惑まどう。真子の反応が、本当に心から安あん堵どした者のそれだったからだ。

（この子はひょっとして、本当に僕と仲良くなりたいと思っているのだろうか？）

　まさかの思いで見つめると、真子は泣き笑いのような表情を浮かべて言った。

「安心しました。二の宮様が御所にいてくださって」

「え？」

「御所では、私独ひとりぼっちだと思っていたのです」

「………」

　心の底から吐と露ろしたような言葉が、わが身につまされる。蝶を追いかけて渡殿を走って来るような活気ある少女の、思いがけない孤独を垣かい間ま見みたような気がした。そもそも自分と同じ歳のこの少女が、なぜ独りぼっちになるような御所に来たのだろう？

「姫君は、なぜここに来たの？」

　率そつ直ちよくに迪里は尋たずねた。尚侍ないしのかみあたりの高位女官であれば、大臣の娘でも宮仕えはありうる。

　しかし裳着もまだ迎えていない少女である。将来のために御所に見学に来たというのなら分かるが、現在の内裏だいりには右大臣の娘が遊びに来るような女によ人にんは仕えてはいない。

　訝しげに自分を見つめる迪里に、真子は無む邪じや気きな微笑ほほえみを浮かべて答えた。

「私、帝の女御として入内することになったのです」
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　十歳になったばかりの真さな子こが、なにゆえ父ちち帝みかどのもとに入じゆ内だいとなったのか？

　その理由を迪みち里さとは、父帝から直接聞かされた。

　真子と会った翌日に、父帝が桐きり壺つぼの迪里のもとを訪れた。父帝は母親を早くに亡くし後うしろ盾だてもない迪里を、兄あに東とう宮ぐうと変わらぬように気にかけてくれる唯ゆい一いつの人だった。

　真子は長年姫には恵めぐまれなかった右う大だい臣じんの外ほか腹ばらの娘で、言葉どおり〝この年になって思いがけず〟授さずかった女じよ児じだったのだという。母親は中流貴族の娘で、一年前に彼女が亡くなったのを機に、それまで住んでいた大おお津つから都の右大臣家に引き取られたのだそうだ。都から離れた住まいが示すように、その頃には母親に対する右大臣の寵ちよう愛あいもずいぶんと冷めていたらしい。

　とはいえ腐くさっても右大臣の娘である。ここで普ふ通つうに考えれば兄東宮のもとに入内となるのだろうが、彼は政せい敵てきである左さ大だい臣じん腹ばらの親しん王のうで、しかも従姉いとこである孫まご娘むすめの入内がすでに決まっている。外腹で母親の身分があまり高くない真子では、同じ土ど俵ひように立たせたところで不利は否いなめない。それぐらいなら親子ほど年が離れているとはいえ父帝に嫁とつがせて、そちらとの間に右大臣腹の親王誕生の望みを託たくしたほうがよいという計算があったのだという。

　それを当事者である父帝から聞かされるのもいかがなものかと思ったが、裳も着ぎも済ませていない娘を無理やり内裏だいりに送りこむ右大臣の強引さには、父帝もほとほと困り果てているようだった。正式な夫婦となるのはもう少し後になるのだろうが、なんとか形だけでも入内の確かく約やくをとってしまいたいという執しゆう念ねんの表れなのだろう。

「長年の功績があった右大臣の頼みであれば、袖そでにするわけにもいくまい」

　やれやれとばかりに父帝はつぶやいた。悪意はないと分かっていても、真子を持てあますような物言いが、自分の立場に重なって迪里の胸は痛んだ。

「でもあの娘は、とても面おも白しろいですよ」

　身を乗り出して言った迪里に、父帝は少し驚いた顔をする。かまわず迪里はかばいだてするようなつもりでつづける。

「蜘蛛だって一生懸命に生きているのだから、無む暗やみに巣を払うべきではないと言っていました。普通の女の子なら蜘蛛を怖がるでしょうに」

「ほう、それでは女によう御ごの住む宣せん耀よう殿でんは蜘蛛の巣だらけになってしまうね」

　おかしそうな父帝の言葉に、迪里は首を横に振った。女御とは真子のことだが、やはりあの年齢では違い和わ感かんは否いなめない。

「それが、人が住むところに張った巣は生活の邪じや魔まになるからしかたがない。でもそうじゃないところに張った巣を面白半分に壊すのはよくないということらしいです」

　父帝の妃だと自分の身分をあきらかにしたあと、真子はそう持じ論ろんを述のべたのだ。それを聞いたとき迪里は、変ではあるが面白い娘だと思った。

　どう受けとめたのか、父帝は声をあげて笑った。

「なるほど、面白いか」

「僕はそう思いますが」

「ならば、女御と仲良くしてやりなさい」

　こともなげに父帝は言うが、迪里はどう反応すべきか分からなかった。同じ言葉を真子の口からも聞いていた。ということは、父帝は同じことを真子にも言っていたのだ。迪里と仲良くするようにと。

　戸惑った顔をする迪里に、父帝はおもむろに言った。

「さすがにあの年の娘を、すぐに妻として扱あつかうことはできない。かといってこのまま一人で居ては、女御も寂さびしいし立場がないだろう。だから迪里、そなたが女御と友達になってやってくれまいか」

　父帝の言葉に、ようやく合が点てんがいった。

　真子は裳着を迎えるまで、少なくともあと二、三年は要する。かといって帝の日常は子供の相手をするほど暇ひまではない。しかし右大臣のことを考えれば放置もできない。その間の真子の相手を、同じ歳の迪里にさせようということなのだ。

「それに女御は、とても元気な娘のようだ。そなたの遊び相手には、それぐらいの者がちょうどよいだろう」

　しみじみと父帝が漏もらした言葉に、迪里ははっとする。

　寂しさを少しでも紛まぎらわしてやりたい───父帝のその思いは真子に対するものだけではなく、迪里に対するものでもあるのかもしれない。

　胸の奥がじわっと温かくなったような気持ちがして、はにかむように迪里は答えた。

「分かりました。あの娘は面白いから、僕は好きです」
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「式しき部ぶ卿きよう宮のみや」

　呼びかけに迪みち里さとは立ち止まった。御み簾すのむこうから聞こえた覚えのある声は、今きん上じようである異い母ぼ兄けいのものだった。

「これは主上おかみ。いらっしゃるとは存ぜず、御ご前ぜんを失礼いたしました」

　迪里は簀すの子こに膝ひざをついて一礼する。御簾むこうの廂ひさしの間には、兄あに帝みかどの他に彼に寄りそう女によ人にんの影が見えた。面おも差ざしははっきりしないが、この殿でん舎しやの主あるじ・弘こ徽き殿でんの女によう御ごこと邑すみ子こでまちがいないだろう。

　宿と直のい所どころが弘徽殿奥の登とう花か殿でんだったので、そのまま簀子を歩いていたのだが、まさかこんな場所で呼び止められるとは思ってもいなかった。

　普通は妃きさきのほうが帝みかどの住まいである清せい涼りよう殿でんに呼び出されるものだが、昨晩は帝のほうが訪れていたのか、あるいは早朝にひょいと足を伸ばしただけなのかもしれない。出産による里帰りから邑子が戻って以降、もともと愛情深かった従姉いとこでもある添そい臥ぶしの妻への、帝のいっそう深い寵ちよう愛あいがつづいているともっぱらの評判だったが、あながち噂うわさだけでもないようである。

「まあ、式部卿宮様だわ」

「いつ拝見しても素敵ねえ」

「この時間にお見かけすると、朝顔の精と見み紛まがってしまいますわ」

　弘徽殿の女によう房ぼう達はひそひそとささやきあう。そんなふうに女房達がときめくのも納なつ得とくできるほどに、迪里の美青年ぶりは見事なものだった。

　親しん王のう色しよくである深ふか紫むらさきの袍ほうに包まれたすらりとした身体からだ、うるんだような瞳ひとみと長い睫まつげはむしろ女性的ですらあるのだが、きりっと引きしまった口くち許もとと形のよい眉まゆが、ちょうどよい具合に彼の美び貌ぼうを優ゆう雅がな男性的なものへと調和させていた。

「宿直明けで疲れているところを済まなかったね。実は父上の国こつ忌きのことなのだが──」

　兄帝が言ったとき、奥のほうで赤あかん坊ぼうのぐずり声が聞こえた。三か月前に邑子が産んだ男児は兄帝の第一皇おう子じで、五十日いかの祝いも終わらぬうちから東とう宮ぐうに立てられた。

「主上、よろしければ清涼殿のほうでうかがいましょうか？」

　赤子の泣き声を気にして迪里は言った。半年先の国こつ忌きにそうこみ入った話もないのだろうが、もし長引くようであれば、乳う母ばや女房達もあやすのに気を使うだろう。

「ああ、そうだね。では行こうか───」

　言いながら立ちあがった兄帝は、女房に御簾をまくりあげさせた。

　そのせつな垣かい間ま見みた、廂に座る邑子の姿に迪里はぎくりとする。邑子は忌いま々いましげな表情で、はっきりと迪里をにらみつけていた。

　しくじったな、と瞬しゆん時じに悟さとった。せっかく自分のところに来た帝を連れ戻されてしまったのだから、寵ちようを争う妃としてはそんな顔をしたくもなるだろう。今きん上じようには弘徽殿以外にも三人の女御がいる。

　邑子の怒いかりをひしひしと肌で感じたが、御簾が落ちたのを幸いと知らぬ顔で迪里は立ちあがる。

「式部卿宮、参ろうか」

　夏の御お引ひき直衣のうし姿の兄帝は、簀子に出てくるなり明るい口調で呼びかける。もちろん妻と異い母ぼ弟ていの緊きん張ちようなど気付くよしもない。ここぞとばかりに迪里は、逃げるように兄帝の後を追った。

　二人連れ立って歩きながら、迪里は故父帝について兄帝と話しあった。

「早いものだな。あれから六年も経たつのか」

　清涼殿の簀子にあがったところで、おもむろに兄帝がつぶやいた。

　苦い記き憶おくがよみがえり、迪里も愁うれいを帯おびた表情でうなずく。

　六年前、迪里の元げん服ぷくを見届けるようにして父帝はみまかった。その冬に大だい流りゆう行こうした咳しわぶ逆きやみをこじらせたあげくの、元服からわずか数日後のできごとだった。

　あの年の疫えき病びようの被ひ害がいは本当にひどいもので、父帝のみならず宮きゆう中ちゆうの要人達も複数名亡なくなっていた。京の民たみに至っては、数えることも難しいほどの人間が犠ぎ牲せいになったはずだ。

「ということは、今年はどの家も六年経つというわけか」

　ふと古傷が痛んだような、そんな苦々しい表情で兄帝は漏もらした。

「はい、左右の大臣家ともにでございます」

「先の右大臣と大だい納な言ごんか………あのときは邑子がとても嘆なげいていた」

「お父上が亡くなられたのですから、とうぜんでしょう。総そう領りよう息子むすこに先立たれた左大臣もさぞ心痛のことでしたでしょう」

　疫病で亡くなった当時の大納言は、邑子の父親で左大臣の嫡ちやく男なんだった。父親と同じように娘を入じゆ内だいさせることに成功し、これからというときの無念の死だったにちがいない。

　そして同じく娘、真さな子こを入内させた先の右大臣は、彼女の結婚の行く末を見ないまま亡くなった。その後の咳逆の蔓まん延えんの前兆のように、ほとんど先せん陣じんを切るようにして亡くなったので、娘との間に親王誕生の望みを託たくした父帝が、自分と同じ頃に亡くなったことを知らずにすんだ。それは右大臣にとって不幸中の幸いだったのだろう。

　しかし残された者には───。

　そのとき少し先を進んでいた兄帝の足がぴたりと止まった。物思いに耽ふけっていた迪里は危あやうくぶつかりそうになりあわてた。

「主上、いかがなさいましたか？」

「すまぬ。また後で話そう」

「え？」

　迪里がなにか問う前に、兄帝はあろうことかすぐそばにあった御お湯ゆ殿どのへの戸を開いて中へと滑すべりこんだ。あ然と立ち尽くす迪里の後ろで、ひたひたと足音が近づいてきた。

「これは、式部卿宮様」

　迪里は背中をむけたまま、顔をしかめた。振り返らずとも誰であるか声で分かったし、同時に兄帝がよりによって御湯殿まで逃げこんだ理由も分かった。

「右大臣……」

　黒の縫ほう腋えき袍のほうの束そく帯たいを着た男性は、右大臣という役職にそぐわずまだ若かった。実際三十にはなっていないはずだ。均きん整せいの取れた長身と、強引な性格を感じさせる強い光を放はなつ眼めからは青年の名残なごりを感じさせる。

　右大臣藤ふじ原わらの成なり維すみは、先の右大臣の嫡ちやく子し、すなわち真子の異い母ぼ兄けいである。父親の薨こう去きよ後、その役職を位くらいごと引き受けたのだ。もちろんその就しゆう任にんにかんしては、左大臣が若すぎると反対をしたが、さりとて彼の嫡男である大納言も薨去したとあっては他に適任者もいない。

　かくして成維は二十代前半という、異例の若さでの右大臣就任となったのである。ここ数年、政せい敵てきである左大臣家の後こう塵じんを拝してきた右大臣家が唯ゆい一いつ溜りゆう飲いんを下げたできごとだった。

「主上のお声が聞こえたと思ったのですが、式部卿宮様でしたか」

　あからさまに失しつ望ぼうしたように言われ、気の毒に思うよりも不ふ快かいになった。

　成維が七歳の長女の入内をたびたび懇こん願がんしていることは、皆の知るところだった。

　とうぜん兄帝は幼少であることを理由に断り、せめて裳も着ぎが済んでからあらためて話を持ってくるように諭さとしているのだが、将来への言げん質ちを取ろうとかなりしつこく迫せまっている。要するに、父親とまったく同じことをしているというわけだ。

　押しの強いこの朝ちよう臣しんに、兄帝はすっかり辟へき易えきしてしまっている。御湯殿に逃げこんだのも、きっと成維の声が聞こえてきたからなのだろう。

　帝と血けつ縁えん関係を持たぬ成維が、娘の入内によってつながりを作りたいとする気持ちは分かるが、人の顔を見るなりこの反応はいくらなんでも失しつ敬けいすぎないか。腹立たしく思う迪里の胸の奥底で、ふと意い趣しゆ返がえしともつかぬ意地の悪い感情がわずかに芽生える。

「主上ならば、先ほど弘徽殿のほうでお見かけ致しましたよ」

　あんのじょう成維は、不快な表情を浮かべた。

　邑子は左大臣の孫だから、成維からすれば政敵側の女御だ。その彼女が帝の寵愛を受けているという話題は、彼にとってけして愉ゆ快かいなものではあるまい。しかも邑子は第一親王たる皇み子こを産んだばかりである。わが世の春を謳おう歌かする政敵一族のさまを、指をくわえて見ているしかできないことは、さぞ無念であるだろう。

　それでも迪里は、右大臣家には冷ややかな感情しか持つことができなかった。

「では、私はこれで」

　短く言って通り過ぎようとしたとき、成維は唇くちびるの端はしをくいっと持ちあげた。

「六ろく条じように、足をお運びになられますか？」

　なにかを含んだ物言いに、迪里は足を止めて顔をむける。成維は〝してやったり〟とばかりにうすら笑いを浮かべる。

「朝臣の間でも噂になっておりますよ。御お車くるまをよく六条でお見かけすると。はてさて、これは面めん妖ような。宮様のお住まいはたしか四し条じようだったはずでは………」

　迪里は自分の腹の中で、どろどろとした熱を持ったなにかがうごめくのを感じた。

　その熱に突き動かされるように口を開く。

「その六条にお住まいの異母妹いもうと君ぎみはお元気ですか？」

　ごまかすどころかはっきりと真子の話題を口に出され、成維は驚いた顔をする。

　かまわず迪里は強気でつづける。

「ここ最近立てこんでしばらくおうかがいできなかったものですから、異母兄あに上うえならご存知のものと思いまして………先せん帝ていの妃ともあろう御おん方かたが訪れる家族もなく、あのように侘わびしいお暮らしをなさっていることを、私としましてもまこと忍しのびなく思っております。亡き父帝も彼ひ岸がんでさぞ御み心こころを痛めておいででありましょう」

　あからさまな当てこすりに、成維は眉を寄せる。

　世せ間けん体ていのため最低限の援えん助じよはしているが、成維が異母妹である真子のもとをろくに訪れもしていないことを迪里は知っていた。おかげで真子が住む六条の邸やしきは、乳ち姉妹きようだいの綾あや乃のと下働きの者が二、三人仕えているだけのありさまなのだ。先帝の女御であった人に対しての扱あつかいとは、とうてい思えない。

　幼おさな馴な染じみのよしみで常つね々づね真子のもとを訪れている迪里は、その苦しい暮らし向きを目まの当あたりにしている。成維の代わりにできるかぎり支し援えんをしたいと考えているのだが、心苦しいと真子が遠えん慮りよするので十分なことができないでいた。

　そのことが迪里は歯は痒がゆくてならない。遠慮などなにひとつすることはないのに。あの春の庭で出会って以来、自分達は誰よりも親しみあった幼馴染同士ではないか。

　いっぽう成維はしばし不快げに迪里をねめつけていたが、やがてわざとらしくため息をついてみせた。

「実は私も、女御にかんしていかがしたものかとは考えているのですよ」

　打って変わって機き嫌げんを取るような物言いに、迪里は用心深い眼まな差ざしをむける。

「十二歳で夫ふ君くんに先立たれた女御が、このあとの長い人生を寡か婦ふとして過ごすのかと思うとやはり痛ましい。いっそよいご縁えんがあればと思わぬでもありません」

「え？」

　成維の発言の真意がとっさにはつかめず、迪里は戸と惑まどった。

　いかに若かろうが、帝の妃であった者が他者に嫁かすなど考えられないことだ。しかし〝よいご縁〟という言葉をまともに受け取れば、再さい婚こんという意味しかない。

（女御が再婚？）

　これまで考えたこともなかった事態に、迪里は混乱する。

　成維は夏の扇おうぎ、蝙かわ蝠ほりをゆらゆらと揺らし、流し目をくれるようにして迪里を見た。

　迪里は自分の喉のどの奥が急に乾かわいたようになるのを感じた。心の奥深い部分にあった自分でも気付かなかった感情がせりあがり、これまで成維に感じていた反発や警けい戒かい心しんを吹き飛ばしてしまう。

　迪里は乾いた唇をゆっくりと動かす。

「それは………」

　ぴしゃりと音をたてて、目の前で蝙蝠が閉じられた。迪里はびくりと肩を震わせ、まじまじと成維を見た。目があってから、成維はにっと口角をあげる。

「ですが帝の妃であった方が二に夫ふにまみえるなど、ありえないことですから」

　冷や水を浴びせられたとはまさにこのことだった。不意打ちを食らったように立ち尽くす迪里に、成維は勝かち誇ほこった笑えみを浮かべた。

「まことに、頭の痛いことですよ」





[image: ]






　春過ぎて夏なつ来きにけらし───そうなるとあっという間に若芽が雑ざつ草そうになる。

　古いにしえの女じよ帝ていの歌を思いつつ、巻きあげた御み簾すと高こう欄らんの先に広がる草ぼうぼうの庭に、得意の琵び琶わを鳴らす気も失うせて真さな子こはため息をついた。

「入いり梅づ雨ゆ前からこれじゃあ、この先どうなるのかしら？」

　そんな愚ぐ痴ちを言いながらでも、彼女の黒目の勝まさる眼は知的な明るさに輝かがやいている。

　練ねり絹ぎぬのような滑なめらかな肌に、薄うすめだが形のよい珊さん瑚ご色いろの唇くちびる。しっとりとした艶つやのある黒髪が豊かに広がりほっそりとした肢し体たいをおおう。

　万ばん人にんの目を惹ひくほどの華はなやかな容姿ではないが、面と向きあえば誰もがしばし目をとめる奥の深い清せい潔けつな美しさ。先の宣せん耀よう殿でんの女によう御ご・藤ふじ原わらの真さな子こは、そんな趣おもむきのある美び貌ぼうの持ち主に成長していた。

　主人の言葉に、乳姉妹の彩あや乃のは二に階かい棚だなを磨みがく手を止める。

　几き帳ちよう面めんな彼女のおかげで、この母おも屋やだけはなんとか小こ奇ぎ麗れいに保たれているが、よく見ると御簾の端は経けい年ねんからのほつれが目立つようになっていた。いくら掃そう除じをまめにしても、物の老ろう朽きゆう化かは防ぎようがない。しかも心持ち傾かたむいて下がっている。早く直したいのだが、高い長押なげしに腕を伸ばすことは女おんな所じよ帯たいでは難しい。

「梅雨に入ってとんでもないことになる前に、刈かってしまったほうがよさそうですね」

　綾乃は目を眇すがめるようにして庭をのぞきこんだ。彼女は目が悪く、遠くを見るときはいつも眉み間けんにしわが寄るのだ。

　この場で庭に飛び出しそうな勢いの乳姉妹に対して、真子は苦く笑しよう交まじりに答える。

「別に急がなくても大だい丈じよう夫ぶよ。どうせ誰もいらっしゃらないのだから」

　そのつもりはなくとも、自じ嘲ちよう気ぎ味みな言葉になるのはしかたがない。この邸に住むようになってから六年が経たつが、訪ねてくる者など皆かい無むに等しい。たった一人、幼おさな馴な染じみのあの親しん王のうをのぞいては───。

（そういえば二にの宮みや様、しばらくおいでにならない………）

　いまはその呼び方ではなく、式しき部ぶ卿きようの宮みやという役職で呼ばれていることはもちろん知っている。それでも真子が彼を思うときは、やはり馴な染じんだ二の宮という呼び名になるのだった。

　二の宮こと迪みち里さと親王は、先の帝の女御という立場にもかかわらず世間から忘れ去られている真子を、いまでも訪ねてくれる唯一の人だ。

　真子が入じゆ内だいした当初、綾乃は真子の乳う母ばでもある母親の服ふく喪もが重なって御ご所しよにあがることができなかった。父がつけてくれた女によう房ぼう達は礼れい儀ぎ作法にうるさく、女御として真子を厳しく指導した。そんな状況でろくに話し相手もいなかった真子にとって、迪里は唯一打ち解けて話すことができる友達だったのだ。

　その彼の足がここひと月あまり遠のいていることに気付いて、真子は不安にとらわれてしまう。これほど長く彼の声を聞かなかったのは、笛を吹いて欲しいと頼んだ出会いの日以来、はじめてのことではあるまいか。

（しかたがないわ。宮様だって色々とお忙しいのだし………）

　そう自分に言い聞かせると、気を取り直して真子は綾乃に答えた。

「それに梅雨と夏の間にどうせまた伸びるでしょう。それなら涼すずしくなった秋頃にいっぺんに刈り取ってしまったほうがよくないかしら？」

　真子の提案に、綾乃は首を横に振った。

「そういう気の緩ゆるみが怠たい惰だな生活のはじまりになるのです。それにこれからの季節に草を伸ばしていたら、虫がどんどん増えますよ」

「でも虫だって生きているのだし………」

「殺せつ生しようはいけませんが、こちらから虫の住まいを提供してやる必要はございません！」

　妙みような理り屈くつばかりを言う主人に、ついに癇かん癪しやくを起こしたように綾乃は叫さけび、思わず真子は身を縮こまらせる。

　とはいえ下働きの者達の仕事を、これ以上増やすことは忍びない。それでなくとも少ない人数で、色々と切り盛りしてくれているのだ。

「しかたがないわ。気は進まないけど、三条の異母兄あに上うえに誰かを寄よ越こしてもらうようにお願いしましょう」

　渋しぶ々しぶ真子が漏もらすと、嫌いや味みっぽく綾乃は言った。

「二に百ひやく十とお日かの頃までに寄越してくれるとよいのですがね」

「さすがにもう少し早いわよ。そうねえ、夏な越ごしの祓はらえの頃までにはなんとかしてくれると思うわよ」

「梅雨、あけていませんか？」

　夏越祓とは水み無な月づきの晦日みそかに行われる祓はらいの行事である。余よ程ほど長引いた年でもないかぎり、その頃にはたいてい梅雨はあけている。

　不ふ審しんげな表情の綾乃に、真子はひょいと肩をすくめる。

「ばれた？　虫のために一ひと芝しば居い打ってみたの」

「姫様～～」

　呆あきれ半分、怒り半分といった情けない声を出す綾乃に、真子は声をあげて笑った。

「ねえ、いっそのこと私達でやりましょうか？」

「は!?」

　耳を疑うような顔をする綾乃に、真子は付け加えた。

「だって大おお津つで暮らしていたときは、二人で爺じいやのお手伝いをしてあげていたじゃない」

「それは昔のことですし、だいたい手伝いというより子供の遊びでしたよ」

「そうね、爺やにはかえって迷めい惑わくだったわよね」

　苦笑交じりに真子は答えた。爺やというのは、大津の家にいた下働きの老人のことだ。恩おん着きせがましく「手伝ってあげる」などと言ったが、子供の拙つたない動きでは邪じや魔までしかなかっただろう。あんなものはあくまでも〝庭いじり〟で〝庭仕事〟ではなかった。そのうえ右う大だい臣じん家に引き取られてからは、身の回りのことですら人に任せていた。そんな自分が庭仕事などと言い出したのだから、綾乃も否定するに決まっている。

　自分の誤りをあっさり肯こう定ていした真子に、ここぞとばかりに綾乃はつづける。

「そもそも私はともかく、仮にも帝みかどの妃であった姫───」

「そんなものは形だけよ」

　綾乃の言葉をさえぎり、ぴしゃりと真子は言った。それまで朗ほがらかだった声があきらかに険けわしくなり、綾乃の表情が少し強こわ張ばる。

（しまった……）

　八やつ当あたり気味になってしまった自分に、真子は罪ざい悪あく感かんを覚える。

　分かってはいても、この件にかんしてはなかなか感情が抑おさえきれない。

　帝の妃であったことは、真子にとってけして名めい誉よではなかった。それどころか物笑いの種でさえある。

　十歳で入内をしたものの、まだ初しよ潮ちようも迎えていなかった真子が名実ともに妻となることはなかった。いずれ時が解決することと思っていたが、二年後帝ははかなくなられた。子を生なすどころか一度の寵ちようを受けることもなく、いったいなんのために入内をしたのかと、右大臣の強引なやり口に辟へき易えきしていた世間はそろって嘲ちよう笑しようした。

　そのためなのか唯一の身内となった異母兄あには、顔をあわせるたびにまるで真子が生いき恥はじをさらしているかのように愚ぐ痴ちる。理り不ふ尽じんこのうえない状況を普ふ段だんは運命だと割り切っていても、人から口にされると過か敏びんに反応してしまう。

　だからといって、綾乃に八つ当たりをすることはなかった。

「綾乃、ごめ──」

「やりましょう！」

　はっきりと綾乃は言うが、とつぜんの翻ほん意いに真子は眼を白黒させる。

「え？」

「そうですね。右大臣様に頭を下げるぐらいなら、自分達でしたほうがいいですね。鎌かまは一本しかないので、隣となりの家から借りてまいります。姫様も着替えて準備をしていてください」

　言いながら綾乃はすでに立ちあがっている。

　頼たよりがいのある綾乃の反応に、安あん堵どして真子も朗ほがらかに返す。

「分かったわ、お願いね」

「任せてください」

　胸をどんと叩たたいて、綾乃は簀子を歩いて行った。彼女の後ろ姿を見送ってから、真子は紗しやの袿うちきと長なが袴ばかまを脱いで単ひとえ姿すがたになった。しかしそこから先を思い悩む。もちろん長袴で庭仕事はできない。切きり袴ばかまか指さし貫ぬきに穿はき替えなくてはなるまい。だが指貫は持っていないし、切袴は御み衣ぞ櫃びつの奥に収めてある。奥から取り出すのも手間だし、そもそもあれは参さん拝ぱいなどの外歩き用の絹物で草むしりに適した衣い装しようではない。

「こういう場合、どういう格好をするのかしら？」

　独ひとりごち、下働きの女おんな衆しゆうの姿を思い起こす。彼女達は普段から袴など穿いていない。初夏のこの季節は、単の着物に上うわ裳もを巻いているだけだ。身分の高い上じよう﨟ろう達に言わせれば〝みすぼらしいもの〟となるらしいが、あれはあれで動きやすくて涼しそうだ。それにあの格かつ好こうなら、不慣れな自分でも少しは動けるかもしれない。

「よし」

　覚かく悟ごを決めてうなずくと、真子は単の裾すそを足首が出るほどの丈たけに調ととのえた。

　日ひ頃ごろ露あらわにしない部分に風があたり気き恥はずかしさを覚えたが、それに耐たえて髪を結ぶと不思議とせいせいした。

「草むしりぐらいできるわよ、私だって」

　大津に母と住んでいたときは、せいぜい数人の下働きがいた程度で、身の回りのことはそれなりにしていた。現実には役立たずであっても、庭に出ることも厭いとわなかった。

　ずっと思っていた。以前の立場にはいい加減見切りをつけて、大津にいたときのように地に足のついた生活をするべきではないのか？　右大臣の娘で先の女御などもはや肩かた書がきのみで、異母兄のあの調子ではいつ見捨てられるかも分からない。綾乃をはじめ、仕つかえてくれる数少ない者達のためにも───。

「先のことを考えなくてはね」

　自みずからに言い聞かせるようにつぶやいたとき、出て行ったはずの綾乃が簀子を引き返してきた。

「姫様、式部卿宮様がお出いで───なんですか、その格好は！」

　自分が着替えろと言ったことも忘れて綾乃は叱しつ責せきする。しかし真子は反論するより、あわてふためいて脱いだ衣きぬを掛けていた衣い架かのそばに駆かけ寄よろうとする。

　こんな格好を見られたら、恥ずかしくて失しつ神しんしてしまうかもしれない。久しぶりに彼が来てくれたことに安堵するより、そのほうを強く思った。

「大丈夫です、姫様。御簾を下ろしますから。それより早く座ってください」

　綾乃の声に振り返ると、彼女がほどよい位置に円わろ座うだを敷しいていた。茵しとねのような高級品はもとより置いていない。とりあえず袿だけを引っかけて、髪をほどきながら円座に腰を下ろすと、綾乃が正面の御簾をばさりと音をたてて落とした。そういえばあの御簾はほころびていたのだと、いまさら気付く。しかも微び妙みように傾かたむいてしまっている。

（どうぞ、宮様が気付きませんように……）

　祈いのるような思いでいる間にすべての御簾が落ち、母おも屋やは薄暗くなった。

　やがて荷か葉ようの香かおりがふんわりとただよい、間を置かずして簀子に迪里が姿を見せた。宿との直い明けなのか束そく帯たいではなく衣い冠かん姿のようだ。御簾を介かいしていても、もう少し端はし近ぢかに寄れれば衣装も風ふう貌ぼうも見やすいのだろうが、廂ひさしの奥からではどうにもはっきりしない。

　それでも迪里の背筋がすっと伸びていることは分かる。はじめて会ったときの小こ柄がらな少年とは別人のように、彼の背は高くなっている。そのことだけは明確に分かる。

（あんなに小さかったのに………）

　よくもまあここまで変われるものだと、半なかば呆あきれたような気持ちで真子は迪里の立ち姿を見あげた。

　簀子の中央付近まで歩いてきた迪里は、用意された円座に腰を下ろした。

「しばらくおうかがいできずに申し訳ありません。ひと月ほどのご無ぶ沙さ汰たでしょうか？　女御におかれましては、お健すこやかにお過ごしのことと存じます」

　丁てい寧ねいな挨あい拶さつは言こと葉ば遣づかいもしっかりしていて、実にそつがない。元げん服ぷく前は人見知りで、真子付きの女房になにか言われても、曖あい昧まいに返事をするしかできない少年だったというのに。

　少し高めなのに、落ちついて聞こえる声にはいつもうっとりさせられる。同じ成人男性でも、尊そん大だいな言動ばかりで不快な気持ちにしかならない異母兄の声とはずいぶんな違いだ。

　真子に代わり、端近に控ひかえる綾乃が型どおりの挨拶をする。

「お心こころ遣づかいをいただきありがとうございます。式部卿宮様におかれましても、お健やかのごようすでなによりでございます」

　綾乃の言葉を聞きながら、それぐらいは自分の口で言えるのにと真子は不満に思う。

　帝が亡くなる数日前、真子の裳も着ぎと同時に迪里も元げん服ぷくをした。

　それ以来、同じ室へやで顔をあわせて遊んでいた二人の間に、とつぜん御簾が落とされた。たとえ親王相手とはいえ、帝の妃ともあろう女によ人にんが殿との方がたと直接口を利きいてはならないと女房に言われたからだ。

　しかし父がつけてくれたその女房達もいまはいない。真子が内裏だいりを下がるのと同時に、異母兄がすべて連れて行ったのだ。女御としての役目のなくなった真子には過ぎた女房達だから、后きさきがねとして育てている自分の娘に仕えさせると言って。

　ならばいまとなって、あの女房達の言葉に素す直なおに従いつづける必要があるのだろうか？　迪里といまでもこうやって御簾を隔へだてて、人の口を介して話をしなければならないのだろうか？　六年前まで額をあわせるようにして笑いあっていた仲なのに───。

　迪里と綾乃が交かわすやりとりを聞きながら、真子の胸にどうしようもないもどかしさがこみあげる。

「いかがでございますか？　なにか困ったことはありませんか？」

　どういうつもりなのか、迪里は御簾の奥にいる真子にむかうように呼びかける。

　不自由な暮らしむきが伝わっているのだろう。迪里はなにくれとなく物や人を差しむけてくれようとする。感謝の気持ちから、せめて直接返事をしたいという思いを抑えて真子は綾乃に目配せをする。すると綾乃はこくりとうなずき、口を開いた。

「はい、実は庭の雑草と御簾のほころびをなんとかしたいのですが、先立つものが──」

「ちょっ、綾乃！」

　思わず大声をあげたあと、あわてて口許を押さえる。

　しんっとあたりが静まり返り、恥ずかしさで顔が真っ赤になる。はしたなくも大声を出したことも、金銭的な困こん窮きゆうを知られたことも同じくらいに恥ずかしい。これでは恥はじの上うわ塗ぬりならぬ、恥の二に乗じようではないか。

（う、うわ……私ったらなんてことを!?）

　あまりのことに頭が混乱する。この場をなんとか収めたいと思うが、思考が一向にまとまらない。情けないやら恥ずかしいやらで、じわっと涙がにじんできた。

「───ああ、久しぶりにあなたの声を聞いた」

　邪じや気きのまったくない素直な声に、真子は眼を赤くしたままぽかんとする。

　迪里が声変わりをしてから、もう何年も経っている。にもかかわらずいま発せられた彼の声は、鬟みずら姿すがたの少年のように屈くつ託たくのないものだった。

「あなたの声は変わっていませんね。笛を吹いてと言ったあのときと同じだ」

「そ、そんな八年も前のことを………」

　しどろもどろに反論しかけて、また直接口を利いていることに気付く。しかも本来なら口伝えをする綾乃も咎とがめようとはしない。そっとようすをうかがうと、彼女は悪戯いたずらめいた笑みを浮かべて言った。

「よろしいでしょう。もう何年も通ってきてくださっているのですから、お返事をさしあげるぐらい」

「……………」

　意味深な言いように真子は言葉を失う。自分の返事などさしあげるほどのものではない。そもそももったいぶっていたわけではなく、単に礼儀として綾乃を介していただけだ。許されるのなら、こんな煩わずらわしいことはすぐにでもやめたかった。

　色々と言い訳めいた言葉が浮かぶが、自分でもなにが言いたいのか分からなくなる。ただこうなったからには、黙っていることは綾乃のとりなしを否定したことになり、かえって失礼になる。

　意を決して真子は口を開く。

「宮様の声は、あの頃に比べるとずいぶんお変わりになりました」

「そりゃあ、男ですからね」

　真子の返事がよほど嬉うれしかったように、迪里は即そく答とうする。

「ええ、とても素敵なお声です」

「………」

　御簾のむこうで、迪里が不意をつかれたように黙りこんだ。なにかおかしなことを言ったのかと訝いぶかしんだが、やがて迪里は明るい声で答えた。

「そうですか、それは嬉しい言葉だ。お礼といってはなんですが、庭の手入れのために幾いく人にんか寄越しましょう」

「あ、それ───」

　一度開き直ると、まるでたがが外れたように真子の口から言葉が出る。

「宮様、牛ぎつ車しやでいらしたのでしょう。でしたらこの庭に牛を放はなってください。そうしたら人を使わなくとも、食べてくれると思うのですが」

　とんでもない提案に迪里はとっさに反応することができないようだった。

「ひ、姫様、なんて………」

　綾乃が言い終わらないうちに、ぷっと迪里が噴ふき出した。そのまま彼は、腹を抱かかえて笑い転げる。

　真子は首を傾かしげる。いい考えだと思ったのだが、そんなにおかしかっただろうか？　もしかしたら牛車を引くような高級な牛は、庭の雑草など食べないのだろうか？

（だっていまのわが家には、牛なんて立派なものはいないから分からないもの）

　見当外れの方向に言い訳をしていると、ようやく笑いを止めて迪里は言った。

「確かに、それは合理的な妙みよう案あんだ。ですがここにうかがう前に餌えさをたっぷり与えてしまったので、今回は無理かもしれません」

「そうでしたか、それではしかたがありませんね」

　やはり宮家の牛でも雑草は食べるようだ。なんとなくほっとしていると、しみじみと迪里が漏らした。

「変わらないですねえ」

「え？」

「実は不安だったのです。御簾のむこうにおこもりになられてからは、姿を見ることも声を聞くこともなかったので、この先にいらっしゃるのは本当にあなたなのかと疑わしくなることがあったのです」

　気のせいか、多少恨うらみがましく迪里は言う。それならばこちらとて、御簾越しでしか姿を見ていないのだから同じことだと真子は思った。

「そうですか。でも姿など見えないほうが、きっとよろしゅうございますわ。こんな鄙ひなびた場所で暮らしているのですから、やつれはてているものと存じます」

「そのようなことを、花の盛さかりだというのに」

　自嘲的な真子の言葉に、まるで咎めるように迪里は返した。

　真子は言葉もなく曖昧に微笑ほほえんだが、迪里には見えなかっただろう。だけど真子にはそれ以上の反応を示すことができなかった。

　十八歳という花の盛りであることに、なんの意味があるというのだろう。いくら若くとも寡か婦ふ、それも帝の妃という身分であるかぎり、他に嫁とつぐことも宮仕えもできない。残りの人生は飼い殺しのように、ここで過ごしてゆくしかない。たとえ盛りの花だとしても、八や重え山やま吹ぶきのように実のならない花もあるのだ。

　黙りこくった真子に、迪里はそれ以上返事を要求することはしなかった。ただ御簾のむこうで息をひそめるようにして座りこんでいた。

　どれくらいの時間が経たっただろう。やがて息をつくように迪里は言った。

「ああ、すっかり長居をしてしまいました」

　その言葉に真子はわれに返り、御簾の先を見る。ずっと黙りこくっていたので、気を悪くしたのではと危ぶんだ。迪里がゆっくりと立ちあがると、御簾を通して廂の中にも長い影が伸びてきた。

「では近々のうちに、こちらも替えを持ってこさせましょう」

　そう言って迪里は、なんとはなしに手近の御簾を軽く引っ張った。

　やおら、ぶちっとなにかが千切れる音がして、次いでばさりと物が落ちた。

　御簾だ。廂と簀子をつなぐ框かまちの上に、くしゃりと折れ曲がった御簾が落ちていた。

　とっさにはなにが起こったのか分からず、真子は呆ぼう然ぜんとして露わになった簀子を見た。

　そこには濃こい青あお紫むらさきの朝顔や竜りん胆どうを思わせる、美しい青年が立っていた。

　親王色の深ふか紫むらさきの袍ほうは、この季節は紗しやの素材を使っているので下に重ねた衵あこめの赤が透すけて見える。日の光を受けたその彩いろどりが、なんとも言えないほどに艶あでやかだ。立ちあがっていることもあり、彼の背の高さや手足の長さがいっそうはっきりと際きわ立だつ。

　その迪里も自分のしでかした顚てん末まつによほど驚いているのか、唇をうっすら開いたまま物も言えずに立ち尽くしている。
















「……二の宮様？」

　思わず真子はつぶやいた。その呼こ称しようを声にしたのは何年ぶりだろう。目の前の美青年が式部卿宮であることは知っていたが、子供の頃に遊んだあの二の宮と同一人物だと信じることができなかった。あのときの迪里は背も自分より低く、顔立ちなど五ご節せちの舞まい姫ひめにしてもよいほど可か愛わいらしかった。

　あの小さな少年が、本当にこの美貌の青年なのか───。

「懐なつかしい、呼び名ですね」

　しばらくの間をおいてから朗らかに答えられ、真子はわれに返る。見ちがえるほど美しい青年になった彼に引ひき換かえ、自分はどうだ。ろくな化け粧しようもしておらず、それどころか───。

（は、袴!!）

　そうだ、袴さえ穿いていないありさまではないか。

　自分の出いで立たちに気付き、火が点ついたように顔が熱くなった。

「し、失礼します」

　言うや否いなや立ちあがる。そのほうがかえって足元が目立つというのに、羞しゆう恥ち心しんからそんな理性は吹っ飛んでしまっていた。

　とにかく自分の身を隠したい、その一心で真子は塗ぬり籠ごめの中に飛びこんでしまった。

「姫様！」

　壁のむこうで綾乃の呼ぶ声がする。真子は閉ざした枢くるる戸どに背をつけ、ずるずると座りこんで顔をおおった。

（なんてこと、なんてことを………）

　袴を穿かない姿を男性の目にさらすなど、女人として信じがたい醜しゆう態たいだ。きっと迪里は呆れ果てているにちがいない。よりによってあんなに美しい青年となった彼の前で、こんなはしたない姿をさらしてしまうなんて。

　消えてしまいたいほどに恥ずかしい、混乱した中でそんなふうに思ったときだった。

「女御」

　心の奥にすとんと落ちてくるような、そんな深みのある声こわ音ねで呼びかけられる。すっと冷静さがよみがえり、真子は戸の先に目をむける。

「聞こえていますか？　すみません、私が無作法をしたために、あなたに恥ずかしい思いをさせてしまって」

「そ、そんなことはありません！」

　迪里の詫わびに、真子は即答した。

「そ、その、二の宮様があまりにも美しい殿との方がただったので、気き後おくれしてしまって………」

　無自覚の正直な発言に、枢戸のむこうの迪里は黙りこんだ。いっぽうの真子もそれ以上言葉が出ずに、ひんやりとした床に座りこんで途と方ほうに暮れていた。

「私も驚きました」

　壁が震えるように、背中越しに迪里の声が響いた。

「変わっていないものと思っていたあなたが、まるで蝶ちようが生まれ出るように美しく変わっていたから」

「!?」

「やつれはててなどいません。それどころかこれから朝を迎え、いままさに咲こうとしている水すい芙ふ蓉よう（蓮はす）の花のようです」

　耳を疑う思いで、真子は固く閉ざした枢戸の先をじっと見つめた。

　薄暗い塗籠の中に、天てん井じようと長押なげしの隙すき間まから日の光が射さしこんでいた。

　なんとかして戸を開けずに、この先を見ることはできないものか？　自分の姿を隠したまま迪里の表情を見ることはできないものだろうか？

　およそ非現実なことを考えていたとき、こつんと戸を叩く音がした。

「次に来たときは、満開の水芙蓉の花にお目にかかりたいものです」

　優美な喩たとえにどくんと胸が高鳴る。自分に対する言葉などととうてい思えない。あんな華やかな蓮の花に喩えるなんて、いくらなんでも大おお袈げ裟さすぎる。彼のほうこそ露つゆを含んだ朝顔のような美青年になっているというのに。

　戸のむこうで迪里と綾乃がなにやら話しているようだったが、詳しよう細さいは聞こえない。ただ打ちつけるような鼓こ動どうが収まらず、胸が苦しくてどうしようもなかった。それは先ほどまで心を占しめていた、姿を見られたことに対する羞恥心とは少しちがうざわつきだった。

（なんだろう、どうしてこんなに落ちつかないの？）

　自分の心持ちが分からず、真子は混乱しつづける。

　少ししてから、綾乃の声が聞こえた。

「お帰りになられましたから、もう出ていらしても大丈夫ですよ」

　安心したような寂さびしいような、そんな複雑な気持ちで真子は塗籠を出る。

　一連の不作法にも、このしっかり者の乳姉妹が叱責をすることはなかった。服装にかんしては自分にも責任があることを思い出したのかもしれない。

「大丈夫ですよ、一いつ瞬しゆんのことでしたから。宮様は姫様のおみ足はご覧になられていないようです」

　慰なぐさめるように綾乃は言うが、具体的に言われるとやけに生々しくて恥ずかしい。それに考えようによっては、迪里が袴を穿いていないことに気付かなかったのなら、あの逃とう亡ぼうはそうとう挙きよ動どう不ふ審しんに受けとめられたのではないか。

「それより喜んでください！　今度、御簾と空くう腹ふくの牛を寄越してくださるそうですよ」

　人の気も知らず、綾乃はどこまでも現実的だった。

「牛は一いつ石せき二に鳥ちようだからお互いにいいけど、御簾は申し訳ないわ」

　しょんぼりとして真子は言った。

「それでなくとも宮様には色々とお世話になっているでしょ。本当はこんなことをしていただく理由はないのに………」

「理由がないことはないでしょう。宮様は幼馴染のよしみで、姫様のことを本当に心配してくださっているのですから」

「でも身内でもなんでもない方に、いつまでも甘あまえることはできないわ。こんなことをつづければ、いずれ宮様も迷惑にお思いになられるかもしれないわ」

「迷惑だなんて、そんなこと宮様は絶対に考えていらっしゃらないと思いますよ」

「考えていらっしゃらなくても、実際に迷惑をおかけしてしまうでしょ」

　いつまでもぐずぐずと言いつづける真子に、ついに綾乃は閉へい口こうしたように黙りこんだ。

　しかし短い思案のあと、思い切ったように彼女は切り出した。

「姫様、いっそのこと宮様のご厚こう意いをお受けになられてはいかがでございますか？」

　思いがけない言葉に真子は目を円まるくする。この場合の厚意という言葉がどんな意味も持つのか、それぐらいはいくら世間知らずの真子でも分かる。

「なにを言っているの？　宮様は幼馴染の………」

「本日までは、宮様もそのおつもりだったのだと思います」

　しどろもどろの真子の言葉を、綾乃はぴしゃりとさえぎった。有う無むを言わせぬ物言いに真子はびくりと身を揺らす。そんな主人に、なおのこと口調を強めて綾乃は言った。

「ですが姫様のお姿をご覧になられて、心に火が点いたようです」

「は？」

「もちろん先の帝の妃であった方が再婚、それもその息子むすこに嫁ぐなど世間は許さないでしょう。源げん氏じ物もの語がたりでも光ひかる源げん氏じと藤ふじ壺つぼの宮みやは、桐きり壺つぼ院いん亡き後も関係を秘ひしていましたからね。とはいえ実は私、姫様から聞いた王おう昭しよう君くんは、うだつのあがらないまま後こう宮きゆうで暮らしているより、匈きよう奴どに嫁いで実は幸せだったのではと妄もう想そうしているのです。だってもしかしたら二度目に嫁かした息子が、漢かんの皇こう帝ていや最初の夫よりずっと美男子で優しかったかもしれないではないですか！　息子だから若いことは確実ですしね」

「…………なにを、言っているの？」

　拳こぶしを作って力説する綾乃を、真子はちがう世界の生き物を見るような眼で見つめた。

　ちなみに王昭君とは中ちゆう国ごく四し大だい美び人じんの一人で、漢の後こう宮きゆうから匈奴に嫁ぎ、夫が亡くなった後は嫁ぎ先の慣習に従い義ぎ理りの息子の妻となった女性だ。唐もろ土こしの価値観では大変に不ふ道どう徳とくなこととされる行こう為いで、王昭君が悲劇の美女とされる所以ゆえんである。そういえば、そんなことを以前話して聞かせた気がする。

　若じやつ干かん引き気味の真子にかまわず、綾乃は力説をつづける。

「ですが恋と結婚は別です。いまの形であれば世間もとやかくは言わないでしょう」

「だからあなたは、そもそも何を言っているのよ？」

「私には分かります。あの宮様の眼は恋に落ちた者の眼です」

　予想外どころか理解すらできない発言に、真子の思考は真っ白になる。

　恋に落ちた………誰が誰に？　言葉の意味を解するまで、真子は少し時間を要ようした。そして意味を理解したあと腰を抜かしかけた。

「な、なにを言っているの！」

「言葉どおりです。姫様は塗籠にこもっておられたから、あのときの宮様の顔をご覧になっておられないでしょう。あの冷静な方がまるで熱に浮かされたようにうるんだ眼で、枢戸を見つめておられました」

　断固として綾乃は言うが、それは本当に風か邪ぜをひいていただけではないかと思った。もちろん否定すべきはそこではない。

「宮様はそんな御方ではないわ。だって私は帝の妃なのよ」

　自分をがんじがらめにする言葉を、真子はあえて口にする。

　帝の妃であったことはいまや嘲笑の的で、真子にとってけして名誉ではない。それでも誇ほこりはあった。妃としてではなく人としての誇りだ。物笑いの種になっているからこそ、毅き然ぜんとしていたいと真子は思うのだ。

　二に夫ふにまみえることは褒ほめられたことではない。百歩譲ゆずってそれだけならともかく、義理の息子になる人との恋など道理として許されない。

　綾乃が言うように、王昭君は案外幸せだったのかもしれない。悲運の女性の物語の真実としてはそうあって欲しいと願う。とはいえ真子にも、これまで信じてきた道徳観や貞てい操そう観かん念ねんがある。それを守ることは世間体や名誉のためではなく、自分自身の人としての誇りのためなのだ。

　あえて口にすることで、自分の身が引きしまるような心地ここちにさせられる。

「許されないことだわ」

　きっぱりと真子が言うと、綾乃は不服げに頰ほおを膨ふくらませる。

「ですが……」

「それに宮様は、これからきちんとした北の方をお持ちになられる御方よ。私との関係が噂されたりしたら、あの方の今後に差さし障さわりが出るわ」

　思いがけず冷静な言葉が出て、それまでもやもやしていた懸け念ねんが明確になった。

　最大の問題はそれだった。自分が物笑いの種になることはまだかまわない。こんな場所でひっそりと暮らしているのだから、世間の声など耳に入ってこない。

　だが、迪里はちがう。

　もちろん真子は、迪里が自分に想いを寄せているという綾乃の言い分を信じたわけではない。そのうえで、いまのように迪里が通いつめることは誤解を招きかねないことだと気付いた。

　ただ通うという形だけならば、綾乃の言うとおり世間も見て見ぬふりをしてくれるかもしれない。だが迪里の北の方となる相手はそういうわけにはいかない。そもそもそんな面めん倒どうを抱えこむ男を、婿むことして受け入れる家はまずあるまい。たとえ恋愛関係になくとも、その誤解は迪里の将来に差し障りを生む。

　───次に来たときは、満開の水芙蓉の花にお目にかかりたいものです。

　迪里がどんなつもりであの言葉を言ったのか、確信は持てない。それでもはからずも胸を高鳴らせたあの言葉は、そんな吞のん気きなものではないのだとあらためて自覚する。

「私は、帝の妃だから」

　まるで自らを戒いましめるように、もう一度真子は言った。なぜなら心の中で、先ほど感じた不思議なざわつきがずっとつづいていたからだ。この想いをなんとかして抑えなければと、本能的に思ったのだった。

　傍かたわらで綾乃は、聞こえるか聞こえないかのような声でぼそっと漏らした。

「………妃だって人間ですよ」
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　皐さ月つきに入るとすぐに、五月五日の端たん午ごの節せち会えがある。

　疫えき病びようが流りゆう行こうしやすいこの時季には、邪じや気きを払はらうために薬やつ効こうのある菖しよう蒲ぶや蓬よもぎで、薬くす玉だまを作ったり屋根を葺ふくことが行われる。御ご所しよでは三日から五日にかけて祭事が執とり行おこなわれ、五日には節会が催もよおされる。節会とは公く事じに伴ともない行われる宴うたげのことだ。

　三日の日、真さな子こは下げ男なんが調達してきた蓬と菖蒲を組んで薬玉を作っていた。

　御所を退しりぞいて以来、華やかな儀ぎ式しきも節会も縁えんのないものとなっていたが、それでも季節だけは感じていたいと思い、紅こう梅ばい色いろの単ひとえの上に萌もえ黄ぎ色いろの袿うちきを羽は織おって『破は菖しよう蒲ぶ』の重ねを装よそおってみる。

「蓬も菖蒲も薬になるのでしょう？　そんな飾りに使うのはもったいない気がします」

　作っている本人の前で遠えん慮りよなく言う綾乃に、真子は苦笑交まじりに答える。

「でもこの薬玉は縁えん起ぎ物ものなの。邪気を払って寿じゆ命みようを延のばしてくれるそうよ。だから薬玉のことを続しよく命めい縷るともいうのよ。九月九日の重ちよう陽ようまで吊るしておくものだけど、それまで効用があるのなら、一回の薬より割がよいのじゃないかしら」

「なるほど。そう考えると経済的ですね」

「御所では色糸や造花を組みあわせたきれいな薬玉を贈りあっているけど、本来の役割を考えたのなら薬草だけを使うべきだと思うのよ」

「まあ、あれは恋人達のお約束みたいなものですからね」

「別に恋人同士だけとはかぎらないわよ。お約束にはちがいないけどね」

　新しい御簾を下ろした廂の間で、二人はそんなやりとりを交かわしていた。

　あれから二日後、迪里から御簾が届けられた。受け取ってよいのか悩む真子の前で、遠慮なく綾乃は頂ちよう戴だいし、ついでに遣つかいの者に頼んで、彼に取り付けさせてしまった。しっかり者の乳姉妹ちきようだいは時に恥ずかしいこともあるが、基本的には大変に頼もしい。

　ちなみに牛を連れてくると言ったのはあくまでも冗じよう談だんだったようで、御簾と一いつ緒しよに来た家け人にんがあっという間に刈かりこんでいった。助かったが、牛が雑草を食べ尽くすところを見たかったという思いもあったので少々残念でもある。

「できたわ」

　高々と右手でささげ持った薬玉の出来に、真子は顔を輝かせた。

　柔やわらかい蓬を花のように広げて玉の部分に使い、剣けんにも似た形の菖蒲を帯のように垂らした薬玉は、われながらなかなかの出で来き栄ばえだ。

「きれいに組みあがりましたね」

　綾乃も感心したように述べ、真子は得意げな笑みを浮かべる。

　ところができあがった薬玉を、柱の高い位置に取り付けるのに四し苦く八はつ苦くした。二人とも特別小柄なわけではないのだが、それでも女性の手が届く位置などたかが知れている。下働きの爺じいやは、腰が曲がって二人より小さいぐらいだ。かといって古い二に階かい棚だなや唐から櫃びつを踏み台に使っては破損しかねない。諦あきらめて手の届く範はん囲いに取り付けたのだが、ちょうど目の高さの位置でなんとなく煩わずらわしい。

「下へ手たに高いところにつけても、重陽のときに取り外すのが大変だものね」

　なおも不満げに薬玉を見やる綾乃に、なだめるように真子は言った。そのとき御簾むこうの庭でがさりと物音がした。眼をむけると、御簾を通した先の庭に誰かが立っていた。

「どなたですか？」

　少し声を険けわしくして綾乃は言った。新品の御簾は目が細かすぎて外が見えにくい。しかし大おお柄がらな人ひと影かげは、あきらかに下働きの爺やとはちがっている。

「失礼いたしました、取とり次つぎの者がおりませんでしたので……」

　恐きよう縮しゆくした声こわ音ねから、物取りではなさそうだ。そうなるとこちらの不ふ首しゆ尾びが申し訳ない。

　一応車くるま宿やどりはあるが、そこに常に誰かがいるわけではなかった。そういえば今日は市いちが立つ日なので、みな買い出しに出かけると聞いていた。

「私は式しき部ぶ卿きようの宮みや様の遣いの者です」

　迪里の呼こ称しように、真子はにわかに緊きん張ちようする。これまでも彼はさいさん訪ねてきていたのだから、いまさら身構えるなど傍はた目めには不思議に映るだろう。しかし成長した彼の姿に目を奪われて以来、真子はずっとこんな調子だった。

「宮様の？」

　正体が分かったからか、綾乃は御簾をくぐり簀子に出た。高こう欄らんを挟はさんで二人はやりとりを交わす。

「それで、どういった御ご用ようでしょうか？」

「宮様より仰おおせつかって、薬玉をお持ちいたしました」

　真子は眼を見開いて御簾の先を見る。高欄越しに綾乃がなにかを受け取ったのが分かった。

「今こ宵よいは宿直とのいのため、直接お届けできなくて申し訳ないと仰せでございました」

「恐れ入ります。主人に代わり御おん礼れいを申しあげます」

　遣いの者が立ち去ってから、綾乃は戻ってきた。彼女が抱えた漆うるし塗ぬりの手箱には、凝こった細工の心こころ葉ば（総あげ角まきの組くみ緒おや造花などの飾り）が飾られていた。

「姫様、どうぞご覧になってください」

　興奮して綾乃は言うが、真子の心からは不安が消えなかった。

　のろのろと手を伸ばして受け取った箱を開くと、中には驚くほど見事な美しい薬玉が入っていた。無数の色糸を使った細工は、紅べに色いろひとつをとっても同系色で微妙に色のちがう細い糸を幾本もあわせて複雑な綾あやを作りあげている。玉の部分を成すのは精せい緻ちな細工の造花で、そのひとつひとつが生花のように美しかった。

「なんてきれい………」

　それまで抱いだいていた不安も忘れて、単純に感かん嘆たんの言葉を漏らしてしまう。

　唇をうっすらと開き、真子は魅み入いられたように薬玉を眺ながめていた。

「本当に、心のこもった贈り物ですね」

　うっとりとした綾乃の声に、真子ははっとして現実を取り戻した。

　ほんのひと時とはいえ夢心地になっていた自分を恥ずかしく思い、急いで薬玉を箱にしまう。そんな浮かれていられる事態ではないと、先ほど自分を戒いましめたばかりではないか。

「姫様？」

「昔むかし馴な染じみでよくしてくださるお心は、本当にありがたいわね」

　どこかぎこちない笑みを浮かべる真子に、綾乃は戸惑うような表情を浮かべる。しかし真子は気付かないふりをして平然と言い放った。

「さっそく、お礼の文を書かなくてはね」
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　御ご所しよでは端たん午ごに備えて三日に、紫し宸しん殿でんの南だん庭ていに菖しよう蒲ぶを載のせた輿こしが立てかけられる。

　それは翌日四日に清せい涼りよう殿でんの『朝あさ餉がれいの間ま』の前庭に移されることになっていた。

　この輿は左右の近衛このえ府ふ、衛え門もん府ふ、兵ひよう衛え府ふの六ろく衛え府ふからそれぞれに届けられたもので、菖蒲だけではなく季節の花々も交まじえて飾ってあるものだった。

　宿直とのい明けの四日の朝、迪みち里さとはその輿を目にしようと清涼殿に足を運んだ。

「明日は節せち会えか……」

　煩わしい思いで独ひとりごちる。五日の節会は菖しよう蒲ぶ蔓かずらと呼ばれる飾りをつけて参さん内だいし、帝みかどから薬玉や食事を賜たまわることになっている。

　本音を言えば、そんなものに参加するより真さな子このもとに行きたかった。

　ようやく直接口を利いてくれた幼おさな馴な染じみのことを思い出すと、迪里の心はざわつきだす。

　幼い頃に自分の孤こ独どくを支えてくれた少女は、声もふるまいもあの頃となにも変わっていなかった。それなのに、直後に思いもかけない形で見た彼女の姿に驚かされた。幼かった彼女は羽う化かをした蝶のように美しく変へん貌ぼうを遂とげていたのだ。

　───女めの童わらわが女によ人にんになるというのは、あれほど美しくなることなのか。

　あの瞬間から、迪里の心にはこれまでとは違う感情が芽生えたのだ。

　それまで心を大きく占めていた気の毒だという感情を押しのけて、なによりも真子に会いたいと熱ねつ烈れつに思うようになっていた。

　それはまったく無からの誕生ではなく、土中にもぐる蟬せみの幼よう虫ちゆうのように、長い間心の深い部分に秘めていた想いでもあったのだろう。それが長じた真子の姿を目にしたことで、明るい場所に躍おどり出たように、いまになって迪里は考えた。おそらくあの春の庭で会ったときから、自分の心には真子に対する想いがあったのだ。

　その結果、感情に突き動かされるままに薬玉を贈ってしまった。

　先日目にした真子の姿にふさわしい清せい楚そで華やかな品を選んだが、およそただの友人に贈る物とも思えぬ美しい薬玉を彼女はどう受けとめたのだろう。特別な意味を持つ物として捉とらえたか、あるいはいつもの善意の延長と受けとめたのか。

　どちらにしろ、期待と失望はそれぞれにある。そして期待は不安を、失望は安堵をそれぞれに伴ともなう。なにしろ真子は女によう御ご、それも父ちち帝みかどの妃きさきなのだから。

　いまさらあらためるまでもない現実にやるせなくなる。期待と不安、失望と安堵のどちらかを選ぶのなら、後者のほうが理性的な判断に決まっている。

（良くない………）

　いまならまだ間にあうように思う。心の奥底でちりちりと燃えはじめた想いに、水をかけて消すことができそうな気がする。

　その反面、開き直るようにどこかで思っている。

　実質上妻ではなかった真子に、生しよう涯がい寡か婦ふとしての立場を強要する権利が誰にあるのか。

　それはあまりにも理り不ふ尽じんで、彼女の人間性を踏ふみにじってはいないか。

　もやもや考えているうちに、袋ふくろ小こう路じに陥おちいったような気持ちになる。ぶすぶすと燻くすぶりつづける自分の感情をつかみきれず、迪里は憂ゆう鬱うつな気持ちのまま足を進めた。

　清涼殿に渡ると、簀すの子この南なん端たんにはすでに先客がいた。

「おはようございます、式しき部ぶ卿きよう宮のみや様」

　まだあどけない面おも差ざしの朝ちよう臣しんが声をあげる。元げん服ぷくを終えたばかりのこの少年は、左さ大だい臣じんの孫で弘こ徽き殿でんの女によう御ご・邑すみ子この弟でもある右う大だい弁べんだ。清涼殿の南みなみ廂びさしは『殿てん上じようの間ま』と呼ばれる五ご位い以上の朝臣の控え室でもあるから、そこから出てきたのだろう。

「ああ、おはよう」

　迪里は彼のそばに近づいて行った。萩はぎ壺つぼと呼ばれる清涼殿の西庭には、すでに六つの輿がそれぞれに花を飾って備えられていた。杜かき若つばた、夏なつ椿つばき、山やま紫陽花あじさい、花はな橘たちばな、笹ささ百ゆ合り、紅べに花ばな等々、よくもまあこれだけ取りそろえたものだと感心する。

「式部卿宮様はどの輿がお好みでしょうか？」

　屈くつ託たくなく話しかけてきた右大弁は、まだ十四歳である。その年ねん齢れいでの従じゆ四し位いの上じようという冠かん位いは、とうぜん出しゆつ自じによるものだ。息子に先立たれた左大臣はこの嫡ちやく孫そんを溺でき愛あいしており、邑すみ子こもなにくれと主上おかみに口くち利ききをしていると聞いている。目に余る贔ひい屓きは、長年下位に甘んじている朝臣達からすれば腸はらわたが煮にえくり返る思いであろう。

　とはいえ迪里は、この少年のことを別に嫌きらいではなかった。育ちの良さゆえの素直さを好ましいぐらいに感じていた。

「そうだね。私は右う兵ひよう衛え府ふの輿が良いと思うよ。菖蒲の飾り方が凝こっているし、夏椿は好きな花だから」

「そうですか。花ではなくて菖蒲の飾り方で判断なさるとは、さすが式部卿宮様ですね」

　なにが〝さすが〟なのかよく分からなかったが、にこにこと無む邪じや気きな笑顔の少年に、とやかく追及する気にもならずに迪里は話題を変えた。

「ところで今朝は、まだ左大臣はお見えではないのかい？」

　孫を溺愛している左大臣は、いつも右大弁とともに出しゆつ仕ししていた。ひょっとしたら殿上の間にいるのかと思いついたとき、ふと背後に人の気配を感じて顔をむける。

「ごきげんよう、宮様。右大弁殿」

　蝙かわ蝠ほりを口許にかざし、立っていたのは成なり維すみだった。嫌けん悪おしかない相手の姿に、迪里は内心でうんざりとするが、そんな思いに気付くはずもなく成維は右大弁に代わり迪里の疑問に答える。

「左大臣殿は、御気分が優すぐれないとのことでございますよ」

「ええ、そうなのです。今朝から少し胸持ちが悪く、喉のどが痛いと申しておりました」

　政せい敵てきの成維にも、右大弁は素直に答える。

「そうか、大事にするように伝えてくれ」

　迪里の言葉に、右大弁はうなずく。

「今朝から祈き禱とうをさせております。早く元気になってくれればよいのですが………」

　六年前に父を亡くした記き憶おくがよみがえったのか、急に不安そうに右大弁は言う。同じ時期に父親を亡くした迪里は、この少年を痛ましく思った。

「まあ、この時季に咳しわぶ逆きやみはないだろうがね」

　あまり心配していないように成維は言った。なんの偶然か、六年前の疫えき病びよう騒さわぎで父親を亡くした者が三人揃そろっているというわけだ。

「ほう、今年はずいぶんと見事な輿だな」

　声に顔をむけると、簀子の中央あたりに兄あに帝みかどが出てきていた。朝あさ餉がれいの間まから、御み簾すをくぐり抜けて出てきたところのようだ。

　帝は顔をむけ、三人を手招きする。

「そなた達もこちらで鑑かん賞しようするといい」

　その言葉に迪里は訝いぶかった。成維を敬遠している兄帝が、わざわざ彼を呼び寄せるとはどういうことだ。同じことを思ったのか、成維も少々警けい戒かいした表情を浮かべている。ただ一人、右大弁だけが無邪気な笑顔のままだった。

「右大弁。姉上もおいでだぞ」

「さようでございますか」

　潑はつ剌らつとした声で答えると、右大弁は速足で進んで行った。どうやら昨日の夜のお召めしは邑子だったようだ。となると、ますますのこと成維を呼ぶ意味が分からない。

（まあこの状況で、私と右大弁だけを呼ぶわけにもいかないか………）

　考えを巡めぐらせながら近づくと、少し先から兄帝がじっとこちらを見つめていた。

　険けんがあるとまでは言わないが、いつもの穏おだやかな眼差しではない。そこはかとなく咎とがめるような空気をかもしだしている。

　もしかして呼び寄せた理由は、成維ではなく自分なのだろうか？　懸け念ねんを抱きつつ近づいてゆく。御簾の奥には邑子と思おぼしき女によ人にんがおり、すでに簀子に座りこんだ右大弁と楽しげに話をしている。

　兄帝は、右大弁から遅れてやってきた迪里と成維をそれぞれに一いち瞥べつすると、おもむろに問うた。

「式部卿宮、そなたいくつになった？」

「はい、十八になりました」

　とつぜんなにをと思いながら、迪里は答える。

「そうか、そろそろ妻のことを考えてもよいのではないか？」

　思いがけない兄帝の言葉に、迪里は目を円まるくする。とっさに対応できずにいると、ここぞとばかりに兄帝は質問をつづける。

「誰ぞ、薬玉を贈るような相手はいないのか？」

「………」

　偶然ともつかぬ問いに迪里は困こん惑わくしてしまう。

「いえ、私はまだ………」

「それはよくない。そなたのような美しい若者がいつまでも独ひとりでいると、意味深でなにかと誤解を招きやすい。そもそも御所の女達が落ちつかなくて困る」

「そのようなことは………」

「いやいや、冗談ではない。男というものは、きちんとその身を抑えてくれる妻という存在が必要なものだ───妙な噂を流される前に」

　かすかに強まった語気に、迪里はぎくりとする。

　兄帝の表情は穏やかだったが、目の奥は笑っていなかった。

　鼓動が少し速くなる。それでも迪里は目をそらさず、まじまじと兄帝を見つめ返した。

　真子の件で、釘くぎを刺さしていることはまちがいない。そういえば成維が、六ろく条じようを訪れていることが朝臣の間で噂になっていると言っていた。

　だとしてもこんな俗ぞくな噂を、誰がわざわざ兄帝の耳に入れたのだろう。

「さようでございますな。口さがない世間はなにかと申しますから」

　眉を寄せて言ったのは成維だった。こちらは目が完全に笑っていた。

　迪里は指を強く握りしめる。ひょっとして成維が告つげ口ぐちをしたのかと考えたが、兄帝の彼への覚えを考えると真に受けるとも思えない。

「お二人とも。そのように急せかしてしまっては、宮様がお気の毒ですわ」
















　御簾の奥から邑子が口をはさんだ。艶つやっぽい美しい声だが、口調は聞こえよがしのようで大おお袈げ裟さだ。本当に気の毒と思っているとはとうてい思えない。先日清涼殿から兄帝を連れ去ったことが、まだ尾を引いているのかもしれない。

「とはいえ宮様が独り身でいらっしゃるゆえ、内裏だいりの女によう官かんや女によう房ぼうが落ちつきをなくしていることは事実ですものね」

　そんなこと知るかと思ったが、さすがに口には出せない。どう話が進んでゆくのかも分からなかったが、この場を逃のがれるための言葉を迪里は懸けん命めいに探していた。

「せめて許嫁いいなずけでもお持ちでしたら、彼女らも身の程をわきまえるでしょうけど」

「おお、そうか」

　こちらもやけに大袈裟に兄帝が言った。二人で申しあわせたようなやりとりに、自然と迪里の目は疑うたぐり深いものになる。

「主上？」

「いかがなものか、右大臣。そなたの婿むこに宮を迎えては」

　あ然とする迪里の前で、成維が目に見えてうろたえはじめた。とうぜんだ。彼は七歳にしかならない自分の娘を入内させようとやっきになっていた。そこにきて帝当人からこのように言われたのだから、これはもう事実上の拒きよ絶ぜつだった。

「お、主上……」

「それはよろしゅうございますわね」

　声こわ高だかに叫んだのは邑子だった。高貴な女人とも思えぬふるまいだが、その活いき活いきとした声音は相手を出し抜いた快感に酔よっていた。

（なんだ。弘徽殿女御が嫌っていたのは、私よりも右大臣のほうか）

　こんな状況なのに拍ひよう子し抜ぬけした気持ちになる。考えてみれば祖そ父ふの政敵が、娘を自分の夫のもとに入内させようとしているのだから、嫌い抜いていても不思議ではなかった。

「七歳の姫が相手であれば、宮様もあと六、七年は気ままに過ごせますしね」

　ここぞとばかりに邑子は言う。成維の表情が目に見えて険けわしいものになっていった。御簾を隔へだてているためにそれが見えないことは、邑子にとって幸いだったのだろう。なにしろ彼女の真向かいに座る右大弁はすっかり怖おじ気けづいてしまい、手短に断りの言葉を述べるとそそくさと立ち去って行ってしまうほどの形ぎよう相そうだったのだ。

　ひとまず自分に降りかかった火の粉だけは払わなければ、そんな思いから迪里はあらためて口を開く。

「私にはもったいないお話でございますが、あまりにも幼すぎるでしょう。それにたとえ六、七年経たとうとも年の差は埋うまらぬもの。年齢差のありすぎる結婚はたがいに不幸を招くものですから」

　成維の表情がますますのこと険しくなった。迪里に結婚を断られるのは彼としても本ほん望もうだろうが、年齢差に対する懸け念ねんはあきらかな当てこすりである。なにしろ彼が娘の入内を望んでいる兄帝は、迪里よりさらに三つ年長なのだ。

　われながら上う手まいことを言ったと、迪里はひそかに悦えつに入いる。

　兄帝、いやもしかすると邑子の思惑のほうが大きいのかもしれないが、彼らの意図が成維の娘の入内をはねつけることなら、迪里は自分の意思を伝えたうえでその援えん護ごをしたことになる。

　あんのじょう邑子は上じよう機き嫌げんで言う。

「まあ、殿方は若い女人がお好きなものとばかり思っておりましたが、そう言っていただけますと、主上よりひとつ上の私は自信が持てますわ」

　成維は屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがませたが、それでも一応頭を下げて立ち去って行った。正直なことを言えば迪里も退散したかったのだが、成維と一緒になることが嫌いやで彼の後ろ姿を見送っていた。

　やがて彼の姿が見えなくなり、ようやく迪里は口を開いた。

「では主上、私も───」

「式部卿宮」

　あらためて呼び止められ、迪里は用心深い眼差しで兄帝を見る。目があうと兄帝は一度うなずき、これまでとは打って変わって諭さとすような口調で言った。

「亡き父上は、そなたのことを大変に気にかけておられた。後うしろ盾だての弱さから御所で居場所を無くすことになりはしないかと。幸いにしてそなたは才能に恵めぐまれ、皇こう族ぞくとして立派に私の下で務つとめを果たしてくれている」

「そのような、もったいない御言葉───」

「だからこそ軽はずみな真ま似ねをして、これまで築いてきた地位をふいにしてはならない」

「…………」

　善意の言葉にはちがいない。それでも足をすくわれたような気持ちがした。

　兄帝の言葉は、まるで鉛なまりのような重みを持って迪里の心の深い部分に落ちた。

　言うまでもなくそういうことなのだ。帝の妃、しかも父親の妻に想いを寄せるということは。

　迪里は痛みを堪こらえるように、胸元をそっと押さえた。

　分かっている。兄帝の指し摘てきは正しい。彼の思いと亡き父のことを考えれば、素直に受け入れるべき忠告なのだ。

　だが理屈では分かっていても、制せい御ぎよのつかない想いが熾おき火びのように燻くすぶりつづけている。

　反発を悟られないよう、迪里はしばし顔を伏せた。

　そうしてざわつく心を抑えこみ、懸命に平静な感情を取り戻そうとする。

　やがて迪里はくいっと顎あごを引き、なんとか取とり繕つくろった表情を浮かべて言った。

「とんでもないことです。なにゆえ父上と主上の大おお御み心こころをむげに致しましょうや」
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　並んだ二本の柱には、薬草と色糸を使った薬くす玉だまがそれぞれに吊つり下げられている。

　そのうちの迪みち里さとから贈られた色糸の薬玉を眺ながめながら、真さな子こは途と方ほうに暮れていた。

　本当に見ているだけで夢ゆめ心地ごこちになれるような美しい細工だが、浮かれ気分で飾れる品かと訊かれれば、やはりちがう気がする。

　むこうにそのつもりがなかったとしても、こんな贈り物が届いたことが人に知られでもしたら誤解を招きかねない。もっとも他に訪ねてくる者もいないこの家で、薬玉を第三者に見み咎とがめられる可能性はまずないのだろうが。

　それでも迪里の将来を考えたら、万が一にも疑われるわけにはいかなかった。

　───次に来たときは、満開の水すい芙ふ蓉ようの花にお目にかかりたいものです。

　懇こん願がんするように言われた言葉を思い出し、真子は振り払うように首をひとつ振る。

「良くないわ」

　戒いましめるような重みを持った言葉が口をつく。そのつもりがなくとも、誰に聞かれるわけがなくとも、意味深な行こう為いや思わせぶりな発言は控ひかえてもらうよう、はっきりと告げたほうがよい。

　決意をあらたにしたとき、足音をたてて綾あや乃のが飛びこんできた。

「姫様、右う大だい臣じん……成なり維すみ様が！」

　まさしく招かれざれる客に、真子は表情を強こわ張ばらせる。

「どうして、いったいなんの用事が？」

「さあ、適当に理由をつけて断りますか？」

　できることならそうしたかったが、ろくに文ふみすら寄よ越こさない人間が訪ねてきたのだから、やむにやまれぬ用事があるのだろう。嫌けん悪お感かんだけで断って機き嫌げんを損そこねては、あとあと面めん倒どうくさいことになるやもしれない。特に援えん助じよを打ち切られたりしたら大変だ。十分ではなくとも、いまの自分は彼の援助で生活を成り立たせている。

　一度ため息をついてから、真子は腹をくくった。

「しかたがないわね、お通ししてちょうだい」

「大だい丈じよう夫ぶですか？　なんだかとても機き嫌げんが悪そうでしたよ」

　不安げな綾乃の言葉に正直臆おくしかけたが、ここで自分までもがひるんではいけない。そもそもなにも悪いことはしていない相手にひるむのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

「あの人が私に愛あい想そよくすることなんて、これまでもなかったでしょう」

　虚きよ勢せいを張って答えると、綾乃はいったん引き下がった。その間に真子は、柱にかけた薬玉を確認する。御み簾すが下りているから、成維に見咎められることはないだろう。

　漆うるしが剝はげた脇きよう息そくにもたれて待っていると、簀すの子この端はしに成維が姿を見せた。束そく帯たい姿から察さつするに、出しゆつ仕しの帰りに直接足を伸ばしたようだ。成維の邸やしきは三さん条じようだから、御ご所しよから途中にある自宅に寄って着替えることもせず、直接この六ろく条じように来たということになる。

（なにをそんなに焦あせっているのかしら？）

　ろくな挨あい拶さつもせず円わろう座だに腰を下ろした成維を、用心深く真子は見る。しかし表情が分からないので、なにが目的なのか想像はつかない。

「本当に頭が痛いことだ」

「いや、困った、困った」

　成維はしきりに愚ぐ痴ちめいた言葉を繰くり返かえすが、真子は柱にかかった薬玉を眺めながら異い母ぼ兄けいの言葉を聞き流していた。家長にありながら近況も問わない相手に、気き遣づかいなどするつもりはなかった。

　どこまでも黙だまっている真子に、成維はわざとらしく大きなため息をつく。

「今日はね、大変に恥ずかしい思いをしましたよ」

　うんざりしたように成維は言った。この意味深な言動にも、真子はあえて仔し細さいを問わなかった。どのみちなにか言うつもりで来たのだから自分から口にするだろう。

　あんのじょう成維は、一人で話をつづける。

「あなたのことを女によう御ごにふさわしい女によ人にんに育てようと、父上はずいぶんと心を砕くだいていたようですが、それがよもやこのような形で裏切られるとは………父上も蓮はすの上でお嘆なげきになっていることでしょうね」

　なんだ、いきなり？　真子は眉まゆを寄せる。そもそも心を砕いて教育してもらった記き憶おくなどない。付つけ焼やき刃ばの知識を叩たたきこまれ、引き取られてからたった一年で入じゆ内だいさせられたのだ。

　さすがに黙っていることができずに問いかける。

「どういう意味でしょうか？」

「式しき部ぶ卿きようの宮みやがここに訪ねてきていると、世間では噂うわさになっていますよ」

　やはりそうか。

　思ったよりも冷静に真子は受けとめた。だから落ちついた口調で反論をする。

「宮様は私の状況を気の毒にお思いになられて、助けてくださっただけですわ。兄上がご心配なさるようなことは、なにひとつございません」

「だとしてもとかく男女のことを、世間は面おも白しろおかしく取とり沙ざ汰たするものですよ。あなたも恥はじという言葉を知らぬ歳としでもないでしょう」

「存じております。私もこのような侘わびしい暮らしを宮様に知られたことを、大変に恥ずかしく思っておりますから。ですが宮様も縁えんのある者の不ふ遇ぐうを見捨ててしまえば、それこそ御み仏ほとけを信じる者として恥になるからとおっしゃって、色々と助けてくださっていたのです」

　端はし近ぢかに控えていた綾乃がぷっと噴ふき出した。真子が不自由な暮らしを強しいられている理由は、成維の支し援えんが不足しているからだ。彼は異母兄あにで右大臣家の長なのだから、真子を世話する義務がある一番の人物だった。

　確かに、これ以上の当てこすりはあるまい。

　あんのじょう成維は、癇かん性しように揺ゆらしつづけていた蝙かわ蝠ほりをぴたりと止めた。

　ああ惜おしい、と真子は思った。いまの異母兄の表情はきっと見み物ものだろうに、迪里が贈ってくれた御簾が上等すぎてここからでは見えないのだ。どんな表情をしていたのか、端近にいる綾乃に後で聞いてやろう。そっとほくそ笑えんでいると、成維が尖とがった声をあげた。

「理由がなんであれ、この件を知った主上おかみの御み気け色しきがひどく悪くなったことは事実です」

　予想外の言葉に、真子はぎくりとして表情を硬かたくする。成維は苛いらつきを隠かくそうともせずに言葉をつづける。

「真相はどうあれ、父ちち帝みかどの妃きさきと弟おとうと皇み子この醜しゆう聞ぶんですからね。もったいなくも主上が直じき々じきに、式部卿宮を叱しつ責せきなさいました」

「……………」

　反発からの沈ちん黙もくではなく、言葉を失って真子は黙りこむ。

　恐おそれていたことが本当になってしまった。自分のもとを訪れたことで、迪里が帝みかどの不ふ興きようを買ったというのだ。

「おかげでこちらは、とんだとばっちりですよ」

　忌いま々いましげな成維のつぶやきは、真子の耳には入っていなかった。迪里が帝から叱責されたという、その事実にばかり気を取られていたのだ。しかも帝の耳に入っているぐらいなら、噂は御所中に広まっているのではないのだろうか？

　御簾のむこうで成維がねちねちと話をつづけている。

「────げく、大おおい君ぎみの婿むこに迎えてはどうかとまで言われましたよ」

「え？」

　混乱して整理がつかなくなっている思考の中に、とつぜんその言葉が飛びこんできた。前後の言葉も分からないまま、なぜか婿に迎えるという言葉だけが鮮せん明めいに響ひびいた。

「婿？」

　声が震えた。確かに成維は大君、すなわち彼の一の姫の婿に迎えると言った。

　誰を？　言うまでもない。話の成り行きから迪里しか考えられない。

「父親の妃に言い寄るような男を、わが娘の婿に迎えられるわけがないでしょう」

　苛立たしげに成維は声を荒あららげる。嫌悪感を丸出しにした、取り付く島もない声こわ音ねだった。

　血の気が引いてゆく。成維の剣けん幕まくではなく、言葉の内容そのものに衝しよう撃げきを受けた。

　数日前に真子は懸け念ねんした。たとえ恋愛関係になくとも、自分との関係を噂されることは迪里の将来に差さし障さわりを生みかねない。なぜならそんな噂のある男を、婿として受け入れる家はまずないだろうから。

　そのことがいまの成維の言葉で、はっきりと立証されてしまった。

　帝の不興を買い、主おもだった家から婿むこ入いりを拒きよ否ひされる。それは御ご所しよで暮らす男にとって将来を閉ざされるも同然のことだ。

「あ……」

　思わず漏もれそうになった悲鳴を抑おさえようと、真子はとっさに袖そで口ぐちで唇くちびるをおおった。それが最後の理性だった。事態の深刻さを認にん識しきすると、動どう揺ようのあまりどうしたらよいのか思考がまとまらない。

　ようすがおかしいことに気付いた綾乃が近づいてきた。

「姫様……」

　成維に気け取どられぬためなのか、声をひそめて呼びかけた綾乃に、真子は返事をすることができなかった。

　いっぽう御簾のむこうの成維は、ごちゃごちゃと愚痴を言いつづけている。

「まあこうなってしまったのであれば、いっそのことあなたと式部卿宮が結ばれてくれたほうがよいのかもしれませんが………」

「無礼なことをおっしゃらないでください！」

　かっとして真子は声を大きくした。成維の胸のうちは明白だ。真子と迪里が名実ともに結ばれれば、身内としての世せ間けん体ていは悪いが成維は娘の婿に迪里を迎えずにすむからだ。父親の妃、しかも大君にとって叔お母ばにあたる女性と関係するような男を婿として強要することは、いかに帝であれ難しいだろう。

「私は帝の妃だった者です」

　真子の剣幕に気け圧おされたのか、成維は押し黙った。だがそれもわずかなひと時で、すぐに挑ちよう発はつするような声音に変わる。

「はたして式部卿宮のほうも、そうなのですかね？」

　意味深な問いかけに真子はぎくりとする。

　迪里がどうなのか？　真子のことをどう思っているのか？　そのことを考えただけで落ちつかない気持ちになる。なんとも思われていないとしたほうが安心なのに、心の中に確実にそれを望む気持ちがあるのだ。

「───私には、他人の気持ちは分かりかねます」

　絞しぼり出だすような思いで口にした言葉を、即そく座ざに真子は後こう悔かいする。

　なぜきっぱりと否定しなかったのか？　迪里もなんとも思っていないはずだと、なぜ言えなかったのか？　分ふん別べつどおりに動かない自分の感情に怒いかりすら覚えてしまう。

（だって、私は帝の妃なのよ）

　呪じゆ文もんのように自分に言い聞かせる。なにか口にすると感情で先走ってしまいそうだったので、膝ひざの上に置いた手をぎゅっと握りしめる。

　そんな真子に対して、皮ひ肉にくっぽく成維は返した。

「そうですね。人の言葉ではどうにもならないものが、他人の心ですから」

　誰に対するものとも、いかような意味にも取れる含みのある言葉に、真子は表情を硬くする。

「おやおや。はからずも長居をしてしまいましたね」

　断りもなく成維は立ちあがった。なにしに来たのかと最初は思ったが、どうやら八つ当たりか嫌いや味みを言いに来ただけのようだ。

「姫様、あとで塩をまきますね」

　ぼそっと綾乃がささやいたとき、ふと思い出したように成維は足を止めた。彼は御簾越しに廂ひさしを見下ろし、恩着せがましく告げた。

「そういえば大路沿いの築つい地じ塀べいが少し崩れかけておりましたね。みっともないからすぐに修しゆう繕ぜんをさせますよ」

　綾乃が思いっきり不ふ審しんな顔をする。内側の修繕はこちらが言ってもなかなか対応しないくせに、人ひと目めにつくところは対応が大違いである。

　返事をしない真子にかまわず、成維は簀子を進んでいった。

「塩を持ってきます！」

　言うや否いなや、綾乃は簀子に飛び出して行った。

　一人取り残された真子は、のろのろと脇きよう息そくにもたれかかった。ひどく疲れてしまい、身体からだを起こしていることすら億おつ劫くうに感じてしまう。斜ななめになった視界の先に色とりどりの糸を使った美しい薬玉が見えたが、とうてい夢心地にはなれなかった。

（ああ、気分が悪い………）

　御簾のむこうで綾乃が塩をまく気配がしたが、真子は見に行く気にならなかった。いつもであれば二人で成維の悪口を思いっきり言ってやるのだが、今はそんな元気もなくしていた。

　自分の誇ほこりのためにも、迪里の将来のためにも、道を外すような真ま似ねはしない。

　そんなふうに思っていたのに、なぜ迪里の想いを否定できなかったのか？

　ふと真子の脳のう裏りに、先日目にしたばかりの迪里の姿がよみがえる。

　夏のあけぼのの中に咲さいた、朝あさ露つゆにしっとりと濡ぬれた濃こき紫むらさきの朝顔のような立ち姿。

　思い出すたびに、いま一度目にしたいと望んでしまう。

　それは心のどこかで〝そうあって欲しい〟と望んでいるからではないのか？　迪里が自分を好きであって欲しいと望んでいるから、彼の姿をこれほど求めてしまうのではないのか？

　そこまで考えて、真子は首を横に振る。

　だとしてもそんなことが許されるはずがない。噂を聞いただけで、帝は迪里を叱責したのだ。そのうえで噂が事実にでもなれば、迪里の将来は完全に閉ざされてしまうだろう。

　どう考えたってまちがっている。

　それなのに、なぜ誘ゆう惑わくのようにそんなことを思ってしまうのか？




　───迪里が自分のことを好きであって欲しい。




　せつな真子はびくりと身を震わせ、自分の身体を抱きしめるように両腕を抱かかえこんだ。

　悪夢から目覚めたときのように、冷や汗が流れる。思いがけない形で迪里の姿を目にしてから、ずっと在ありつづけた心のざわつきの理由がようやく分かった。

　あのときから自分は迪里のことを───。

（いいえ、そんなことは！）

　思いを振り払うように頭かぶりを強く振る。その後も逃げない虫を追い払うように、同じ所しよ作さを何度も繰り返すが、まるで石のようにその気持ちは重く胸に残りつづける。

　やがて力尽き、真子は放心したように柱にかかった薬玉を見つめた。

　無意識の涙が一筋、頰ほおを伝う。

「姫様」

　御簾のむこうから綾乃が呼びかけた。真子は指先で目元をぬぐい、つとめて明るい声で答えた。

「どうしたの？」

「式部卿宮様がいらっしゃいました」

　真子は息を吞のんだ。

「……その、いかがいたしましょう」

　遠えん慮りよがちに綾乃は問う。いつもなら会うことが前ぜん提ていなので、そんな訊き方はしない。彼女も先ほどの成維とのやりとりが頭にあるのだろう。

「お会いしません」

　断固として口にしたあと、切きり裂さかれるような痛みを胸に覚えた。

　予想していた反応だったのか、綾乃は特に驚いたようすもなく、ただ不服げに言った。

「でも、薬玉のお礼を───」

「それならば文を出しました」

　綾乃の言葉をさえぎると、真子はその場に横たわった。古びたものとはいえ、畳たたみの上に座っていたことは幸いだった。

「少し苦しいの。しばらく休むから、そのようにお伝えして」

　噓うそではない。先ほどから気分が悪く、頭のほうまで痛んできた。

　取り付く島もない真子の物言いに、綾乃は押し黙った。いつもなら御簾内に入ってくる彼女があえて簀子から話しつづけるのは、もしかしたら抗こう議ぎの表れなのかもしれない。

　しばしの沈黙のあと、ぼそりと綾乃は言った。

「宮様が、お気の毒ですよ」

　真子は袿うちきを頭からかぶり直し、聞こえないふうを装よそおった。諦あきらめたのか綾乃と思おぼしき足音が遠ざかって行った。

　薄うす暗ぐらい袿の中で、真子は小さくつぶやいた。

「気の毒だからこそ、会えないんじゃない」





[image: ]






「会えないって、どういうことだ？」

　中ちゆう門もん廊ろうで待っていた迪みち里さとは、取り次ぎをした綾あや乃のの言葉に耳を疑った。

　宿との直い明けで一度自じ邸ていに戻って着替えてから来たので、迪里の装いは衣い冠かんではなく二ふた藍あいの直のう衣し姿である。朝ちよう服ふく同様、こちらも夏の生き地じである紗しやを使っているため、下に着ている衵あこめの紅べにが透すけて若々しい色いろ香かをかもしだす。

「すみません、姫様はご気分が優すぐれないようなのです」

　申し訳なさそうに言ったあと、周りに誰もいないのに綾乃は声をひそめた。

「少し前に、右う大だい臣じん様がいらっしゃったので……」

　迪里は眉を寄せた。今朝の御ご所しよでのことを考えれば、成なり維すみの訪問が偶然だとは思えなかった。

「なにか言われたのか？」

「宮様が帝みかどから咎とがめられたことをおっしゃって、女によう御ごともあろう者がそんなはしたないことをとずいぶんとお責めになられました」

　予想どおりの事態に、迪里は眉み間けんのしわをいっそう険けわしくする。

「だ、大丈夫です。姫様はきちんと反はん撃げきも否定もなさいましたから」

「そういう問題じゃない」

　綾乃が悪いわけでもないのに、迪里はつい語気を強めた。

　迪里が真さな子こを訪ねていたことがあきらかになったために、自分の娘の結婚話に飛び火してしまったと成維は思いこんでいるのだろう。自分が帝から嫌きらわれているなどと考えてもいない。まったくそんなふうだから敬けい遠えんされるのだと、忌いま々いましく迪里は思う。

　もちろん迪里が真子のもとに出入りしていることを、兄あに帝みかどがよく思っていないことは事実だった。それは世間一いつ般ぱんの感覚としてとうぜんで、迪里も咎められたこと自体はしかたがないと諦あきらめている。

　しかし誰かが意図してそうしなければ、そんな情報は御所に住む兄帝の耳に入るはずがない。唯ゆい一いつの弟として迪里を尊重はしてくれるが、自分の帝てい位いをおびやかす存在でもない更こう衣い腹ばらの親しん王のうに、兄帝がそこまで神経を尖とがらせているとは思えなかった。

　知らせたのは、おそらく左さ大だい臣じん一派だ。政せい敵てきである成維の娘の入じゆ内だいを阻はばむため、不ふ祥しよう事じになりかねないこの件を利用しようとしたのだろう。邑すみ子このあの得意げな声を聞けば、左大臣家の一派がからんでいることはまちがいなかった。

　要は成維を退しりぞけるために迪里の醜しゆう聞ぶんが利用されたというわけだ。

　あの成維が真子にどんな言葉をぶつけたのか、考えただけで心が痛む。

「少しだけでもお会いできないか？　直接お詫わびを申しあげたい」

「お気持ちは分かりますが、今日だけはご勘かん弁べんください」

　本当に申し訳なさそうに綾乃は言った。普段とはちがう対応に、よほどのことが真子にあったのではと、なおのこと心配になる。先日ようやく見ることができた水すい芙ふ蓉ようのようなあの瑞みず々みずしい姿が、憔しよう悴すいのあまり萎しおれてはいないだろうか。

「分かった───」

　短い答えに、綾乃がほっとした表情を浮かべたときだ。迪里は隙すきをつくように、綾乃の脇わきを走り抜けた。後ろから抗議の声があがったが、足を止めるつもりはなかった。そんな気持ちがあるのなら、最初からこんな非ひ礼れいは働かない。

　東の対たいから渡わた殿どのを抜け、寝しん殿でんの簀子に上がる。下ろした御簾のむこうに真子と思しき人ひと影かげが見えた。

「女によ………」

　言いかけて迪里は、その人影が横たわっていることに気付く。

　はっきりとは見えないが、袿うちきを頭からかぶって丸くなっているようだ。

（気分が優れないというのは、本当だったのか？）

　あるいは成維とやりあったことが理由なのかもしれないが、うろたえる迪里に御簾の内から真子の声がした。

「綾乃？」

「───私です、二にの宮みやです」

　御簾のむこうで、真子が袿を払うようにして起きあがった。

　会わないと伝えたにもかかわらず、こんなところまで押しかけてきたのだから、彼女の驚きはもっともだ。

「なぜ……綾乃は？」

「彼女のせいではありません。私が無理やりここまで来ました」

　迪里は御簾にむかって語りかけた。

「一言、あなたに謝りたくて………」

　そこまで言いかけて、おのれの矛む盾じゆんに迪里は気付く。謝るつもりで来たと言いながら、相手の要求を無視して自分の希望を押し通そうとしている。謝るときに一番大切な、謙けん虚きよさと相手の立場への配はい慮りよがかけらもない。

　その事実を認識した迪里は、つづけようとしていた言葉を吞のみこんでしまう。

「謝っていただくことなどありません」

　突き放すような真子の声音に、迪里は動揺する。

「女御……」

「ですが宮様が足しげく通うことで、人々はあらぬことを噂致します。私達が潔けつ白ぱくでも世間はそうは取りますまい。それが女の身には耐たえがたいほどに恥ずかしいということを、どうぞお察しくださいませ」

　一息に語られた真子の言葉に、迪里は息を吞む。それはこれまで彼が聞いたこともないほど、よそよそしい冷たい声音だったからだ。

　衝撃と同時に、いま聞いたことを否定したいという思いがこみあげた。

　その思いが自分の感じたことに対してなのか、真子が口にした言葉に対してなのかは分からない。足元で燃え広がろうとする火を消すときのように、混乱と恐きよう怖ふに急せかされて冷静な判断ができなくなっていた。

「女御、私は──」

　叫さけびかけたとき、とつぜん目の前を影かげが過よぎった。驚きで息を吞んだ迪里の前に立ちはだかっていたのは綾乃だった。背中を御簾に触れんばかりにして、踵かかとで框かまちを踏みつけるようにして立っている。さして広くもない簀子だから、この狭せまい狭はざ間まにとっさによく滑すべりこんできたものだと、変なところで迪里は感心した。

　綾乃は下からのぞきこむようにして、迪里の目を見つめた。

「姫様の気持ちが落ちつかれてから、きちんと取り計らいます。本日のところはどうぞお気持ちをお納めください」

　いくぶん強い口調で言われ、迪里はすっと冷静になる。同時にひどく恥じ入った。自分がまるで駄だ々だをこねている子供で、乳う母ばから諫いさめられでもしたような気がしたのだ。

　謝りに来たと言いながら相手の要求を無視し、自分が安心するためだけに強引に真子に会おうとしている。自分が納なつ得とくすることしか考えていないなんて、要は駄だ々だっ子こと同じではないか。

　迪里は唇を固く結んだ。

「分かった。無理を言ってすまなかった」

　絞しぼり出すように告げると、綾乃は逆に気の毒そうに首を横に振った。

　迪里は御簾内の真子にもう一度詫びを言おうとしたが、綾乃がとにかくこの場を去るように促うながした。納得しがたい部分はあったが、ここでとやかく反論しては綾乃の立場がない。不ふ承しよう不ぶ承しようながら迪里は、綾乃の後について行った。

　東の対につながる渡殿にあがったとき、綾乃はぴたりと足を止めた。

「私はよいと思っているのです」

「？」

　迪里は訝いぶかしげに、綾乃を見つめる。それまで落ちついていた彼女だったが、少し口調を強くして語りはじめた。

「そもそも親子ほども年のちがう先せん帝てい様とご夫婦になられたことが不自然なのに、同じ年ねん齢れいの宮様と親しくなることが不ふ道どう徳とくと言われるなんて、おかしいと思います」

　いつのまにか綾乃は両の手を握りしめていた。悔くやしくてならないという感情がありありとにじみ出ている。自分が仕つかえる主人の不ふ遇ぐうに憤いきどおりを覚える、そんな乳ち姉妹きようだいの忠実さが伝わってきて、ようやく迪里は口くち許もとを緩ゆるめた。

「ああ、私もそう思う」

　綾乃はそれまで緊きん張ちようをみなぎらせていた顔を、ぱっと輝かがやかせた。口にした内容が内容だけに、叱責されることも覚かく悟ごしていたのかもしれない。

　ごまかしや取とり繕つくろいではなく、迪里も綾乃の言うとおりだと思っている。だがその理り不ふ尽じんな〝不道徳〟という言葉が、真子の心を頑かたくなにしている。

　───女の身には耐えがたいほどに恥ずかしい。

　───お察しください。

　無責任な世間の言葉に惑まどわされるなど馬ば鹿かげている。成維の叱責ごとき、ただの八つ当たりにすぎない。迪里自身はそう信じていても、同じように真子に考えろと強要することは不可能だ。人の心にだけは、誰しも命令をすることはできないのだから。

（私がこうして訪ねることは、あの人を苦しめることになっている………）

　いきついた結論に、全身の力が抜けるような気がした。

　自分の思いを貫つらぬこうとしたことが、真子を追いつめる結果になっている。

　見事なまでの独ひとり相ず撲もうというわけか。容よう赦しやない現実に迪里は、気力が萎なえるのを感じる。

「あの、それで宮様は大だい丈じよう夫ぶですか？」

　遠慮がちな綾乃の問いに、迪里は物思いから立ち返る。

「私が？」

「宮様が天てん子し様から咎められたことを右大臣様からお聞きになって、姫様はずいぶんと気に病やんでおられました」

「…………」

　思いがけない言葉に、迪里の気持ちはまた揺れ動いた。

　自身も成維の暴ぼう言げんに傷ついているだろうに、迪里の将来を心配してくれたという真子をとても愛いとしく感じた。だからこそ、自分が訪ねることが彼女にとって苦痛であるという事実に胸が痛む。

「私は、大丈夫だよ」

　迪里は答えた。しかしその口調はぎこちないものだった。

　真子の苦痛を慮おもんぱかるばかりではなく、兄あに帝みかどから叱責されたこともやはり心に残っていた。

　将来に対する不安、父帝の妃という立場への抵てい抗こう感かん。そういった常識的なものは、やはり迪里の心にもからんでいる。その自分に、世の常識と道徳を守ろうとして迪里を拒否した真子を責める資格などあろうはずがない。

「あの……本当に大丈夫ですか？」

　なおも不安げに綾乃は言う。あのぎこちない返事では、鵜う吞のみにすることはとうていできないだろう。

　迪里は綾乃を安心させるように、今度はにこやかに告げた。

「大丈夫だ。そう女御にもお伝えしてくれ」

　ようやく綾乃は胸を撫なで下ろし、すがるような表情で言った。

「宮様。どうぞ姫様を見捨てないでください」

　もとよりそんなつもりはない。成維に傷つけられながらも、迪里の心配をしてくれたという真子を見捨てることなどできるはずがない。

　だが彼女に近づくことで自分の将来のみならず、真子の名めい誉よや誇りを傷きずつけてしまうことは確かだった。

　いったいどんな手段を使って、どのような距きよ離りを保たもってそばに居たら、真子を守ることができるのだろう？　思案してもすぐに答えが出ることではなく、それでも答えを待ちつづける綾乃を慰なぐさめるようなつもりで迪里は言った。

「もちろんだ。だからそなたもなにか困ったことがあったら、すぐに私に知らせてくれ」
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　翌日の五日は端たん午ごの節せち会えである。

　四日に清せい涼りよう殿でんの庭に立てられていた輿こしからは菖しよう蒲ぶが外され、昨夜のうちに各殿でん舎しやの屋根に葺ふかれていた。そのため御ご所しよに入ると、あちこちから独特の芳ほう香こうがただよってきている。

　節会は帝みかどの出しゆつ御ぎよを受け、内裏だいりから出た武ぶ徳とく殿でんで行われることになっている。この日は参さん内だいする朝ちよう臣しん達も、各おの々おのの冠かんむりに菖蒲の葉を巻いた『菖しよう蒲ぶ蔓かずら』をつけることが昔からの慣習だった。

　蔓をつけた迪みち里さとが武徳殿にむかっていると、背後からわしゃわしゃと玉たま砂じや利りをかき分ける足音が聞こえてきた。大だい内裏だいりでずいぶん忙せわしないことだと呆あきれていると「式しき部ぶ卿きようの宮みや様！」と大声で呼び止められた。振り返ると、部下である式しき部ぶの大だい丞じようが息せき切って走ってきた。

「た、大変です！」

　それは表情を見れば分かるが、迪里は大丞が息を整えて話せるようになるのを待った。

　胸を押さえていた大丞の息いき遣づかいが少し落ちついてきたので、あらためて尋たずねる。

「なにが、大変なんだ？」

「さ、左さ大だい臣じん様が……」

　声を震わせる大丞に、迪里は首を傾かしげた。邑すみ子こと右う大だい弁べんの祖そ父ふである左大臣は、三日ほど前から体調不良を理由に出しゆつ仕しをしていない。たしか今日も来ていなかったはずだ。

「左大臣がどうかしたのか？」

「お、お亡なくなりになられました」

　迪里はすぐに信じることができなかった。四日前まであんなに元気で、風か邪ぜですらめったにひかないほど壮そう健けんな人間だったのに。

「馬ば鹿かな、いったいなぜ？」

「どうやら、赤あか疱もがさ（麻疹はしか）のようです」

「!!」

　ある意味、左大臣の死そのものより衝撃だった。なぜなら赤疱は、高熱と発ほつ疹しんを主しゆ症しよう状じようとする流行病なのだ。その広がり方は爆ばく発はつ的てきで、ひとたび流りゆう行こうすると多数の死者が出る。

　無意識のうちに身体が震えた。

「本日の節会は中止となりました。主上おかみが主たる方々に、清涼殿に至急戻るようにと仰おおせです」

　見ると武徳殿の入り口から、菖蒲蔓をつけた数名の朝臣達が出てきている。同じ連絡を受けて、あわてて戻っているところなのだろう。

「……分かった。すぐに戻る」

　狼ろう狽ばいしながらも、迪里は来た道を引き返した。

　玉砂利の上を進みながら、今後のことを思案する。

　左大臣がこんな形で亡くなり、規定でいけばその役目を担になうのは右う大だい臣じんになる。しかし成なり維すみを敬けい遠えんしている兄あに帝みかどが、彼を右腕とすることに納得するものだろうか？　もちろん邑子も黙ってはいまい。かといって彼女の弟である右大弁を取り立てることもできない。なにしろ彼はまだ十四歳である。

　いや、それよりも最大の問題は赤疱だ。

　迪里自身は子供の頃に罹かかって、幸い命拾いをしている。通常赤疱は一度罹った者は罹らない。だが大方の者はそうではない。なにしろ罹ったことで亡くなる者のほうが多い病だ。幼少すぎて記き憶おくにないが、迪里の乳う母ばと乳ち兄弟きようだいも、そのときに亡くなったと聞いている。

　六年前の咳しわぶ逆きやみの大流行を思い出し、迪里は背筋がぞくりとするのを感じた。

　清涼殿の南廂にあがると、あんのじょう朝臣達は大騒ぎをしていた。とうぜんながら喪も主しゆである右大弁は参内していない。六年前の父に次ついで祖父までも亡くした少年を、迪里は素す直なおに痛ましく思った。

「ただお亡くなりになったというだけではなく、よりによって赤疱とは………」

「他の者は大丈夫なのか？　左大臣はほんの四日前までぴんぴんして参内しておられたのだぞ」

「市し井せいのほうはどうなっておる？　流行病の気配はないのか？」

　そうだ。現状ではそれが一番の脅きよう威いだった。亡くなった左大臣には申し訳ないが、政まつりごとの空白にかんしての代わりはなんとかなる。それよりも最大の恐怖は、この病が蔓まん延えんすることなのだ。

　ふと迪里は妙みような気配を感じ、衝動的に回かい視しした先に成維の横顔を見つけた。

　せつな迪里の胸中に、彼への蛇だ蝎かつに対するような嫌けん悪おがこみあげた。

　成維の表情は一見して死者に対する哀あい悼とうの意と、今後への懸け念ねんが見て取れた。しかし歪ゆがんだ口許と昏くらく光る瞳ひとみに、おのれの幸運に浮かれる心境がはっきりと表れていた。

　そのとき妻つま戸どが開き、蔵人くろうど頭のとうが顔を見せた。

「皆様、主上がお呼びでございます」

　朝臣達はいっせいに立ちあがり、そろって東の孫まご廂びさしに移動した。彼らがみなでつけている蔓かずらと屋根に葺いた菖蒲が、あたりに強い芳香を放っている。病を癒いやして邪じや気きを払はらうとされるこの植物も、柱に吊つるした薬玉の『続しよく命めい縷る』という呼び名も、この状況では皮肉としか言いようがない。

　孫廂の前に出ると、御簾を下ろした東廂の御座所おましどころに兄帝が座っていた。脇きよう息そくにもたれた姿勢で額を押さえている。左大臣は寵ちよう愛あいする邑子の祖父であり、兄帝自身の外がい祖そ父ふでもあったのだから、失った痛手はそうとうなものだろう。

「みな、そろったか？」

　覇は気きのない声で兄帝は言った。真向かいに座った成維が、白々しく告げる。

「主上、左大臣の病は赤疱と聞き及んでおります。このうえは病が広がらぬよう、早そう急きゆうに寺社に対して祈き禱とうを御お命めいじいただきますよう、お願い申しあげます」

「………そのように致いたすつもりだ。今回の病は市井にはすでに広がっているのか？」

　誰にともなく問われた兄帝の言葉に迪里は首を傾げる。市井の状況を問うのなら民みん部ぶ省しようだろう。相手を指定しない漠ばく然ぜんとした問いかけに加え、声音がいつもと少しちがうような気がしたのだ。

「主上、お加か減げんが悪うございますか？」

　迪里が身を乗り出した瞬しゆん間かん、脇息にもたれていた兄帝の身体が大きく崩れた。

　御簾のむこうで女によう官かん達の悲鳴がいっせいにあがる。朝臣達もぎょっとした顔で御簾内を見る。よもやの懸念から迪里はさっと立ちあがった。

「主上、非常ゆえ無礼をお許しください！」

　御簾をまくりあげて御座所に入ると、そこには脇息を弾き飛ばし、繧うん繝げん縁べりの厚あつ畳だたみに倒れこんだ兄帝の姿があった。

「し、式部卿宮様！」

「主上！」

　女官達の声も気にせず近づいたのは、自分であれば安全だという自信があったからだ。

　もし、この想像が当たっていたら───。

　迪里は膝をついて、荒い息を吐く兄帝を凝ぎよう視しした。薄暗い御座所でなんとか確認した首筋から耳の後ろにかけて、赤い発疹が散らばっているのを見て戦せん慄りつした。

「み、宮様？」

「来るな！」

　近づこうとした女官を、迪里は一いつ喝かつする。

　日頃は声を荒らげることのない物静かな親しん王のうの態度に、女官がびくりと身を震わせる。かまわず迪里はあたりに聞こえるような声で叫んだ。

「侍じ医いを呼べ、赤疱だ！」
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　祖父の死につづいて、夫である帝みかどの発病を知った弘こ徽き殿でんの女によう御ごがひどく錯さく乱らんしている。自分が帝の看病をすると言って聞かない彼女を、うつりでもしたら大変だからと、周りの女によう房ぼう達が説得してようやくなだめたということだった。

「信じられぬ、あれほどお元気であらせられたのに」

「女によう官かん達の話では、昨夜は節せち会えの話を楽しげにしておられたというぞ」

「なにしろ今朝まで侍じ医い達も気づかぬほど、健すこやかであらせられたのだから」

　朝ちよう臣しん達は口々に語るが、侍医といっても普段は離れたところから顔がん貌ぼうをうかがうしかできないのだから、細かい変化に気付けるはずがない。まして二十一歳の青年であれば、多少の体調不良は押して政務に勤いそしもうとするだろう。

「ですが主上おかみの若さであれば、回復は十分期待できるものと存じます」

　迪みち里さとの言葉に殿てん上じようの間まに居合わせた者達がいちようにうなずく。亡くなった左さ大だい臣じんは壮そう健けんとはいえ六十を超していた。しかし兄あに帝みかどの年齢を考えれば、体力そのものにずいぶんと差があるだろう。

　ひとしきり帝のことを話したあと、朝臣達の関心は今後の流行のほうに移った。

「いまのところ京の町での大きな被ひ害がいは聞いておらぬが、祈き禱とうももっと熱心にさせねばならぬのう」

「看病の女官達に、病がうつらぬようにせねば。そこから市し井せいに広がる危険がある」

「御ご所しよから病が出たなどと噂されては、われらの面めん目ぼくが立たぬ」

「その点は医師達がきちんと取り計らっておろう」

　疫えき病びようの原因としては祟たたりか、あるいは疫えき神じんが疫えき気きを四散させることが主なものとしてあげられる。しかし病に罹かかった者に近づけば、それがうつるという認識は人々の間で自然と芽生えていた。

　ちなみに生まれたばかりの東とう宮ぐうにかんしては、生後数か月の間はどの赤あか子ごも病には感かん染せんしにくいという典薬寮くすりのつかさの博はく士しの話で、ひとまず胸を撫なで下ろしたところだった。

　不幸中の幸いとはまさにこのことだろう。赤子の月げつ齢れいがもう少し過ぎていたら危なかったというのだから。

「それにしても………」

　ぼそりとつぶやいたのは成なり維すみだった。

「時期的に、主上の病は左大臣からうつされたと考えるべきでしょうか」

　その言葉にあたりの空気が強こわ張ばった。

　確かに御ご所しよの中で他に発病している者がいないのなら、真実はなんであれそのように考えても不思議ではなかった。しかしどう考えても不ふ可か抗こう力りよくだし、亡くなった人間に対してその言い方はどうなのかと迪里は反発した。

「ところで式しき部ぶ卿きようの宮みや、お身体の具合は大丈夫ですか？」

　とつぜん成維から話を振られて、迪里はきょとんとする。いま頭の中で毒づいていたばかりなので、心を読まれでもしたのかと思った。

「いえ、私は特に………」

「さようでございますか。先ほど主上をお助けなされたので、心配になりまして」

　成維は言葉を濁にごしたが、なるほどと迪里は納得した。つまり間近に接したことで兄帝の病がうつっていないかを気にしているのだ。

　意図を察さつしたのか、両隣の公く卿ぎよう達がびくりと身をそらす。迪里に兄帝の病がうつっているのなら、そのまま彼らに広がる可能性もある。

「大丈夫です。私はほんの幼少の頃に、赤疱に罹って命拾いをしておりますから」

「おお、それは頼もしい」

　成維は目を輝かせた。

「この状況で宮様のようなお若い方から、病に罹らぬという言げん質ちが取れることはなんとも心強い。頼りにしておりますぞ」

「……はあ」

　やけに大おお袈げ裟さな物言いに迪里は首を傾げる。病が収まらぬ間、兄帝に近づかなければならない仕事は全部押しつけるつもりなのかもしれない。

　帝のそばに寄れる人間は身分がかぎられている。だからこそ六位の侍医は、日頃は離れた位置からしか顔貌をうかがうことができないのだ。

　兄帝に近づける身分の人間で、病に罹る危険性がない迪里がいることは安心材料になるのだろう。相手が成維なので釈しやく然ぜんとしないが、人々の安全を考えればしかたがない。

　いっぽう両隣の公卿達はほっと胸を撫で下ろしていた。発病した兄帝に近づいた迪里が次いで発病したとしたら、横に座っていた彼らも気が気ではなかったのかもしれない。

　とはいえ罹らないから、病の媒ばい体たいにならないという証明はされていない。迪里は疫気を浴びてももはや発病しないが、その疫気が誰かにうつってその者が発病することがないとは言い切れない。

　そこで迪里ははっとする。

　───すみません、姫様はご気分が優すぐれないようなのです。

　綾あや乃のの言葉と同時に、御簾の奥で横たわっていた真さな子この姿がよみがえる。聞いたときは成維に責められて、ふさいでいるものと思いこんでいた。しかし真子はさいさん迪里の訪問を受けているし、直前には成維も彼女を訪ねている。よしんば二人の訪問が関係なかったとしても、いつなんどき罹るか分からないのが疫病だ。

「あの、少し気になることが………」

　言いながら迪里は腰をすでに浮かしていた。朝臣達の非ひ難なんの目が集中する。帝の一大事にとつぜん、しかもろくに理由も言わずに退出しようとしているのだから、あたりまえの反応だった。

「いかがなさいましたか？」

　公卿の一人が、少々刺とげ々とげしい声で問う。

　とうぜん迪里のほうにも罪悪感があるので、ひるみかける。

「よいではありませんか」

　横合いからあがった、なだめるような声は成維のものだった。

　意外すぎる人物の仲ちゆう裁さいに、迪里は目を円まるくする。

「よいではありませんか。ここで全員が一緒に疲ひ弊へいしてしまっては、共とも倒だおれになりかねないのですから」

　病の蔓延を示し唆さするような発言に、朝臣達は青ざめた。

　いっぽう迪里は、成維の言葉をどう受けとめてよいのか分からず、困惑した面おも持もちで彼を見つめる。すると時を同じくして、こちらに顔を巡めぐらせた成維と視線がぶつかった。

　その瞬間、成維は口許を歪ゆがめるような笑みを浮かべた。

　思わず身構えた迪里の前で、成維は朝臣達に、彼らの顔を見渡すようにして告げた。

「式部卿宮様には、いざとなったときにおおいに尽じん力りよくしていただきましょう」
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　迪みち里さとを追い返してから、真さな子この不調はさらにひどくなっていた。やたら喉のどが渇かわき、咳せきやくしゃみが収まらない。そのうち次第に身体からだが熱くなり、どうやら熱を出しているらしいことを夕方になって自覚した。

　そして一晩経たっても、体調は変わらなかった。それどころか、むしろ熱はあがっているようにさえ感じる。

（夏なつ風か邪ぜかしら……治りにくいと言うもの）

　袿うちきを一枚かけているが、暑いような寒いような自分でもよく分からない感覚だ。咳を繰り返しているからなのか喉の痛みが強くなり、喋しやべるのも億おつ劫くうになる。こうなったらひたすら横になって、症状が治まるのを待つしかできない。

「祈き禱とうをお願いしましょうか？」

　枕元で尋ねる綾あや乃のに真子は力無く微笑ほほえんだ。

「いいわよ、ただの風邪でしょうから。それよりもうつったら大変だから、あなたは室へやを出なさい」

「え～～、大だい丈じよう夫ぶですよ！」

　もうぜんと綾乃は反論するが、真子は少し強く言って乳ち姉妹きようだいを追い払った。気持ちはありがたいが、ここで共倒れでもしたらにっちもさっちもいかなくなる。どうやらこの風邪はそうとう悪あく質しつのようだ。

（もしかして、ばちが当たったのかしら………）

　昨日の迪里に対する自分のつっけんどんな態度を思い出し、真子は悄しよう然ぜんとする。

　迪里がずいぶんと傷きずついていたようだと、後から綾乃に聞かされて真子はかなり後こう悔かいした。同じことを言うにしても、もう少し相手を傷つけない話し方はあっただろうに。これまであれだけ親身になってくれた人なのだから、もっとこちらの意図を丁てい寧ねいに説明すればよかった。

（もう、いらっしゃらないわよね………）

　もとよりそのつもりで、あのようにきついことを言ったのだ。

　だから会いたいわけではない。ただ、一言謝れないものかと思うだけだ。

「馬ば鹿かじゃないの………」

　いきついた自分の考えに、かすれるような声が漏もれた。

　双そう方ほうの立場を考えれば、もう会わないほうがよいに決まっている。二度と会うつもりがない相手に嫌われようと誤解を受けようと、どうでもよいことではないか。

　確かに迪里は傷ついたかもしれないが、時間が経たてばきっと忘れてしまうだろう。

　親しん王のうである迪里が御ご所しよで足場を固めるには、頼りになる外がい戚せきを持つことがなによりの早道だ。彼は今後しかるべき北の方を迎えるだろう。そうなったらたかが幼おさな馴な染じみの娘の心無い言葉など忘れてしまうに決まっている。だから気にすることなどない。下へ手たに謝罪の文ふみを出したりしたら、かえって思い出させて迷めい惑わくになる。

「熱い……」

　いろいろ考えているうちに熱があがってきたのか、頭がおぼろげになってきた。冷静に物事が考えられない。諦あきらめて真子は袿を頭からかぶった。水が飲みたかったが、枕元の水差しに手を伸ばすことすら億劫だった。

「綾………」

　呼びかけて、先ほど自分が出て行かせたばかりであったことを思い出す。そんなことも忘れてしまうほど思考が散さん漫まんになっている。彼女に風邪がうつることを心配して室から出したのに、たかが水差しをひとつ取るだけで呼びつけては意味がない。渋しぶ々しぶ自力で起きあがろうとした真子だったが、思いがけず身体が重いことに気付く。

「なに、これ？」

　よほど熱があがっているのだろうか？　なんとか手を伸ばして水を飲んだが、そのあとは倒れるようにして横たわった。

「なんだろう、やっぱりばちが当たったのかしら………」

　ならばしかたがないと自じ嘲ちよう的てきに思う。

　諦めてそのまま目をつむると、意識がすっと沈む。だが深い眠りに落ちたのかというとちがっていて、起きているのに意識が鮮明ではないと言ったほうが近かった。舟をこぐようにうつらうつらとし、がくんと落ちるとその衝撃で意識が戻る。なんとも気持ちが悪い眠りを繰り返し、何度目かに目覚めたあと、痛いほどの喉の渇きを覚えた。そこで水差しに伸ばそうとした手が目に入り、その瞬間だけ熱が引いたようにぞくりとした。

「噓うそ……」

　それきり言葉が出ないのが、熱のためなのか恐怖のためなのか分からなかった。

　汗ばんだ手の甲こうを埋うめ尽つくすように、赤い発ほつ疹しんが現れていた。見たこともない症状だったが、すぐにある病の名が思い浮かぶ。

「………腕わん豆ず瘡かさ（天てん然ねん痘とう）？」

　つぶやいたきり、喉にからみついたように後の言葉が出なくなる。

　まだ罹り患かん者しやを目にしたことがないその病は、高い確率で死亡し、幸いにして生き残っても醜みにくい痘痕あばたが残ってしまうという。話に聞いただけでもぞっとする恐ろしい病だ。

　そしてその症状は高熱にはじまり、全身に疱ほう疹しんが現れると聞いている。

「う、そ……」

　気を失いそうな恐怖が、皮肉なことに朦もう朧ろうとしていた意識を鮮明にさせる。

　しかし冷静な判断は、とうていできなかった。

「あ、綾……」

　喉にからみつく声を辛かろうじて引き出し、簀すの子こを見る。だが恐怖で混乱していた頭に、すっと冷静さがよみがえった。

　───呼んだりすれば、綾乃にうつしてしまう。

　真子は息を詰めるようにして、言葉を吞のみこんだ。

　落ちつけ、落ちつけと言い聞かせるが、混乱のあまりなかなか考えがまとまらない。人を近づけてはいけないということだけは分かるが、他になにをどうしたらよいのか。せめて御簾のむこうに綾乃が来てくれないだろうか。このままでは祈禱を頼むことすらできないではないか。

　とつぜん穴が開いたように、ある考えが内からにじみ出る。

（私、死ぬの？）

　次の瞬間、まるで発ほつ作さでも起きたように真子は身体を起こした。しかし力が入らず、すぐにその場に崩れてしまう。

「……や、いや」

　がたがたと身体が震えてきた。床ゆかを這はいずるようにして簀子にむかって進むが、途中で理性に引きずり戻されるように動きを止める。

　だめだ、御簾のむこうに出てはいけない。彼らにうつす可能性があることは、すべて避さけなくてはならない。そのうち綾乃がようすを見に来るだろうから、そのとき彼女が御簾内に入る前に注意をしよう。

　いくらか冷静さを取り戻して寝しん所じよに戻ろうとした真子だったが、力尽きたようになって身体が動かない。ひんやりした床に横たわったまま、無情に時間が過ぎてゆく。板場に横たわっていることも辛いが、それよりも喉の渇きが耐えられなくなってきた。水差しは枕元に置いたままで、ここから手が伸ばせる位置ではない。

（どうして、こんなところまで這い出てきてしまったのかしら）

　おのれの迂う闊かつさを詰なじりながら、真子は恨うらめしげに水差しを見る。身動きが取れないままうずくまっていると、ふたたび頭が朦朧としてきた。

　───本当にこのまま死んでしまうのかもしれない。

　今度はさほど恐怖でもなく、ぼんやりと思った。意識がそれだけはっきりしていなかったからかもしれない。

（………二にの宮みや様）

　ふっと思い浮かんだ迪里の姿は、記憶に残る鬟みずら髪がみではなく、先日はじめて目にした美しい公きん達だちとなった彼であった。

　裳も着ぎを済ませてからは夫であった帝をのぞいて、御み簾すを隔へだてずに男性と会ったことなどなかった。あんなに綺き麗れいな殿との方がたがよくぞこの世にいらっしゃったものだと、彼が帰ってからもつくづく感心していた。

（もう一度、お逢あいしたかったな………）

　見み栄えも衒てらいもなく本心で思ったとき、ばさりと御簾の落ちる音がした。

　真子は強引に現実に引き戻される。

「……綾乃、入ったらだめよ」

　強い口調で言ったつもりだったが、実際にはかすれるような声でしかなかった。せわしい足音とともに、床に投げ出した手にすっと影がさしかかる。

「綾乃、だめよ」

　もう一度真子が繰り返したとき、背中に手を回されて抱き起こされた。大きく瞬まばたきをして見ると、なんと迪里がこちらをのぞきこんでいた。

「………み」

「宮様、入ってもよろしいですか？」

　御簾のむこうから、綾乃のおびえた声がする。口を開こうとした真子より先に、迪里はきっぱりと告つげる。

「だめだ、他の者にも近づかないように伝えるんだ」
















　そこで迪里は一度言葉を切り、あらためて言った。

「思ったとおりだった。女によう御ごは赤あか疱もがさだ」

　おぼろげな思考の中でも、真子は驚く。

「御所でも赤疱が発はつ生せいしたのです。それで気になって───」

　迪里がなにやら説明をしている。では自分は腕豆瘡ではなく、赤疱なのか？

　しかしいずれにしろ、危険な病にはちがいなかった。真子はだらりと下げていた腕を動かし、迪里の身体を押し返そうとした。

「……だめです、近寄らないで。うつります」

「私は大丈夫です」

　あまりにも断固として言われ、真子は耳を疑う。熱のせいで聞きちがえたのかと思っていると、ふたたび綾乃が声をあげる。

「姫様、宮様はご幼少のみぎりに赤疱に罹っておられるそうです。ですからうつる心配はないと仰おおせです」

　綾乃の説明に、真子は熱でうるんだ目を見開く。

「本当に？」

「ええ、あなたにお会いする前の話です」

　安あん堵どから真子は表情をほころばせた。

「よかったわ」

「ええ、だから安心───」

「もう、お逢いできないかと思っておりました」

　迪里は目を瞬まばたかせ、驚いたように真子を見つめる。しかし熱にうかされた真子は会話のちぐはぐさには気付かなかったし、まして理性で言葉を留とどめるなどできなくなっていた。

「この間は、ごめんなさい」

　しばし呆然と真子を見つめていた迪里の目が、すっと和やわらぐ。

　それだけで真子は気持ちが安らぎ、苦しいながらも微笑みを浮かべる。すると迪里も安心させるように、自分の腕の中の真子に笑いかける。

「大丈夫。あなたは若いのだから、赤疱にでも勝てます」

　諭さとすように言われた言葉に、真子はうなずいた。もっともそれはあまりにもひ弱で、はた目には首を揺らしたようにしか映らなかった。

　迪里はそっと眉を寄せ、耳元に顔を近づけるようにしてささやいた。

「お休みになられたほうがいい」

　真子が返事をする前に、迪里はひょいと彼女の身体を抱かかえあげた。

　ゆらゆらと波間をたゆたうような心地ここちに、苦しい中にも安らぎを覚える。そのまま寝所に下ろされ、ふわりと袿をかぶせられる。

　身体と衣きぬの間に入った空気が心地よい。人から寝しん具ぐをかけてもらうときって、どうしてこんなに安らぐのだろうと思った。

「女御、水を……」

　迪里が呼びかけたが、もはやうとうととしはじめていた真子は返事をすることすらままならなかった。それでも喉の渇きだけは、苦しいほどに切せつ羽ぱ詰つまっていた。

「………ちょう、だい」

　かすれるような声で答えると、少しの間があった。

　とつぜん唇くちびるに柔やわらかいものが触れ、口こう腔くうに冷たい液体がそそがれた。反射的に飲み下すと、乾いた砂が水を吸うように喉が瞬く間に潤うるおってゆく。

「おいしい……」

　ため息のように言葉を漏らし、うっすらと目を開ける。手を動かしただけで触れられそうな距離で、こちらをのぞきこむ迪里の顔があった。

　真子はとても安心した心地になり、ふたたび目をつむると今度こそ深い眠りに落ちた。
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　それから三日間、真さな子こは高熱にうなされつづけた。しかし四日目には噓のように解げ熱ねつし、全身に広がっていた発ほつ疹しんもほとんど引いていた。手の甲から手首にかけて瘡かさ蓋ぶたと茶色い斑はん点てんのようなものが残っていたが、不安を抱く真子を元気づけるように迪みち里さとは言った。

「数日したら瘡は落ちて元に戻りますから、心配召めされませぬよう」

　寝所に横たわっていた真子は、几き帳ちよう越ごしに差し出していた右手を引っこめた。

「ありがとうございます。生命が助かっただけでも感謝すべきところですが、お話を聞いてほっとしました」

　迪里は笑い声をあげた。帳とばりの間から、白の直衣のうしの裾すそが見え隠れしている。裏にあわせているのは芽ぐむような萌あ葱を色いろで、卯うの花はなを表した重ねである。

　几帳は熱が下がったことを理由に、今朝用意されたものだった。

　熱にうなされていた真子の世話をしてくれたのは迪里だった。綾あや乃のと他の家け人にんは赤あか疱もがさに罹かかったことがなかったので、迪里の命令で室へやに近づけなかったのだそうだ。その間はさすがに隔てる物は取り払われていたが、こうして快かい癒ゆを得たからには、そのままというわけにはいかなかった。

　しかし本音を言えば、真子はいまさら感がぬぐえずにいた。

　熱を出している間は記憶がおぼろだが、汗だくで発疹だらけの顔も見られているにちがいない。そんな顔をすでにさらしてしまっているのに、いまさら姿を隠すための几帳などいかがなものなのか。

（しかも、いつのまにか元の莢さやに収まっているし………）

　一度はあんなきついことを言って追い払ってしまったのに、まるで無かったことのように普通に話している。病やみあがりということで気を使ってくれているのだろうが、あの発言に対して迪里から責めるような言葉はひとつもない。

「それにしても、家人達に病がうつらなくてよかったですね」

　しみじみと迪里が言った。真子は物思いから立ち返った。

　まさしくそれは不幸中の幸いだった。いまのところ彼らに発病する気配はない。罹り患かんしたりしたら、綾乃はまだしも年配の下げ男なんなどは命取りになりかねなかった。

「本当に、それが救いでしたわ」

「ですが市し井せいでは、多くはありませんがぽつぽつと罹患者が見られているようです。市いちに買い物に行くときなどは、十分に注意するよう伝えておいてください」

「それならば、しばらくは私が市に行きますわ」

「……………」

「この病が回復したら、もう私は赤疱に罹る心配がなくなるのでしょう？」

　明るく真子は言ったが、もちろん市に出かけるなど女によう御ごの身分ではあるまじき行為である。あんのじょう迪里はしばらく沈黙したが、やがて笑いながら言った。

「そうですね。ですがもうしばらく大人しくなさっておられたほうがよいでしょう。必要なものがあれば、こちらで用意してさしあげますよ」

「そんな。これほど世話になっておきながら、お使いまでお願いするなんて申し訳ありませんわ」

　とんでもないとばかりに声を大きくした真子だったが、迪里はどうということもないように笑い飛ばす。

「いえいえ、本当に。なにか欲しいものはございませんか？　見舞いのつもりでおりますから、いまならどんな我わが儘ままでも聞いてさしあげますよ」

　その言葉に、真子の胸はじわっと温かくなる。

　本当にこの人はなぜ、こんなに優しいことを言ってくれるのだろう。病に倒れる前にあれだけ厳しい言葉で拒きよ絶ぜつしたというのに。

（そうだったわ───）

　真子は思い直す。なぜ、ではない。この人はいつもそうだった。はじめて会ったあの日も、迪里が笛を聴きかせてくれたおかげで寂さびしさが噓のように和やわらいだのだ。

　乳う母ばも綾乃もいない中、やたら躾しつけに厳しい女によう房ぼう達に囲まれた御ご所しよは、真子にとって修行のための寺と同じようなものだった。

　そんな中、はじめて出会った心を許せる相手だった。

　それからも裳も着ぎを迎える前日まで、二人で毎日のように遊んでいた。それはあの孤こ独どくな御所で、どれだけ真子の心を慰なぐさめてくれたことだろう。

「いかがですか。椿つばき餅もちとか粉ふ熟ずくとか、あなたは甘あまいものがお好きだったでしょう」

　まるで子供に対するように迪里は言う。

　真子は自分の胸のうちに、じわじわと燻くすぶりつづける熾おき火びのようなものがあるのを感じていた。それは少し風が吹けば、あるいは枯かれ葉は一枚が降りかかれば、あっという間に燃え広がってもおかしくない危険な存在だった。

「………笛を」

「え？」

「私、久しぶりに宮様の笛が聴きとうございます」

　よほど意外な言葉だったのだろう。几帳のむこうで迪里は無言になった。

　心の中にある熾火が、風にあおられて一いつ瞬しゆん大きくなって火の粉を散らした。

　深い意味などない。そんなふうにごまかすことができる頼みなのに、真子はどぎまぎしながら彼の答えを待った。

「喜んで」

　迪里は言った。真子は自分が喜んでいるのか、おびえているのか分からなくなる。

「ですが、今日は笛を持ちあわせておりません。次におうかがいしたときに、ぜひ」

　次回の訪問を取りつけようとする言葉に、真子は頰を打たれたような気がした。

（私ったら………）

　なにを夢のようなことを考えているのだ。病が癒いえたからといって、自分達の状況が変わったわけでもない。自分は先せん帝ていの妃きさきで、迪里は義ぎ理りの息子むすこのままだ。それなのにすっかり忘れてしまったようにふるまっていた。

　うっすらと口を開いたまま、真子は拒絶の言葉を探す。

　告つげなければ。戯たわむれを言ってしまって申し訳ない。

　もう二度とお出いでくださるなと───。

「………その」

　しぼり出すように声を漏もらしたときだった。

　薄暗かった視界が急に眩まぶしくなり、真子は思わず目をすがめる。気が付いたら几帳が脇に押しやられており、枕元に迪里の姿があった。

「宮さ………」

　言い終わらないうちに、迪里は無言で真子の上におおいかぶさった。

　なにが起こったのか、とっさには分からなかった。真子は目を円まるくして、真上からむきあうようにして自分を見下ろす迪里の顔を見上げた。

　異性とこんなに間近に接したことなど、これまで一度もない。本能的なおびえから身をよじろうとするが、動かした肩を押さえつけられる。

「この三日間。あなたがはかなくなってしまうのではと、何度も不安になりました」

　迪里の真しん摯しな声こわ音ねに、真子はびくりと身を震わせた。

「おかげで決意が固まりました。あなたを失うより怖いものなど、私にはない」

　身体の上にあった空気に圧あつが生しようじ、肩のあたりに重みを感じた。

　恐怖にも近い衝動から、真子は反射的に目を閉じる。そのまま食らいつくような勢いで唇を塞ふさがれた。

　なにかに救いを求めるような気持ちで、真子は身体にかけていた袿うちきを握りしめる。身も心も吞みこまれてしまいそうな恐怖に、衣を握りしめることで懸けん命めいに堪こらえようとする。

　やがて唇が離れ、真子は混乱したまま目を開ける。少しだけ距離を取って、迪里がこちらを見下ろしていた。

　息を詰めて自分を見上げる真子に、迪里はまるで怒おこっているかのような声音で告げた。

「私はあなたを愛しています」

　その言葉を心のどこかで望んでいたことを、真子は自覚せざるをえなかった。

　そうでなければ戸と惑まどいながらでも、これほどに喜びを覚えるはずがない。

　いけない、よくないという紛まぎれもない事実で打ち消そうとしても、嬉うれしいという気持ちは湧わき水みずのようにとめどなく溢あふれてくる。

　それでも必死の思いで、真子は踏みとどまろうとした。

　あるいは自分の誇りの問題だけであれば、流されてしまっていたかもしれない。

　しかし問題はそれだけではない。この気持ちに従ってしまえば、迪里の将来を閉とざすことになってしまう。

「………許されないことです」

　声を震わせながら真子は告げた。

「誰に許しを請こう必要があるのです」

　きっぱりとした口調で返され、真子は言葉を詰まらせる。

　誰に咎とがめられたところで、なにを気にする必要があるというのだ。世間が自分になにをしてくれるわけでもなし、ここで踏みとどまったからと言って、誰かが自分を守ってくれるわけでもない。

　確かに真子はそれですむ。しかし迪里はちがう。

　現に彼は異い母ぼ兄けいである帝みかどから、真子との関係を咎められたというではないか。

「私よりも宮様が咎められます。主上おかみはけしてお許しにならないでしょう」

　真実をついたにもかかわらず、迪里は表情を変えなかった。

　彼はまったく動じたようすも見せず、淡たん々たんと述のべた。

「確かに私があなたを妃に迎えたいと言っても、主上はお許しにならないでしょう。それどころか烈れつ火かのごとくお怒りになるかもしれません」

「それがお分かりでしたら───」

「ですがそうであれば、私は妃など生しよう涯がいいりません」

　咎めようとする真子の言葉を、迪里はぴしゃりとさえぎった。

　口調にも、言葉そのものにも気け圧おされたようになる真子の目を、迪里はまるで射いるように見下ろした。




「どうぞ私の、生涯ただ一人の恋人になってください」




　真子は瞬きもしないまま、迪里を凝ぎよう視しした。

　愛していると告げられたときは、不安と喜びを同時に覚えたが驚かなかった。

　だがいまの言葉には、驚きよう愕がく以外の感情が浮かんでこなかった。

　───妃などいらない。生涯ただ一人の恋人になってくれ。

　一いつ拍ぱく置いて、その言葉が身に染しみた。

　清水のように誠実で、炎ほのおのように激しい言葉に、真子の心は喜びに震える。

　迪里の真実が目に見えるように伝わる。

　もしかしたら許されることなのだろうか？　結婚という形は取れなくとも、いや逆に取らないからこそ、なにものからも束そく縛ばくされない恋人の関係が築けるのだろうか？　しょせん山やま吹ぶきの花だと思っていた人生にも、実を結ぶことができるのだろうか？

　それまで霧きりが立ちこめていた世界に、一筋の光を見たような気がした。

　迪里は不安と強気を入り交まじえた不思議な眼まな差ざしで、真子を見下ろしている。

　やがて、とても温かい涙がつーっと真子の頰を伝った。

「……宮様」

　かすれるような声で呼びかけたときだった。

　御簾のむこうで、尋じん常じようではないほど騒そう々ぞうしい足音が響く。はっとわれに返った二人の耳に、迪里の従者の悲鳴が聞こえた。

「宮様！　帝が、帝がご崩ほう御ぎよあそばされたそうです」
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　帝みかどの崩ほう御ぎよを受けて、御ご所しよはその日から喪もに服した。

　内裏だいりの簾すだれはすべて下ろされ、あらゆる音おん響きようは、時刻を知らせる鐘かねも含めていっさい鳴らすことを禁じられた。参さん内だいした朝ちよう臣しん達は、みな橡つるばみの袍ほうを着用して冠かんむりの纓えいを巻いている。これから数日の殯もがりの期間を経へて、御ご遺い体たいは葬ほうむられることになるのだった。

　殿てん上じようの間まで葬そう儀ぎの段取りについて話し終わったあと、参議の一人が遠えん慮りよがちに言った。

「実は昨日、弘こ徽き殿でんの女によう御ごから呼ばれまして───」

　その言葉で迪みち里さとは、発言者が亡なき左さ大だい臣じんの側そつ近きんであることに気付いた。

　弟の右う大だい弁べんが若じやく輩はいであるうえ祖父の喪により出しゆつ仕しができない現状では、邑すみ子こにとって、彼が頼りとする存在なのだろう。

「東とう宮ぐう様が剣けん璽じを承しよう継けいされる儀ぎ式しきはどのようになっているのかと、お尋たずねになられました」

　参議の問いに、朝臣達は気まずげな表情をする。

　剣璽とは、皇こう位い継けい承しようの証あかしでもある三種の神じん器ぎのうち『草くさ薙なぎの剣つるぎ』と『八や坂さか瓊にの勾まが玉たま』を指す言葉だ。これらの神器を受け継ぐことを『剣けん璽じ渡と御ぎよの儀ぎ』と呼び、帝てい位いの証とされる。

　要するに息子むすこの践せん祚その式はどうなっているのかと訊きいているのだ。

　践祚とは帝の位を受け継ぐための儀式で、通常は先せん帝ていの死去、あるいは譲じよう位いの直後に行われる。これに対して即そく位いの式は、さらに期間を経へてからあらためて執とり行おこなわれる。

　月げつ齢れいの赤あか子ごを帝位に即つけることなど前ぜん代だい未み聞もんではあるが、れっきとした東宮がいるのだから剣璽渡御を遅らせる理由もない。問題は幼少の東宮につく摂せつ政しように、適した人間がいないことだった。

（右う大だい臣じんしかいないのだろうが、女御が許すはずもない………）

　仮にいたとしても、自分以外の人間が摂政位に就つくことを成なり維すみが認めるはずがない。

　そして左大臣亡きいま、朝臣の筆ひつ頭とうとなった成維の意向に逆らえる者はいない。

　兄あに帝みかどが亡くなって数日の間、東宮の剣璽渡御について誰もなにも言わなかったのは、成維に対する遠えん慮りよがあったからだろう。

「いや、しかし未いまだ世間の動どう揺ようも収まらぬところですし………」

「市し井せいでも赤あか疱もがさの患かん者じやがぽつぽつ出ておるという話ですから」

　理由にもならぬことを挙あげながら、朝臣達は問題を先送りにしようとする。

　迪里は内心でため息をついた。

　東宮の践祚を混乱なく成なし遂とげたければ、成維の摂政就任を認めるしかない。そのあたりは邑子も観かん念ねんしなければ、事態は動かないだろう。気の毒だが祖父が生きていたときとは状況がちがうのだと、彼女も悟さとるべきだ。

　ぐずぐずと話しつづける朝臣達から目をそらし、何げなく迪里は顔をあげる。

　せつな、彼は息を吞のんだ。

　殿上の間の簀すの子こ側に座っていた迪里は、むかいの壁にある『櫛くし形がた窓まど』からのぞく目と出合い頭のように視線をぶつけてしまう。

（弘徽殿女御───）

　本能的に確信した。櫛形窓とは、帝や女によう官かんが『殿上の間』をのぞき見るために設もうけられた櫺れん子じ窓まどのことである。

　息を詰めたまま、気づかぬふりをしてゆっくりと視線をそらす。狼おおかみや熊くまに遭そう遇ぐうしたときのような気持ちだった。なんとかやり過ごしてから、だらだらと語りつづける朝臣達をよそに迪里はゆっくりと息を吐いた。

　いい加減にして欲しいと心から思った。

　迪里とて成維のことは嫌いだが、他に人がいないのだからしかたがない。邑子も皇こう太たい后ごうとなるのだから割り切った判断をすればよいのにと、もともと好意を持っていない二人の権勢争いに冷ややかな感情しか出てこない。

（これでは兄上も御み心こころが乱されて、成じよう仏ぶつの妨さまたげになりはしないか………）

　わずか二十一歳で亡くなった兄の無念を思うとやるせないが、残された者が唯一できることは、彼の冥めい福ふくを祈ることなのに。

　苦々しく考えたとき、妻つま戸どのむこうに女によう房ぼうが姿を見せた。

　朝臣達の視線を受けて、彼女は淡たん々たんと述のべる。

「女御様がご臨りん席せきなさりたいと仰おおせです」

　全員がぎょっとしたが、ためらうこともなく蝙かわ蝠ほりで顔をかざした邑子が姿を現した。夫と祖父の喪に服した小こ袿うちぎは、ほぼ黒に近い濃こい鈍にび色いろである。他の女御達はすでに御所を退出しているが、彼女は東宮の母親ということもあり残っているのだった。

　入り口に立ちふさがり殿てん上じよう人びと達を見下ろす邑子は、この場から逃げることを許さないという牢ろう番ばんのように見える。高貴な女によ人にんらしからぬ大だい胆たんなふるまいは、今日のうちに息子の践祚を決めてしまいたいという決意の表れなのだろう。

（面めん倒どうなことを………）

　成維と邑子の争いは自分には関係がない。一刻も早く、この場から立ち去ってしまいたいと思った。

　兄帝の崩御が知らされたとき、一も二もなく御所に駆かけつけた。そのため恋人になって欲しいという自分の願いへの、真さな子この返事を聞くことができないままだったのだ。

　葬そう儀ぎの段取りはすでに決まったのだから自分がここにいる必要はないのだろうが、さすがに一人逃げ出すわけにはいかなかった。

「どうぞご遠慮なくおつづけください」

　邑子の女房が促うながすが、朝臣達の口はかえって重くなる。

　そんな重苦しい空気の中、とうとつに成維が口を開いた。

「さようでございますか。それはちょうどよろしゅうございました」

　当事者でもある人物の発言に、朝臣達だけではなく邑子も身を硬かたくした。迪里はもちろん、みなの視線が成維に集中する。

「生後間もない東宮様に帝位に即いていただくからには、われら臣しん下かがしっかりとお支えしてさしあげることがとうぜん必要でしょう」

　もったいつけた言い回しに、朝臣達はうなずきあう。そのあとに自分の摂政就任を持ち出してくるであろうことは最初から想像できた。実際彼に任せるしかないのだから、あとは邑子がどう出るかの問題だった。

　みなの思おも惑わくを他よ所そに、成維は話をつづける。

「しかし経験豊富な左大臣が亡くなられたとあっては、中心となる頼りにすべき人材がないことも残念ながら事実です」

　迪里だけではなく朝臣達も訝いぶかしげな顔をする。自分が摂政になることを切り出すつもりであれば、謙けん遜そんだとしてもこの場でふさわしい言葉とは思えない。

　不ふ審しんげな眼まな差ざしの中、わが意を得たりとばかりに邑子が声をあげた。

「まことに。祖父が健在であれば、東宮が赤子でもなんの不安もなかったでしょうに」

　ある意味、この場にいる朝臣達を否定する発言でもある。

　成維の反応が気になり視線を動かした迪里だったが、次の瞬しゆん間かん冷や水を浴びせられたような気持ちになった。

　成維はまるで意い趣しゆ返がえしでもするような表情をしていたのだ。

「さようでございます。まして疫えき神じんが暴れようとしているこの不ふ穏おんな状況で、左大臣の尽じん力りよくもなしに、袴はかま着ぎすら迎えておらぬ幼おさな子ごに登とう極きよくいただくことはいたわしすぎましょう」

　殿上の間が水を打ったように静まり返った。

　そういうことかと、迪里は納なつ得とくした。表向きは幼少であることを理由に、政敵側の東宮の登極を、ここぞとばかりに阻そ止ししようという魂こん胆たんなのだ。邑子が摂政としての成維を拒きよ否ひしている状況を逆手に取ったというべきか。

　邑子の蝙蝠を持つ手が震えた。たられば論だが、邑子が妥だ協きようして成維を摂政に推すい薦せんしていれば、こんなしっぺ返しはなかったかもしれない。

「では、いかにするがよろしいかと？」

　朝臣の一人が訊く。驚くべきことに、践祚を延期しようとする成維の提案に誰一人異いを唱となえる者がいない。左大臣に確たる後任者がないまま亡くなったいま、優先すべきは後うしろ盾だてのない女御と東宮より筆頭の成維ということである。

　衝しよう撃げきと怒いかりで言葉も言えずにいる邑子を、まるで無いもののように成維は答えた。

「ひとまず、しかるべき素そ養ようをお持ちの方にお立ちいただければよろしいかと」

「しかるべき？」

　成維はひとつうなずくと、居住まいを正した。おもむろに彼の視線が、はすむかいの迪里にむけられる。

「？」

　視線があうと、成維は唇くちびるの端はしをあげて笑った。

（まさか……）

　脳のう裏りをかすめた思いを急いで否定する。そんな馬ば鹿かなことはすまい。高こう齢れいですでに致ち仕ししているとはいえ、大おお叔お父じや父ちち帝みかどの従兄いとこなど出しゆつ自じのよい親しん王のうは他にもいる。

　そんなふうに自分に言い聞かせていた矢先に、その言葉は放はなたれた。

「式しき部ぶ卿きようの宮みや様に登極いただくことが最善かと考えます」

　成維の発言に周囲がざわつきだす。しかし当人である迪里は、ただ呆ぼう然ぜんとして成維の顔を見返すしかできなかった。

「式部卿宮様でございましたら、年ねん齢れいも才さい知ちも申し分ございません。なにより赤疱に世がおびえている中、けして倒れる心配のない帝の誕生を民たみは心強く思うことでしょう」

　声こわ高だかな成維の言げんが、驚くほど迪里の思考に入ってこなかった。ただわんわんと鳴る鐘の音のように、不快に耳の奥に響くばかりだった。

「それはよき案と存じます」

　朝臣の声に、迪里はようやくわれに返る。発言者は成維派の参さん議ぎだった。左大臣が健在のときは、冷や飯を食わされていた一人。

「ご賛同いただき恐きよう縮しゆくです、右う少しよう弁べん殿どの」

　そうだ。四十も近い年齢なのに彼はまだ右少弁だったのだ。十四歳の右大弁に官かん位いを抜かれて、腸はらわたが煮にえくり返る思いでいたのだろう。自分が大きくかかわっていることなのに、まるで対岸で起きた火事のように迪里は考えていた。

　成維は右少弁と目配せをすると、朝臣達の顔を一いち瞥べつする。

「皆様はいかがですか？」

「戯ざれ言ごとを申されるな！」

　絹を引ひき裂さくような声は、男のものではなく女の声だった。

　目をむけて、迪里は愕がく然ぜんとした。蝙蝠を放り出し、面おもてを露あらわにした邑子が怒りに身を震わせてこちらをにらみつけていた。

　大勢の前で素す顔がおをさらし、か成維つ声をあげるなど高貴な女によ人にんにあるまじきふるまいだ。朝臣達もあ然とし、はじめてまともに見る弘徽殿女御の顔に目のやり場をなくしたように視線を泳がせる。

　兄帝の寵ちよう愛あいが深かっただけあって、人目を惹ひく華はなやかな美び貌ぼうの持ち主だった。しかしその美しさも、憤ふん怒ぬをみなぎらせた表情の前では台無しだ。

「に、女御様」

　傍かたわらにいた女房があわてて蝙蝠を差し出そうとするが、邑子は目もくれずに叫さけぶ。

「一いちの宮みやはそなた達の前で、宣せん命めいを受けて立りつ坊ぼうされたれっきとした東宮です。その親王が践祚をするのに、なんの問題があるというのです！」

「女御は先ほどの私の話を聞いておられなかったのですか？」

　恐おそろしく冷ややかな成維の声こわ音ねに、邑子はぴたりと口をつぐむ。

　呆然と自分を凝ぎよう視しする邑子に、成維は蔑さげすむような眼差しをむけた。

　邑子はうっすらと唇を開いたまま、彼の視線を受けとめる。彼女はまるでこの世に存在しないものを見たかのような表情をしていた。いっぽう成維は取るに足らぬものとばかりに邑子から視線をそらし、迪里のほうにむき直る。

「式部卿宮様、受じゆ諾だくいただけますでしょうか」

　ここにきてはじめて自分にかけられた言葉に、迪里はすぐに反応できなかった。

　なにを他ひ人と事ごとのように聞いていたのだろう。自分こそ一番の当事者であるというのに。そうだ、こんな道に反することすぐに断らなければ。

「いえ、私は───」

「汚けがらわしい！」

　とつぜん邑子が金切り声をあげた。口調にも言葉そのものにも、迪里は眉まゆを寄せる。

　女房の諫いさめなど意に介かいさず、邑子は迪里にむかってがなりたてた。

「帝として申し分ないなど、父帝の妃きさきと艶しゆう聞ぶんを起こすような人間が……ど、どの口がそのような白しら々じらしいことを仰せ───」

「それは私が自分で申しあげたことではありません」

　さすがに腹に据すえかね、邑子が言い終わらないうちに迪里は言い返した。

　しかしこの邑子の発言に、朝臣達の誰も驚いたようすを見せないところからすると、自分と真子の噂うわさは思った以上に派手に広がっているようだ。

「さようでございますな。それに宮様は特にやましい思いではなく、幼おさな馴な染じみの女御のお暮らしを心配なされてお訪ねされていただけでございますよ。実に心温まるおふるまいで、まさしく天てん子しにふさわしいお人ひと柄がらの持ち主ではございませぬか」

　しらっと成維が述べた。あまりの白々しい態度に迪里は言葉も出なくなる。自分こそ一番陰いん湿しつな態度で釘くぎを刺さしていたくせに。

　ぎりぎりと奥歯を嚙かみしめる邑子に、さらに成維は追い打ちをかける。

「それに女御もお聞きになっておられたでしょう？　亡き帝が私に、宮様を婿に迎えるように勧すすめられていたことを」

　迪里はぎょっとして成維を見た。

　同時に成維の思惑が、霧きりが晴れたように鮮せん明めいになった。迪里を帝に即けたうえで、自分の娘を入じゆ内だいさせようという魂こん胆たんなのだ。

「女御も良きことだと仰せになられていたではありませんか」

　嘲あざけるように成維は言う。自分の策略を逆手に取られた形になった邑子は、かっと目を見開いて成維をにらみつける。憤怒をみならぎせたその表情は、般はん若にやを思わせるすさまじい迫はく力りよくだった。

　心底うんざりしていた。

　人じん臣しん筆頭と東宮の母という、二人は折りあわなくてはならない立場にある。それをたがいに自分の欲望ばかりをすべて押し通そうとするからこんなことになるのだ。本来であれば皇こう嗣しが践祚をすることに、なにも問題はないというのに。

　迪里の本音は、二人の権力争いに巻きこまないで欲しいというところである。

　腹に据えかねて、迪里はひとつ息を吐いた。

「私は帝にふさわしい器うつわではございませぬ」

　さして大きな声ではなかったのに、迪里の発言にみながいっせいに注目する。もちろん成維も邑子も驚いて迪里の顔を見つめている。

　苛いら立だちと煩わずらわしさが迪里を大胆にさせた。

「女御が仰せのとおり、私は父帝の妃であらせられた先の宣せん陽よう殿でんの女によう御ごをお慕したいしております」

　殿上の間が静まり返った。

　誰も彼も目を円まるくして、言葉を失ったように迪里を見つめている。中でも一番の見み物ものは成維で、可か愛わいがっていた犬にとつぜん嚙かまれたような表情をしている。おそらく帝になれるかもという展開に、迪里が喜んで食いついてくると思っていたのだろう。

「女御の名めい誉よのために申しあげますが、これはあくまでも私の一方的な想いで女御にやましいようなおふるまいはなにひとつございません。かの御おん方かたは慎つつましく、ひっそりとお過ごしでございます。その清せい潔けつなお姿に、私はいっそう惹ひかれてしまうのです」

　そこで迪里は一度言葉を切ると、居並ぶ朝臣達の顔をそれぞれ見るように視線を巡めぐらす。その中にはもちろん成維と邑子も含まれている。

　彼らの視線が集まっていることを確認すると、迪里は深々と頭を下げた。

「たとえ許されない想いだとしても、私にはあの御方以外の女人を妻にすることは考えられません。なにとぞご容よう赦しやください」

　ふたたび頭をあげると、迪里はゆっくりと立ちあがった。そして呆然とする朝臣達を後しり目めに、殿上の間を後にしたのだった。
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　本日お訪ねするという迪みち里さとの文ふみが届いたのは、帝みかどの崩ほう御ぎよより数日経たってからだった。

　すっかりあんばいも回復した真さな子こは、濃こき紫むらさきの単ひとえに淡あわ紫むらさきの袿うちきをあわせた白しろ藤ふじの襲かさねに服装をあらためていた。

　せっかくだからもう少し華やかな色を着たらどうかと綾乃は勧すすめたが、さすがに帝が亡くなったばかりのときに、そんな浮かれたことはできない。

　かつて御ご所しよに住んでいたときに数度面識があった少年の顔を思い出すと、やはり胸は痛んだ。

（あんなにお若い帝が亡くなられるのだから、今回の赤あか疱もがさはかなりひどいものなのかもしれない）

　そう考えると、自分が助かったのはよほど強運だったのだろう。あるいは綾乃が言うように、迪里の看病が効こうを奏そうしたのか。

（助かって良かった……）

　あらためて自分が生き延のびたことを感謝する。同時に若くして寡か婦ふとなった帝の妃きさき達のことを思うと、自分の身に照らしあわせて痛ましく思った。

　四人の妻はそれぞれ実家がしっかりしているし、成維のようなひどい身内もそうそういないだろうから、自分のように惨みじめな境きよう遇ぐうに陥おちいることはないのだろうが、子を生さないうちに寡婦となった三人も先帝の妃という立場にがんじがらめにされて過ごすのだろうか？　あたら若い盛さかりを実らせることもなく───。

　だからといって東とう宮ぐうの母となった弘こ徽き殿でんの女によう御ごも、後うしろ盾だてであった左さ大だい臣じんが亡くなったとあっては色々と心細いことも多いだろう。いまや筆ひつ頭とうとなったあの成なり維すみと、うまくやりあっていかなければならないのだから。真子からすれば、それだけですでに気の毒でならないぐらいだ。

　そんなふうに思いを巡めぐらせているところに、迪里が訪れたのだった。

　几き帳ちようを取とり払はらった室へやに入ってきた彼は、ひと時兄あに帝みかどを偲しのぶ言葉を語ったあと帝位に即つくことを求められたと告げた。

「え？」

　それきり真子は言葉をなくしてしまう。あまりにも思いがけないことで、とっさに信じることができなかった。

「まったく迷めい惑わくな話だ」

　腹立たしげな迪里の物言いに、真子はわれに返る。

「迷惑？」

「とうぜんです。私は右う大だい臣じんの手て駒ごまになるつもりはありません」

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく迪里は言うが、真子はそれが意外だった。皇こう族ぞくの男子であれば、帝位に即くことを一度は夢にみると思っていたからだ。

「では、お断りしたのですか？」

　迪里は深くうなずき、あらためて視線をあわせる。

「私はあなた以外の女によ人にんを妻にすることはできないと、みなに伝えてまいりました」

　さらなる衝しよう撃げきに、真子はふたたび言葉をなくす。

　公然にしたと言うのか、自分の想いを？

　もちろんそれ自体も戸と惑まどう。だがもっと気になったことは───。

「私のために、帝位を断ったのですか？」

　皇こう嗣しを残すことは帝の大切な役割だ。しかも唐もろ土こしなどとちがい、日本では母親の身分が大きくものを言ってくる。

　それもあって帝は内裏だいりに複数の妃を持てても、世間一いつ般ぱんの男のように外に自由に通う妻は持てない。皇嗣には、ふさわしい母親の身分が必要なのだ。だが帝の妃であった真子は、もちろん再入じゆ内だいなどできない。

　その状況で真子以外の女を妻にしたくないというのなら、帝位を断ったも同然だ。

「そのようなことはありません」

　恐きよう縮しゆくする真子の問いを、迪里は即そく座ざに否定した。

「右大臣と女御が自分の利ばかりを考えて、たがいに少しも譲ろうとしないからこのような結果になったのです。当事者二人で解決すればよい問題です」

　きっぱりと迪里は言ったが、経けい緯いややりとりを知らない真子に状況はよく分からなかった。しかし漠ばく然ぜんとだが、筆頭となった成なり維すみと左大臣の孫である弘徽殿女御の間に軋あつ轢れきが生しようじたことは理解した。

　つまり迪里の言い分としては、その二人が協力しあえば順当に東とう宮ぐうが登とう極きよくすることになったのに、それをしないから自分が巻きこまれてしまったということのようだ。

　一通り理解はしたが、それでもまだ納得しがたくあらためて問う。

「本当に、帝になりたいとはお思いになられていないのですか？」

「ないですよ。仮にそんな欲が少しぐらいあったとしても、あなたを諦あきらめるぐらいなら、塵じん芥あいのように捨てられます」

「………」

　さらりと口にされた情熱的な言葉に、真子の頰ほおは赤く染まる。

　いっぽう迪里は無自覚の発言だったようで、真子の反応に不意をつかれたように目を円まるくした。

　長い睫まつげに囲まれた瞳ひとみに見つめられ、真子の鼓こ動どうは速まる。息苦しささえ感じてとっさに目をそらそうとしたが、それより先に両りよう頰ほおを挟はさむようにして捉とらえられる。逃のがれようのない位置に固定され、真子も真正面から迪里を見つめた。

「先日の返事を聞かせていただけますか？」

　耳ではなく目に訴うつたえるように迪里の言葉が響く。

　───どうぞ私の、生しよう涯がいただ一人の恋人になってください。

　あの言葉だ。驚き、戸惑い、だがそれ以上の喜びを隠せなかった。

　帝位より、宮中の立場よりも真子を大切だと言ってくれた。

「本当に、私でよろしいのですか？」

　それでも確認するように問うと、迪里は一いつ瞬しゆんのためいらいもなくうなずく。

　心の奥にしこりのように残っていた戸惑いが、雪崩なだれのように瞬またたく間まに崩ほう壊かいする。目の奥が熱くなり、視界が揺ゆらぐ。

「───私も、お慕したいしておりました」

　震える声で告げると、頰に雫しずくが伝うのを感じた。

　迪里の瞳が歓かん喜きに輝かがやく。彼は指を伸ばし、涙にうるんだ真子の目元をぬぐう。

　自身の指に引き寄せられるようにして、迪里が顔を近づけてくる。真子は自然と目をつむり、彼の口づけを受けた。
















　先日の強引なそれとはちがい、とても優しいものだった。

　唇が離れてから目を開けると、すぐ前に迪里の顔があった。

　二人は目を見あわせ、まるで計ったように同時に微笑ほほえみあった。

　乾かわいていたものに水が注がれるように、心が満たされてゆく。迪里は頰にあてていた手を離し、肩を抱くようにして真子の身体を引き寄せた。

　彼の肩口に顔をうずめる形になった真子の耳元で迪里はささやく。

「今こ宵よい、またおうかがいしてもよろしいですか？」

　鼓動がどくんと跳ねあがる。

　だが恥ずかしさはあっても、戸惑いはなかった。あれほどあった迷いも、まるで霧む散さんしたように跡あと形かたもなくなっていた。

　真子は彼の香かおりのよい直衣のうしに顔を埋うめ、消え入るような声で告げた。

「お待ちいたしております」
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　迪みち里さとが帰ってから、真さな子こは落ちつかない心地ここちで過ごした。

　しかも再訪のむねを本人から聞いたらしく、見送りから戻った綾あや乃のがあちこち掃そう除じに勤いそしんでいる。見通しのよい昼間はこのままだったのに、いまさら感が否いなめない。

（それに昼間も散らかしていたわけじゃないけど………）

　言い訳のように考える真子の横で、几帳のかすかな綻ほころびを目ざとく見つけた綾乃は針箱を出してきた。

「いいわよ、どうせ夜だからそんなに目立たないわよ」

「そういう気の緩ゆるみが、怠たい惰だな生活のはじまりになるのです」

　ぴしゃりと言い返され、真子は肩をすくめる。

「じゃあ、それは私が繕つくろうわ。それぐらいはできるわよ」

「姫様は後きぬ朝ぎぬの文ふみへの返歌でも考えていてください」

「!?」

　わりと直ちよく截せつな言葉に真子は顔を赤くする。かといってやられっぱなしというのも癪しやくに障さわるので、頰を膨ふくらましつつ反はん撃げきする。

「考えろって、先の文が来なければ返歌のしようがないじゃない」

「男の恋こい文ぶみなんて、よほどの詠よみ手てでもないかぎりだいたい決まっていますよ」

　分かったことのように言う綾乃に、真子は不満げな表情をする。

　するとそれをどう誤解したのか、つんと澄すまして綾乃は答える。

「私は下しも々じもの者なので、ほうっておいても相応の殿との方がたが来てくれるのです」

「え、なに、それ！」

　驚きよう愕がくの発言に真子が身を乗り出したときだ。

　ずかずかと簀子を踏む無ぶ遠えん慮りよな足音が響き、真子と綾乃はぎょっとして御み簾すのむこうを見る。普ふ段だんはあげている御簾を下ろしていたのは幸いだった。簀子に不ふ審しんな男が数人やってきていたからだ。

　一瞬盗とう賊ぞくかと思ったが、そのうち先頭にいた男が意外と礼れい儀ぎ正ただしく膝ひざをついた。

「女によう御ご様。実は右う大だい臣じん様のご命令で、この邸やしきを修しゆう繕ぜんすることになりました。つきましてはしばらくの間、三さん条じようのご本宅のほうにお移りいただきますようお願い致します」

　言っていることがすぐには理解できず、真子は呆ぼう然ぜんとして御簾のむこうを見つめた。

　そして意味を理解してからは、なぜそんなことになるのかが納得できなかった。

「そんな、いきなり！」

　猛もう然ぜんと綾乃が抗こう議ぎをするが、御簾のむこうで男は「ご命令でございますので」と繰り返すだけだ。

　真子は膝の上で手を握にぎりしめた。事情は分からない。だが成なり維すみは、なにがあっても真子を連れ出すつもりだ。そのために一人ではなく複数の男がやってきているのだ。いざとなったら縛りあげてでも連れ出すつもりにちがいない。

「承しよう服ふくできませ───」

「綾乃、やめなさい」

　静かに真子は言った。下へ手たに抵てい抗こうしては、綾乃をはじめとした家け人にん達に危害が加えられる恐れがあるかもしれない。不満げな綾乃を目で制すると、真子は男達にむかって言った。

「では奥にいる家人達にも支し度たくをさせますので、しばらくお待ちください」

「ご心配なく。すでにみな準備をさせております」

　間かん髪はつを容いれない返答に、真子は眉を寄せる。誰かを迪里のもとに遣つかいに出すという作戦は無理のようだ。それを警けい戒かいして、この寝しん殿でんに入る前に家人達を拘こう束そくしたにちがいない。彼らの安全のためにも、ひとまずここは言うとおりにしたほうがよいだろう。

「───分かりました」

「姫様！」

　綾乃が悲鳴のような声をあげる。しかし真子は、力ない笑えみを浮かべて首を横に振る。

　無念すぎるが、みなの安全を守るためにはしかたがない。それにひとまず従えば、成維の目的をはっきりさせることができる。

　后きさきがねとしてはもはや使えない娘を、わざわざ引き取ろうとするのはなぜなのか？

　迪里絡がらみであることは十分考えられるが、具体的なことは想像できない。あるいは世せ間けん体ていの悪さを理由に、迪里から遠ざけようとしたのだろうか？　だとしたら彼にはもう二度と会うことができなくなるかもしれない。

（宮様に、会えなくなる？）

　その考えに思い至った瞬間、真子は腰を浮かしかけた。するとまるで見計らったように遣いの男が言った。

「荷物は後で取りにこさせますから、すぐに車にお乗りください」

　苛いら立だった声こわ音ねに真子はぎょっとして顔をむける。男はじりじりと御簾の際きわに近づいている。真子が一言でも不用意な言葉を言えば、御簾を引きあげて飛びこんでくるかもしれない。あまりの非ひ礼れいに怒りを通り越して眩暈めまいすら覚えたが、相手が成維の遣いでは、言ったところでどうにもならないだろう。

　真子は抵抗を諦めて、懐ふところから出した蝙かわ蝠ほりを開いた。綾乃は抗議するような目をむける。顔を隠したということは、表に出る意思表示でもあるからだ。

「大だい丈じよう夫ぶだから」

　なだめるように言うと、真子は御簾むこうの男達をにらみつけた。

　恐れていてはなにも分からない。まずは顔をあわせて、成維を問いつめることだ。そんなふうに言い聞かせていると、綾乃がいつまでも愚ぐ図ずる子供のような声音で言った。

「でも今宵は………いらっしゃるのですよ」
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　翌日、迪みち里さとは御ご所しよの簀すの子こで成なり維すみの姿を見つけるなり、回りこんで彼の前に立ちふさがった。黒の束そく帯たいを着けた成維は、悪びれたようすもなく目を細くする。

「これはこれは、式しき部ぶ卿きようの宮みや様。ずいぶんとあわただしいことでございますな」

「女によう御ごをどこにやったのです」

　抑えた声の中に、怒りをにじませて迪里は問う。

　昨夜、約束どおりに訪ねた真さな子この家はもぬけの殻からだった。迪里が贈ったものと二つ並んで下がっていた薬くす玉だまは、真子が作ったものしか残っていなかった。強ごう盗とうにでもあったのかと慌てる迪里に、従じゆう者しやが薬玉に結ばれた料りよう紙しを見つけたのだ。

　従者が照らす紙し燭そくの下、戦慄わななく手で広げた文ふみには真子の手しゆ蹟せきで一いつ首しゆ記されていた。




　───来る人の　代はりと下ろし　あやめぐさ　心ならずも　宿を立ち去る




　重ちよう陽ように下ろすはずだった薬くす玉だまを、あなたの代わりにと、こんな思いがけない形で下ろすことになってしまったという意味だ。

「人聞きの悪い」

　きかん気の赤あかん坊ぼうに対するように、成維はうんざりしたようにかわす。

「私は女御の兄ですよ。彼女をお守りする義務があります。寡か婦ふとはいえ若い娘。帝みかどの妃きさきという身分に恐れも抱かず徒あだをなす、不ふ埒らちな輩やからがはびこっておるようですから」

　あからさまな当てこすりに、迪里は指を強く握りしめる。

　実情はどうあれ、世間的には成維の行こう為いは正当なものだ。迪里がどれほど真子を想っていても、彼女の身の振り方を決める権利は成維にある。

　おのれの無力さに拳こぶしが震える。のぼせあがって、なにも考えられなくなりそうな頭に懸けん命めいに言い聞かせた。

（落ちつけ、ここで怒りに任まかせてしまっては負けだ）

　そんなことをすれば成維は警けい戒かいして、さらに警護を強化するだろう。そうなったら、ますます真子を取り戻すことは叶かなわない。

　冷静になろうと、ひとつ息をついたときだ。

「帝の妃を誘ゆう拐かいしたとされたら、宮様とはいえただでは済みませんよ」

　まるでこちらの心を見み透すかしたように、成維が言った。

　迪里は息を詰め、成維をにらみつける。彼は手にしていた笏しやくを揺らし「おお、怖い」とからかうように言った。

「まあ、そう熱くならずに。悪いようにはいたしませんから」

　嫌けん悪おと怒りが抑えきれないほどになっていた迪里は、眉み間けんに刻んでいたしわをいっそう深くする。いっぽう成維は、笏を鼻先に当てるようにして上うわ目め遣づかいの眼差しをむけて言った。

「帝におなりになられたら、女御に入じゆ内だいを命めいじることができますよ」

「!?」

　あまりの予想外な言葉に一瞬聞きちがえたのかと思った。

　成維が迪里を登とう極きよくさせようとする理由は、自分の娘を入内させるためだ。そこに異い母ぼ妹まいとはいえ、別の女人の入内を勧すすめるというのだ。

　いや、それよりももっと驚いたことは、入内という行為そのものだ。

　そうとうの醜しゆう聞ぶんにはちがいないが、寡婦となった帝妃の再婚自体は、実は過去に例がない話ではない。しかし別の帝に再入内となれば、また話がちがってくる。

　信じられないという顔をする迪里に、成維は得とく々とくと語る。

「ずいぶん昔ですが過去にも例がありますし、そうでなかったとしても帝から是ぜ非ひにとも命めいぜられたら、この国の民は従うしかありませんから」

「………」

　そんなことが許されるのかと思いつつ、迪里の心は揺らいだ。もしそうなれば、少なくとも真子を正式な妻として遇ぐうすることができる。ただの恋人とはちがい、日ひ陰かげの身でないことだけは確かだ。

　だがそのいっぽうで、世間の目はいっそう厳しくなるだろう。

　世間一般の恋であれば、自宅から出ない真子が世間の目を肌はだで感じることはない。

　しかし入内ともなれば、御所中の好こう奇きの目にさらされることになる。官かん吏りや女によう官かんの朝ちよう臣しん達だけではなく、御所には邑すみ子こも、彼女の大勢の女によう房ぼう達もまだ残っている。

　───女の身には耐たえがたいほどに恥ずかしい。

　真子のあの言葉を考えれば、そんな状況に彼女が耐たえられるとは思えない。もちろん迪里も、彼女にそんな苦痛を与あたえたくはない。

　しかしこのままでは、真子は成維のもとから一生逃れられなくなる。それぐらいなら多少の辱はずかしめを強しいることになったとしても───。

　ぐるぐると考えを巡らせたあげく、ふと思いつく。

（そもそも私などに、帝が務まるものだろうか？）

　自分でも呆あきれるが、この段階ではじめて迪里はそのことを懸け念ねんした。月げつ齢れいの乳にゆう児じを帝位に即つかせようとしていたくせに、十八歳の自分がこんなことを心配するなど、よく考えてみれば奇き妙みようでもあるが。

「いかがですか？　宮様が登極なされたあかつきには、私はもちろん全力でお支えしますよ」

　猫ねこ撫なで声ごえに迪里は虚きよをつかれ、やがて合が点てんがいった。

　つまり外がい祖そ父ふではなく伯お父じとして、政務に介かい入にゆうしようという魂こん胆たんなわけだ。

　いまさらなにを気付いているのか。この国はずっとそうしてきたではないか。長きにわたり摂せつ政しよう、関かん白ぱくが実質的な権けん勢せいを担になってきたからこそ、月齢の東宮が践せん祚そすることを誰も疑問に思わなかったのだ。

　もっともたとえ成人していても、自分のように後ろ盾もなく帝てい王おう教育を受けていない人間が即位をすれば、成維の好き勝手にはなるだろう。けして良好な関係ではなかった迪里を推おす理由は、案外そんなところかもしれない。他に後うしろ盾だてのない真子も、反発はしていても結局異い母ぼ兄けいの言うことに従わざるをえなくなるだろう。

　だがそれは、先の左さ大だい臣じんとて同じことだった。

　孫の右う大だい弁べんの破格の昇しよう進しんを見れば、左大臣の専横は歴れき然ぜんとしている。それが今度は成維に代わるだけの話だと、自じ嘲ちよう的てきに迪里は思った。

「宮様？」

　一も二もなく乗ってくると思っていたのだろう。成維ははっきりとしない迪里の反応に苛いらついた顔をしていた。それでもこのままでは埒らちがあかないと判断したのか、ため息交まじりに口を開く。

「では一度、女御に御ご出しゆつ仕しいただいてようすを見ましょうか？」

「出仕？」

「そうですね、まずは尚侍ないしのかみとしてでも。帝の崩ほう御ぎよに伴ともなって先の尚侍は退出しましたし、現状は帝が不在とはいえ、いずれにしろ御所には必要な役職ですから。そのまま帝の尚侍となっていただいてもよろしいわけですし」

　成維の提案を、迪里は複雑な思いで聞いた。

　尚侍など女御より人ひと目めにさらされる。そんな状況に真子を置くことはためらう。

　だがこのままでは真子は成維のもとから逃れられないし、迪里も手の施ほどこしようがない。形はなんであれ、成維の邸から出すことができれば道が開けるかもしれない。

「いかがですか？」

　揺れる心を見透かしたように、成維は問うというより確認するように尋ねる。

　迪里は決意を固めると、嫌けん悪おと怒りを抑えて穏おだやかに言った。

「そうですね。女御に楽しみにしているとお伝えください」
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　真さな子こが出しゆつ仕しの話を聞かされたのは、六ろく条じようから連れ出された日の翌日だった。

　あまりのことに驚いたが、成なり維すみがとやかく説せつ伏ぷくや恫どう喝かつをすることはなかった。それどころか女によう御ごにも勝まさる盛せい大だいな支度を調ととのえたのだと、恩着せがましく言うぐらいだ。室へやには少し前に運びこまれた華やかな数々の衣きぬが衣い架かにかかっていた。一日、二日で用意できるものではないから、要するに最初からそのつもりで連れ戻したのだ。

　うんざりしつつ、真子は単純な疑問を口にした。

「なぜ帝みかどがおいでにならない御ご所しよに、尚侍ないしのかみが必要なのです？」

「あなたのためですよ」

　几き帳ちようのむこうから聞こえた言葉に、真子は眉を寄せる。六条の家では御み簾すを隔へだてて話していたが、ここは成維の自宅だ。さすがに彼を簀すの子こに追いやるわけにもいかない。

「あのまま幽ゆう居きよをつづけて、あたら花の盛りを散らすのも、まことにお気の毒な話ですからね。あなたはまだお若い。いずれ立たれる帝にお仕えして、場合によってはご寵ちよう愛あいを賜たまわることをお考えいただいてもよろしいかと存じますよ」

「ご寵愛って………」

　真子は呆あきれ返った。

「東とう宮ぐう様は、半年前にお生まれになったばかりではございませんか」

「───そのことですがね」

　成維の声こわ音ねが一段低くなった。

「私は、式しき部ぶ卿きようの宮みや様にご即そく位いいただこうと考えているのですよ」

　真子は眼を見張った。

　その話は確かに聞いていた。だが迪みち里さとははっきりと断ったと言っていたはずだ。

「宮様はご承知なされたのですか？」

「はっきりとお答えにはなられませんでした。ですが、あなたが入じゆ内だいをしてくださるのならやぶかさではないような反応でしたね」

「………」

「そうなったらわが家から念願の中ちゆう宮ぐう冊さく立りつとなります。父の宿しゆく願がんを私が叶かなえ、あなたと式部卿宮様も晴れて結ばれる。すべて丸く収まるとはまさにこのことですね」

　自分の妙みよう案あんに酔よったように成維は語るが、混乱のあまり真子は返事をすることができなかった。しかし異母妹いもうとの戸惑いなど意に介さぬよう、成維は半月後の喪も明あけには御所にあがるということだけを告げて立ち去って行った。

「あ～、胸むな糞くそ悪わるい！」

　なかなかに下品な言葉で、綾あや乃のは簀子に叩たたきつけるようにして塩をまいた。

「もったいないわよ、塩もけっこう高いのだから」

　やんわりとたしなめる真子に、綾乃は憤ふん然ぜんと廂ひさしに戻ってきた。

「いいですよ、この家の塩なのですから」

「そういえばそうだったわね」

　吞のん気きに返す真子に、綾乃は気き抜ぬけしたようにその場に座りこんだ。

　そんな乳姉妹ちきようだいのそばににじり寄ると、真子は小声でささやいた。

「どう思う？」

　綾乃は唇をへの字に曲げて、気難しい表情で屋根裏を見あげた。対して真子は二に階かい厨ず子しの上に載のせた薬くす玉だまに視線をむける。迪里から贈られた美しい細工の品は、六条から連れてこられるときに急いで持ち出したものだった。

　迪里の即位は、いまの成維の権勢を考えればありうるだろう。それに迪里は帝位に興味はないとは言ったが、それは真子を得ることができなくなるからのように言っていた。

　だが逆の考え方になった。

　帝になるからこそ、かつての帝の妃を娶めとることができるのだ。

（でも、そんなこと………）

　真子の心に戸惑いが生じる。

　迪里に求愛されたとき、ためらいながらも秘めた関係であればよいと開き直った。恥はじを知っているから公おおやけにしないわけだし、世間もそう受けとめるだろう。

　だが帝の妃とあればそうはいかない。その段階ですでに人目にさらされる存在なのだ。たとえ尚侍であっても二人の帝の妃になるなど、近年では考えられない醜しゆう聞ぶんである。

　加えて、このまま成維にいいように利用されることにも抵抗がある。迪里と結ばれるかもしれない、そんな単純な喜びに浸ひたることのできない自己中心的なやり方だった。

　とはいえ逃げ出すこともできやしない。この邸から逃げ出して迪里のところに飛びこんでも、現状では一いち親しん王のうに過ぎない迪里が罪つみを問われるかもしれない。成維は見て見ぬふりなどけしてしないだろう。それぐらいならば、いっそ───。

「色々不満はあるけど、この邸から出ていけることだけは確かよね」

　腹をくくった真子の言葉に、綾乃は目を円まるくした。

　考えようによっては、よい機会だ。女の身では行き先を選ぶことは難しい。それでも意志をなくした生き方はしたくない。

　真子は膝の上に置いた手をぎゅっと握りしめた。

「綾乃、明日着る衣い装しようを選ぶから手伝ってちょうだい」

　そう言って真子は、花びらか蝶ちようのように美しい衣をまるで仇かたきのようににらみつけた。
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　参さん内だいの日。

　色取り取りの衣きぬの中から真さな子こが選んだ装しよう束ぞくは、紫むらさきの薄うす様ようである。上が濃く下にいくにつれ次し第だいに薄くなる重ねは、高貴な色だが落ちついたものだった。

　喪も明あけとはいえ、帝みかどが崩ほう御ぎよされてからひと月ほどしか経たっていないという時期を考こう慮りよしてのものだ。それを考えれば、成なり維すみがなぜあのようにきらきらしい衣装を用意させたのかまったく謎なぞである。

　そもそも本来であれば一年になるはずの帝への服ふく喪もを、半月で取りやめさせたのは成維だと聞く。業務が成り立ってゆかないという理由から、日を持って月となし、服喪の期間を十三日で終わらせることは珍しくはないそうだ。とはいえこの参内とて、せめて四し十じゆう九く日にちを待つぐらいしてもよいだろうにと思う。

（ひょっとして、帝に対するあてつけかしら………）

　亡くなった帝はその出しゆつ生せいから、左さ大だい臣じん贔びい屓きだったと聞く。ならば成維はずいぶんと歯がゆい思いをしていたのだろう。

　だとしても亡くなった人、それも帝に対してあまりにも非礼すぎやしないか。

（まあ、その陰いん湿しつさがあの人らしいけど………）

　蝙かわ蝠ほりを顔の前にかざし簀すの子こを進んでいると、御み簾す越ごしに人々の視線や囁ささやきがはっきりと伝わってきた。よい気持ちはしなかったが、覚かく悟ごしていたことだ。そもそも非難されるべきは成維であって自分ではない。

　真子は足を緩ゆるめることなく、曹ぞう司しを賜たまわった後こう涼ろう殿でんへと進んだ。

（大丈夫。気にしない、気にしない）

　袖そでの内にある薬くす玉だまに祈いのりをこめ、自分に言い聞かせる。三さん条じようの屋や敷しきを出るとき、迪みち里さとからもらった薬玉を肘ひじにかけてひそませてきたのだ。彼から贈られた薬玉が、すべての厄やくを払ってくれると信じることにした。

「姫様、思いっきり背中が丸くなっておられますよ」

　後ろから綾あや乃のがささやいた。先導役の女によう房ぼうは、成維がつけた右大臣家の家け人にんだった。真後ろの綾乃の背後にも、女によう御ごにも勝る華やかさで何人ものお付きの女房がつづく。

　とっさに真子は背筋を伸ばしたが、久しぶりの唐から衣ぎぬ裳もで朝から肩と背中がびしびしいっている。考えてみれば裳も着ぎの式以来の二度目の正装である。

「だって重いんですもの、これ」

「気合です」

　そういう綾乃も唐衣裳に対する耐たい性せいは同じようなものだと思うのだが、こちらは人に言うだけあって背中をしゃんと伸ばしている。

　そんなふうに明るくふるまっても、御簾むこうの囁きはきっちり聞こえてくる。

「まあ、恥ずかしげもなく」

「二に夫ふにまみえるというだけでも普通は恥じ入るものなのに、よくもまあ出仕などできるものですわね」

「女御であった時代から怪あやしいと思っておりましたのよ」

　聞こえよがしというより、あきらかに聞かせようとしている。並々ならぬ悪意に満ちた声はそれなりに心に刺さったが、覚悟はしていたことだった。

（怪しいって、私は十二歳で退出したのだけど………）

　その年齢でどうやって怪しい関係になれるというのだ。雑ぞう言ごんに聞こえぬふりをして後涼殿の曹司に入ると、どっと疲れが押し寄せた。着慣れぬ唐衣裳姿というのもあったのだろうが、いきなり大勢の人間の視線と悪意にさらされて脇きよう息そくにもたれこんでしまう。そんな真子とは対照的に、綾乃はずいぶんと意い気き込ごんでいる。

「先ほどの口くち汚ぎたない殿でん舎しやは、女房達が鈴すずなりになっていましたね」

「ああ、弘こ徽き殿でんね」

「まあ、あそこがそうでございましたか」

「そうよ。東のむかい側が麗れい景けい殿でんで、渡わた殿どのを通じて北側にあるのが登とう花か殿でん。ついでに言うと尚侍ないしのかみをはじめとした女によう官かん達の伺し候こう先は、温うん明めい殿でんと言って麗景殿の南側にあるわよ」

「……本来であれば、そこはついでに言うべき場所じゃないのですがね」

　女官達の伺候先なら、ついでではなくそここそが尚侍の職場なのだ。

　帝もいないのに尚侍という矛む盾じゆんは感じているのか、綾乃は乾いた笑いを漏もらす。それにしても彼女は御所にあがること自体はじめてなのに、なにゆえこのように余よ裕ゆうの態度なのか真子は首を捻ひねらずにはいられなかった。

　一息ついてから、ふと迪里のことを思い出す。

（今日は参内されておられるのかしら）

　半月以上会わないことは、以前にもあった。だが想いが通じるようになってからは、そのときとは別の人間になったように会えない日々が切ない。

「弘徽殿だったとは、どうりで口汚い連中ばかりがいると思いました」

　忌いま々いましげに言う綾乃に、真子は苦く笑しようした。

　真子の尚侍就任が迪里登とう極きよくのさいの入内を前ぜん提ていとされたものならば、弘徽殿女御はさぞかし落ちつかないことだろう。なにしろ真子は、息子である東とう宮ぐうの政敵を産むかもしれない女なのだから。

「ご挨あい拶さつはいかがなさいますか？」

　あからさまに嫌いや々いやというふうに綾乃は問う。もちろん弘徽殿女御のところだ。他の三人の女御が退出したいまの内裏には、彼女以外の妃きさきは残っていない。

　挨拶に行くのも白しら々じらしいが、さりとてこのまま黙っていては礼れい儀ぎとして問題がある。なにより女御が黙っていないだろう。弘徽殿前を通ったときの気配を思い出すと気が重いが、嫌いやなことはさっさと済ませたほうがよい。多少の嫌いや味みを言われるだろうが、覚悟を決めるしかない。

「そうね。片付けが落ちついたら遣つかいを出しましょうか」

　真子が言ったとき、女房の一人が小走りにやってきて告げた。

「尚侍、式しき部ぶ卿きようの宮みや様がお出いでになられております」

　どきりとする真子の横で、綾乃がぱんと手を鳴らした。見ると御所に来て、はじめて笑顔を浮かべている。

「やりましたね、姫様。これほど早くお会いできるとは。こんな伏ふく魔ま殿でんにわざわざ乗りこんできた甲か斐いがありましたよ」

　上じよう機き嫌げんで語る綾乃の口を、真子は女房の目を気にして塞ふさぎたくなった。とはいえ成維の配下にあるこの女房達は、迪里との関係が進むことは厭いとっていないはずだ。それでも綾乃がうきうきと御み簾すをあげようとしたときは、さすがに女房の一人が咎とがめた。御所の礼れい儀ぎでは、同性同士であっても御簾を隔へだてるのは珍しくないことなのだ。

　女房達が設しつらえを調ととのえる間、真子の胸は高鳴った。

　最後に会ったのは、おたがいの思いを告白しあったときだった。夜の訪れを約束し、だがその直後に成維に連れ出された。それ以来真子の中では、迪里に対する想いがずっと燻くすぶりつづけている。

　正面に萩はぎ壺つぼを構えた東の簀子に女房が茵しとねを置くと、程なくして親しん王のう色しよくの深ふか紫むらさきの束そく帯たいを着た迪里が姿を見せた。御簾越しとはいえ、久しぶり逢おう瀬せに胸が震える。

「このたびは尚侍のご就しゆう任にん、おめでとうございます」

　儀ぎ礼れい的てきな言葉に過ぎないのに、声を聴きいただけで安心する。表情までは分からないが、声音やふるまいは穏やかに聞こえる。

　───あなたが入じゆ内だいをしてくださるのならば、やぶかさではないような反応でしたね。

　成維の言葉がよみがえり、不覚にものぼせあがる。

「ありがとうございます。長い間幽ゆう居きよしておりました身ゆえ、至らぬところもあるものと存じますが、なにとぞよろしくお願い致します」

　あんのじょう声が上うわ擦ずった。女房を介かいしてではなく、直接真子は答えた。今回は女御ではなく尚侍だ。実質上は侍じ妾しようであることも多い立場だが、名目上はあくまでも女によう官かんなので女房を介するというのもかえって不ふ遜そんである。

「もちろん。こうして時々お声を聴きにまいりますので、なにか困ったことがあれば遠慮なくお伝えください」

　対照的に迪里は穏やかに返答する。自分も落ちついて答えようと思うが、周りの視線が気になって伝えたい言葉が口にできない。女房達に迪里との関係を隠す必要はないかもしれないが、だからといって人前で恋心を赤せき裸ら々らに語れるはずもない。きっと迪里も同じ気持ちだから、これほど静かにふるまっているのだろう。

「その、宮様………」

「尚侍」

　とつぜん口調をあらためて呼びかけられ、真子は目を見張る。気が付くと、迪里が框かまちの際までにじり寄っていた。

「お覚悟はできておりますか？」

　ひそめながらもはっきりと聞こえた声に、真子は息を詰つめる。

　覚悟───それはつまり、入内したあとも先ほどの弘徽殿のような雑言や視線に耐たえる覚悟だろう。そしてあの卑ひ劣れつな成維の手て駒ごまになる覚悟でもある。

　それを真子に確認するということは、迪里は帝になる覚悟をしたというわけなのか。

　迪里の心しん境きようを理解した真子の胸中から、それまであった迷いが霧む散さんする。

　色々抵抗はあっても、なにより大切なことは彼と結ばれることだ。

　これまで感じたことのない、熱く強い想いが身体の芯しんを貫つらぬく。




　───この方と一緒になりたい。




　周りからどれほど非ひ難なんされようと蔑さげすまれようと、この願いを叶かなえたいと強く願った。

　真子は唇を結び、背筋をしゃんと伸ばす。

「そのつもりがなければ、御こ所こには参りません」

　覚悟を伝えるには、その言葉だけで十分だった。

　御簾のむこうで迪里が微笑んだ気がして、確証もないまま真子も微笑み返す。そうやって御簾を挟んでしばしむきあった後、迪里はおもむろに立ちあがった。

「では、私はこれで」

　もう帰るの？　という単純な思いの後に、ここが自宅ではないことを思い出す。

　それでも自然とすがるような目になるが、御簾を隔てていては迪里も気付かないだろう。

「姫様、これ」

　迪里が立ち去ってからすぐに、綾乃が框の上になにかを発見して手渡した。それは丁ちよう子じ染ぞめの紙を貼はった蝙かわ蝠ほりだった。

「お忘れになられたのかしら。お届けしないと」

「ちがいますよ」

　呆れ返ったような綾乃に、真子ははっとして扇おうぎを開く。あんのじょうそこには流りゆう麗れいな文字が記してあった。




　───あやめぐさ　しをるる玉を　あふぎ見れば　君が形かた見みと　濡るる袖かな




　薬玉が朽くちるほど、長くに待ちわび、涙も出たという意味だ。

　とっさに端はし近ぢかに寄ると、真子は御簾を持ちあげて外を見渡した。

　北の切きり馬め道どうに迪里の後ろ姿があった。黒の束帯を着た朝ちよう臣しんと話をしている。真子が眺ながめている間にも、他の朝臣が近づいてきていた。そちらも黒の束帯を着けた地位の高い公く卿ぎようである。ああいった者達が近づいてくるというのであれば、やはり迪里の登とう極きよくは現実的なこととなっているのだろう。

　さまざまな複雑なものを押しのけて、胸に安あん堵どと期待がこみあげる。

　あと少しだ。あと少し我が慢まんをすれば、迪里と結ばれることができるのだ。それは帝とその妃という思いがけない形になりそうだが、迪里と結ばれるのであればなにもこだわるまいという気持ちに、もはやなりかかっていた。

　そもそも自分は帝の女御だったのに、実じつ質しつ的てきな妃としての役目を果たせないまま終わってしまった。それをいまこのような形で果たそうとしてなにがいけないというのだ。

　そこまで考えて、われながら虫がよい考えに、真子は頰をぴしゃりと叩たたいた。

（私ったら………）

　しかしそんなふうに浮かれた気持ちを抑えようとしても、情けないほどにこれまで感じていた躊ちゆう躇ちよが、まるで塵ちりのように吹き飛ばされてゆく。

　御簾を手放して廂側にむき直ると、綾乃がにやにやと笑っていた。ぼっと火が点ついたように顔を赤くする真子に、綾乃はいつ取ってきたのか真子の蝙蝠を差し出した。

「はい、お返事を書いてください」

「い、いつのまに!?」

　あたふたする真子の前に、綾乃は硯すずり箱ばこまで出してきた。まだ荷物の整理も済んでいないのに迅じん速そくすぎる。二人のやりとりを女房達は見ないふりをしてやり過ごしている。この件に関しては彼女達とも利害が一いつ致ちしている。

　とはいえやはり目は気になるので、急きょ几帳で局つぼねを作らせて綾乃とともに内側に引きこもった。そしてああでもない、こうでもないと返歌に知恵をしぼりあう。

　ようようにして返歌をひねり出し、白い紙を貼った蝙蝠に書きつけた。

　別に料りよう紙しでもよかったのだろうが、真子に蝙蝠を渡してしまっていまは手持ちがないだろうから、そのほうが都合がよいはずだと綾乃が断言した。この知恵の回り方から考えると、以前口にしていた恋人がいるような発言は出まかせでもないのかもしれない。

　女めの嬬わらわに命めいじて蝙蝠を大だい内裏だいりの式しき部ぶ省しようまで届けさせた。殿でん舎しやは朱す雀ざく門もんの近くにあるから内裏からすればけっこうな距離がある。そのうえ必ず本人に手渡すように言ったので、しばらくの間は帰ってこないだろう。

　さて今度こそ弘徽殿に遣いをと考えているところに、女房によって今度は届け物の知らせを受けた。

「中ちゆう納な言ごん様と右う少しよう弁べん様から？」

　面識どころか縁ゆかりすら分からぬ相手に、真子は首を傾かしげる。

「はい、こちらを尚侍就任のお祝いにと」

　女房が差し出したものは、五つの果物が入った籠かご物ものと心こころ葉ばを飾った香こう壺ごだった。どちらも手のこんだ細工の立派な品で真子は恐縮した。

「どうしよう、申し訳ないわ」

　あまり浮かれたことは言いたくないが、迪里の登極と入内を見込んでのものにまちがいないだろう。裏では二に帝ていにまみえる妃などと陰かげ口ぐちを叩いているかもしれないが、とりあえず表面上は穏やかにやり過ごすつもりらしい。弘徽殿でのすさまじい雑言を思い出し、ひとまず安心する。

「わあ、きれいですね」

　はしゃいだ声をあげる綾乃に、たしなめるように真子は言った。

「いいから。それよりお礼の文を書くから、硯箱を持ってきて」
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　翌朝、身み支じ度たくを終えたばかりの真さな子このもとに、弘こ徽き殿でんの女によう御ごからの遣つかいが来た。

「尚侍ないしのかみ様にご面会したいと仰おおせでございます」

　しまった───弘徽殿の女によう房ぼうの言葉に真子は臍ほぞを嚙かんだ。

　あの後も次から次へと届いた贈り物への礼状書きに忙ぼう殺さつされ、女御への遣いを失しつ念ねんしていたのだ。気付いたときは、すっかり夜も更ふけていた。その時間に遣いをやることもためらわれ、本日あらためてと考えていたのだが、あちらはどうやら早々に痺しびれを切らしてしまったようだ。真子が御ご所しよに入ってから、まだ半日しか経たっていないというのに。

「いかがなさいますか？」

　申し訳なさそうに綾あや乃のが訊いた。大切なことを失念していた自分を責めているようだった。

「しかたがないわね」

　ため息交まじりにつぶやく真子に、綾乃は声をひそめ「行くのですか？」と問う。

「だって、じゃあどうぞそちらがお出いでくださいというわけにはいかないでしょ」

　渋しぶ々しぶ真子は答えた。完全に失敗した。遣いさえ出していればそれだけで済んだかもしれなかったのに、わざわざ足を運んで面会をするはめになってしまった。

「よろしければ、いまからおうかがいしたいとお伝えください」

　簀子に控ひかえる女房に伝えると、間をおかずして弘徽殿から了りよう承しようの返事が来た。

　あまり大勢を引き連れて反発を買うのも嫌なので、綾乃一人を連れてゆくことにした。

　憂ゆう鬱うつな気持ちのまま、衣きぬを引きつつ弘徽殿にむかう。後こう涼ろう殿でんと弘徽殿は、実質渡わた殿どのひとつでつながっているようなものだ。そんな近い距離がこのようなときは厭いとわしい。

　帝みかどがいないのに、尚侍を清せい涼りよう殿でんに間近な後涼殿に住まわせる意味があるとは思えない。弘徽殿女御を刺し激げきしないためにも、もっと間遠な宣せん耀よう殿でんや桐きり壺つぼがあるだろうに、なにゆえ成維がこのような場所に曹ぞう司しを置いたのか分からない。迪里の登とう極きよくを前提にしたのか、あるいは弘徽殿女御に対する嫌がらせなのか。

（あの人なら、やりかねないわね）

　思い立って真子は複雑な気持ちになった。

　弘徽殿女御・邑すみ子こは亡くなった左さ大だい臣じんの孫まご娘むすめで、実家の後うしろ盾だて、帝の寵ちよう愛あい、親しん王のうとなにもかもに恵めぐまれた女御だった。その彼女がわずか一ひと月つき余りでこのような状況になるなど誰が考えただろう。

　状況はちがえど自分の身を顧かえりみて、真子は他ひ人と事ごとと突き放せない共感を覚えた。もちろんあくまでも一方的なものだ。それどころか邑子からすれば、真子は息子の地位を脅おびやかしかねない存在で、しかも憎にくい政敵の異母妹いもうとでしかないのだろう。

　弘徽殿の女房が案内した西側の簀すの子こは、御み簾すが半分だけ巻きあげられていた。その奥の廂ひさしに複数の唐から衣ぎぬ裳も姿の女房が控え、最さい奥おうに畳たたみを置いて作った御座所おましどころには、顔は見えないが喪もの色でもある鈍にび色いろの小こ袿うちぎを着た女によ人にんが座っていた。

　公おおやけの場で略りやく装そうである小袿を着ることは女主人にしか許されない。ならば邑子でまちがいないだろう。なにしろ他の女人は全員唐衣裳を着ている。

　真子はその場に伏ふして口を開く。

「お初にお目にかかります。先の右う大だい臣じんが息そく女じよ、藤ふじ原わらの真さな子こと申します」

　型どおりの挨拶をして、頭を下げたまま御簾むこうの反応をうかがう。昨日のようすからしてまず好意的に迎えられるとは思っていない。多少の皮肉は聞き流すぐらいのつもりで挑いどまなくてはと、内心で言い聞かせる。

「ようこそお越しくださいました。どうぞ奥にお進みください」

　言葉は優しかったが、口調はあきらかに強こわ張ばっていた。相手の並々ならぬ緊きん張ちようを肌で感じ、真子は複雑な思いで御簾をくぐる。

　廂の奥に座っていた邑子は、二十二歳だと聞いていた。自分より四つ上の女人は思ったよりも小こ柄がらで、相次ぐ身内の不幸のためなのか肩などあるかなしかのようにほっそりとしている。

　それでも彼女の切れ長の眼は怖いほどに強い光を放はなっていた。これほどやつれているにもかかわらず、敵意や反発も含めて生々しいほどの活力を感じさせる女人だった。

　まるで視線を縫ぬいとめられたように、真子は邑子から目をそらせなくなる。

　邑子もまた、値ね踏ぶみでもするように、傲ごう慢まんな眼差しを真子にぶつける。そうやって二人の女御の間に張りつめた空気が満ちてきた矢先だった。

「あぶぅ………」

　呼吸とも言葉ともつかぬ声がして、真子ははじめて少し離れたところにいる赤子に気付いた。乳う母ばと思おぼしき女人に抱かれているのは、邑子所しよ生せいの東とう宮ぐうでまちがいない。

　真子は毒どつ気けを抜かれたように、東宮を見つめた。

　乳にゆう幼よう児じを見るなど、どれくらいぶりだろう。大おお津つに住んでいたとき家け人にんの赤ん坊を目にして以来か。

（なんて可愛いのかしら………）

　素す直なおに感かん嘆たんし、思わず頰が緩む。

「ご紹介が遅れました。東宮様でございます」

　空気がぴしりと鳴った気がした。ぎょっとして真子は赤子にむけていた視線を戻す。

　邑子は相手を威い嚇かくするような眼差しをむけている。

　だがそんな彼女を、真子は少しも怖いとは思わなかった。なぜならそれは子供が泣くのを懸けん命めいに堪こらえている、言うなれば虚きよ勢せいを張った表情にしか見えなかったのだ。

　真子はそっと目を伏せて、邑子の視線をかわした。

「お可愛らしい吾わ子こさまで、将来が楽しみでございますわね」

　静かに告げると、弘徽殿の女房達がざわつく。

　視線を戻すと、邑子が不快な気持ちを隠そうともせずに真子をにらみつけていた。真子が視線をそらさずにいると、苛いら立だったように邑子は口を開く。

「ですが、畏おそれ多おおくも東宮様の未来を阻はばもうとする不ふ遜そんな輩やからが、御所には現れたようでございますから」

　ああ、余計なことを言ってしまったと真子は後こう悔かいした。ひたすら黙っていればよかったのだ。先刻まで邑子は、威い嚇かくはしても非ひ難なんまではしていなかったのに───。

（どうしようかな、なんとか話を切りあげられるといいのだけど………）

　心配した綾乃が横ににじり寄ってきて、真子の顔をのぞきこんだ。まるで打ちあわせでもするかのような態度に、邑子はいっそう怒りを煽あおられたようだった。

「非礼な！　私の話はまだ終わっていませんよ」

　邑子は小袿が肩からずり落ちるのもかまわず身を乗り出した。

　びくりとする綾乃に、真子はあわてて弁べん明めいする。

「女房が失礼いたしました。そちら様に対するものではなく、あくまでも主人を心配してのふるまいでございます。どうぞご容よう赦しや………」

「心配？　なにがいったい心配なのですか？　うまいぐあいに二人目の帝に入じゆ内だいできそうだけれど、首しゆ尾びよく男おとこ御み子こを産むことができるかどうかということですか？」

　それまで辛かろうじて保っていた理性を完全に崩くずして、邑子は叫んだ。あまりの剣けん幕まくに気け圧おされる真子に、ここぞとばかりに強い言葉を吐きつづける。

「ぬけぬけと二度目の参さん内だいなどなされて、いったいどういう心しん境きようなのです！」

「世の女人は高貴な身分にあればこそ、いっそう夫亡きあと孤こ閨けいを守るものであるというのに、帝の妃ともあろう御おん方かたが再さい嫁か、しかも相手がその息子だなんて、節せつ操そうがないにもほどがありますでしょう」

「なんという恥知らずな……亡き方々も、彼ひ岸がんでどれほど嘆なげいておられることやら」

　矢や継つぎ早ばやの邑子の言葉に、彼女の傍かたわらに控えていた女房達が同意だとばかりにうなずきあう。あからさまな侮ぶ蔑べつの眼差しに、やはりこのように思われていたのだと、あらためて真子は認識した。昨日もけっこうな罵ば詈り雑ぞう言ごんを言われたが、こうして真正面から罵ば倒とうされるとやはり堪こたえる。

　一方的にがなりたてる邑子に、ついに耐えかねたように綾乃が口を開く。

「そ、それはあまりなお言葉───」

「女房風ふ情ぜいが、女御様に意見をするとは無礼であろう！」

　弘徽殿側の女房にどやしつけられ、綾乃は悔くやしげに唇を嚙かむ。剣幕に恐れをなした東宮がぐずりだし、乳母があわててなだめはじめる。

　真子は綾乃をかばうように身体をずらすと、喧けん々けんとがなりたてる女房を見み据すえた。

「この娘はすべて私のためにもの申しております。その言葉は私の言げんと考えていただいてけっこう。叱しつ責せきをするのなら私になさい」

　それまで控えめだった真子の、凜りんとした反撃に女房達はたじろぐ。なにしろ真子は元々女御の身分で、いまでも尚侍という内ない侍しの司つかさの最高位の女官なのだ。一女房が逆らえるような相手ではない。女房風情が女御様にと綾乃を叱責した言葉は、そのまま彼女達にも当てはまるのだ。

　真子は女房達の顔を一人一人牽けん制せいするように一いち瞥べつし、最後に中央に座る邑子を見た。

「私は確かに恥知らずかもしれませんが、この娘には一いつ切さいかかわりのないことでございます。そちらの女房達にもその旨むねをよくお申し付けくださいませ」

　邑子は憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで真子をにらみつけた。小袿は左肩から完全にずり落ちていたが、着崩れに気付いていないようで直す気配もない。ただならぬ気配を感じ取ったのか、ぐずりつづけていた東宮が激しく泣きだした。

　真子も、そして邑子も不意をつかれたようになる。

　いち早く己おのれを取り戻したのは、母親である邑子のほうだった。彼女は乳母が抱くわが子を見ると、これまでの声高な物言いとは別人のように低く重い声で言った。

「大丈夫ですよ、東宮。あなたに害を為なす鬼おには、この母が怨おん霊りようとなってでも弑しいしてみせますからね」

　背筋が冷えた。鬼という言葉もだが、それ以上に弑するという言葉はあまりにも禍まが々まがしい。なにより自らが怨霊となるという発言に、真子は凍こおりついた。

　まちがいなく真子に対する当てこすりだが、それにしてもすさまじすぎる。

　あいかわらず泣きやまない東宮に、まるで呪じゆ文もんのように「大丈夫」と邑子は繰り返す。やつれ果てた顔に眼だけが爛らん々らんとして、尋じん常じようではない迫力がにじみ出ている。執しゆう念ねんだけが身体を離れ、生いき霊りようになるとはこのようなときではないかと思った。

　礼儀や意地よりも本能的な恐きよう怖ふが勝り、真子は腰を浮かしかけた。

「おや、やけににぎやかだと思えば………」

　聞き慣れた声音に、真子は眉を寄せて振り返る。

　半分下りた御簾のむこうに衣い冠かん装しよう束ぞくの成なり維すみが立っていた。苦手を通り越して嫌悪しかない人間の登場に、真子の表情はさらに険しくなる。

「宿直とのい明けで通りかかってみれば、東宮様はずいぶんとおむずかりのようですね」

　ねちっこい成維の言葉に、邑子は返答すらしない。それどころか真子に対するものが手ぬるく思えるほどの激しい憎ぞう悪おの眼まな差ざしをむけている。

　御簾を隔てているから見えてはいないだろうが、成維は変わらない調子で言葉をつづける。

「どうやら東宮様は、この御所がお気に召めされないらしい。いかがですか、ご一緒に里帰りでもお考えになられては」

　邑子の表情がいっそう強張った。要するに退出しろと言っているのだ。

　確かに他の女御達は実家に戻っているし、帝が変わった場合それが一般的だ。しかし次の妃が待ち構えているわけでもないのだから、それを急せかす理由はない。まして彼女は東宮の母親なのに。

（本当に、なんという嫌な人だろう）

　相手の立場が弱くなった途と端たん、先の女御に対する尊重も気配りもない。相手の弱さに付けこんで、とことんまで貶おとしめようとする。

　帝の生前、二人の間に色々と確かく執しつがあったことは聞いている。その意い趣しゆ返がえしもあるのだろうが、女御の身分にある者に対してあまりにも礼を失していないか。

（私のときと同じだわ………）

　その考えに至って、真子は成維に対していっそう強い憤いきどおりを覚えた。

　先帝に先立たれ、妃として役に立たないとなると、およそ女御に対するものとも思えぬ扱あつかいをした。そのくせ手て駒ごまになると分かると、恥ずかしげもなくとうぜんのように利用する。

　あれだけの罵ば倒とうをされたにもかかわらず、実は邑子にあまり怒りは感じていなかった。恐怖の他に憐れん憫びんの気持ちのほうが強かった。

　だが成維には、嫌悪と憤りしか浮かばない。

　こんな男に思うがままにさせてよいのかという、義務感にも近い疑問が生じる。

「東宮様は、人の悪意を敏びん感かんに感じ取っておられるのだと思います」

　この場にいる全員に対して告げるつもりで、真子は言った。

　あんのじょう邑子は眼をかっと見開いた。対して成維は場違いなほど明るく言う。

「無む垢くな赤子であればとうぜんのことかもしれません。こうなったら女御、私が里り邸ていをご用意いたしましょう。左大臣が亡くなられて、なにかと不自由にお過ごしでしょうから。ご遠慮はいりません。ちょうど六条にひとつ余っているのですよ」

　どうやら先ほどの発言は皮肉ではなく、本気で邑子を追い出しにかかっているようだ。

　邑子の白い顔が屈くつ辱じよくのあまり血の気を失う。いまこの場で失神しても不思議ではない形ぎよう相そうだった。

「それでは、御ご機き嫌げんよう」

　御簾のむこうで、成維の影が動いて行った。なにか叫ぼうとしたのか、邑子は水みず揚あげされた魚のように口をぱくぱくさせる。しかしそれは言葉にならず、邑子は苦しげに脇息にもたれこんだ。

「女御様！」

「お気を確かに」

　女房達が詰めかける中、真子は見ていることができなくなり、綾乃にも無言で簀子に飛び出る。清せい涼りよう殿でんへの渡殿にむかっていると、その端に成維が立っていた。顔を見るのも嫌な相手の横を、真子は顔を伏せて通り過ぎようとした。

「お役に立ちましたか？」

　思いがけない問いに、不覚にも足を止めてしまう。聞こえないふりもいまさらできず、顔をあげると成維はにこっと笑った。

「ご心配なく。弘徽殿女御は近々に追い払いますよ」

「!!」

　驚きよう愕がくで目を見開いた真子に、澄すました表情で成維は言う。

「なに、感謝していただくにはおよびませんよ。私はあの女御にはたいそう恨うらみがございましてね。これで積せき年ねんの思いをようやく晴らせるというものですから」

　などと言いながら、ひどく恩おん着きせがましい成維の発言を、真子は唐もろ土こしか高こう麗らいの人間の言葉のような感覚で聞いた。

　なにを言っているのだろう、この男は？　感謝をするなどと、いったい誰が誰に？

「そういえば、式しき部ぶ卿きようの宮みや様もようやく腹をくくってくださったようですね」

「え？」

　それまで耳を通りすぎるだけだった成維の声を、ようやく言葉として捉える。意味を問うように目をむける真子に、成維は満面の笑みを浮かべた。

「帝の外がい戚せきとなることは、亡き父の悲ひ願がんでもありました。兄妹きようだいが力をあわせてその夢を叶かなえるのですから、きっと父も彼岸で喜んでいることでしょう」

　成維の表情は、自分の言動にいっぺんのためらいもない者のそれだった。

　真子は本当に理解できなかった。

　なぜだろう？　なぜこの異母兄は、あれだけの扱いをしておいて、真子が素直に自分の指示に従うと信じられるのだろう？

「あとはあなたが男児を産めば、それで大丈夫です。どうぞご心配なく。後ろ盾のない東宮など廃はいしてみせますよ」

　不自然に大きな声で告げると、成維は真子の背中越しに一瞥をくれる。怪け訝げんに思って振り返ると、そこには綾乃と並んで一人の女房が立っていた。駆け寄ってくる綾乃の横で、女房はくるりと踵きびすを返すと弘徽殿に戻って行った。

「姫様！」

　綾乃はひどく焦あせった声で言った。

「いまの右大臣様の言葉、聞かれました」

　真子は表情を険しくする。あの女房はまちがいなく邑子に告げに行ったはずだ。どう考えたってまずいだろう。

　おびえながら弘徽殿の方向を見るが、特に反応はない。いま話を聞いている最中なのかもしれないが、場合によっては謀む反ほんの罪つみを問われかねない言動だ。いくら成維のことが嫌いでも笑いごとで済ませられる話ではない。

（だいたいなんだって、あんな大きな声で言うのよ）

　忌いま々いましく思ったとき、ばたばたと床を踏み鳴らす音が響いた。

「に、女御様！」

「御静まりください！」

　女達の悲鳴にぎょっとして顔をむけると、弘徽殿の簀子を邑子が走ってきていた。

　真子は目を疑った。女御としてあるまじき行動もだが、近づいてきた彼女の様相があまりにもすさまじいものだったからだ。

　艶つやのある黒髪を振り乱し、小袿は完全に脱げて、その下の単ひとえも右肩に辛かろうじて残るのみである。女御以前に女人のこんな姿自体をはじめて目にした。

「させるかぁぁぁ────！」

　この世のものとは思えぬ奇き妙みような声に度ど肝ぎもを抜かれる。次の瞬間、身体をばんっと突かれてそのままひっくり返った。腰と背への衝撃と痛みに顔をしかめる間もなく、なにかにのしかかられる。

「なっ───」

　なにごとかと認識する前に頰をばしっと打たれた。悲鳴をあげる前に二発、三発と立てつづけに殴おう打だされる。
















「お前などに、お前などに、させてたまるか！」

　火を押しつけられたような痛みが、繰り返し頰に打ち下ろされる。痛みで目も開けにくい中で確認すると、馬乗りになって殴打を食らわしているのは邑子だった。

「姫様！」

　綾乃が邑子の腕に取りすがろうとするが、まるで羽虫のように振り払われてしまう。弘徽殿の女房達も必死で止めようとするが同様だった。

「女御様、おやめください」

「なりません、どうぞ落ちついてください」

「誰か、舎人とねりを呼んで」

　泣きだしそうな綾乃と女房の声がほうぼうから聞こえる。それでも邑子の殴打はいっこうに弱まる気配がない。

　半なかば朦もう朧ろうとしかけたとき、がっと首をつかまれる。

　まずい、と思ったときには指に力がこめられていた。急速に息が苦しくなり、視界が暗くなりかかった。

　次の瞬間、すべてが一気に解放された。

　首の圧あつ迫ぱくも身体の重みもなくなり、ようやく呼吸を取り戻す。

　ほっと一息つくや否いなや、何者かに身体を起こされる。

「大丈夫ですか！」

　聞き覚えのある声に真子はうっすらと目を開く。声の主ぬしは迪里だった。彼は真子の身体を抱き起こしている。

「……宮様」

　かすれかすれの声で呼びかけると、迪里は心配ないというようにうなずく。傍かたわらで綾乃がわっと声をあげて泣き出した。

「無礼者、私は女御ぞ！　手を離さぬか！」

　金かな切きり声ごえにわれに返り、迪里の腕に抱かれたまま顔をむける。

　すると少し離れた場所で邑子が舎人に羽は交がい締じめにされていた。他の者だったら床に押しつけられていただろうが、さすがに女御相手にそれはできなかったらしい。そのせいか、邑子はいまにも舎人達の手を抜け出さんばかりに暴れている。

　お付きの女房達が涙を流しながら必死になだめているが、常じよう軌きを逸いつした状態での説得などまったく効こうを奏そうさない。なにごとかとばかりに、朝ちよう臣しん達も集まってきている。

　ずくずくと痛む頰を押さえながら、次第に思考がはっきりとしてくる。まったく堪かん忍にんして欲しい。こんな光景、いいさらし者だ。

「女御を弘徽殿にお連れしろ！」

　強い口調で命じた後、迪里は口調をあらためた。

「どうやら物ものの怪けに取とり憑つかれておられるようだ。加か持じの僧そうを呼べ」

「は、はい！」

　女房の一人があわただしく腰をあげる。物の怪憑きという拘こう束そくの理由を得た舎人達は、なおも暴れる邑子を引きずるようにして弘徽殿まで連れて行った。お付きの女房達が急いで後につづく。朝臣達も呆気に取られたように見送っている。

　あの調子では塗ぬり籠ごめに閉じこめなくては、また追いかけてくるのではないか？　そんな懸念を抱いていると、とつぜん身体が持ちあがった。

　気が付くと迪里に横抱きに抱えあげられていた。

「え？」

「曹ぞう司しまでお送りします」

「!?」

　目を見開く真子の上で、迪里はそばに居た綾乃に目配せをする。彼の顔を下から見あげ、思った以上に近い距離に少々焦る。考えてみればあれだけ顔を打たれたのだから、ものすごい面めん相そうになっているのではないだろうか？

　おそるおそる右手で頰に触ふれると、ずくんと痛んだ。触さわっただけでこれだから、きっとひどい顔になっているにちがいない。こんな状況にもかかわらず、真子は迪里の腕から飛び下りたい衝動にかられた。

「げに恐ろしきは、女人の乱心」

　耳に障さわる甲かん高だかい声に、迪里が足を止める。痛みだか嫌悪だか分からぬまま真子は顔をしかめる。進行方向の清涼殿の簀子に、成維が立っていた。

「女御には、やはり御下がりいただいたほうがよろしいようですね」

　してやったりと言わんばかりの声音に真子ははっとする。成維の眼差しは渡殿に集まっている朝臣達にむけられている。

（まさか……）

　ずくずくと痛む頰を指先で押さえたとき、頭上で迪里が素そっ気けない声で言った。

「──あなた達で話しあった結果を、女御にお伝えください」
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　女によう房ぼう達が急いで調ととのえた床とこに、迪みち里さとは真さな子こを下ろした。

「別に横にならなくても大丈夫です」

　恥ずかしげに真子は訴えたが、迪里は聞く耳を持たなかった。しかも取り急ぎ綾あや乃のが用意した角つの盥だらいに麻あさ布ぬのを浸ひたし、手ずから顔を拭ふこうとする。

「あ、綾乃に……」

「黙っていてください。うまくぬぐえません」

　しどろもどろになる真子を静かに諭さとすと、迪里は麻布を口くち許もとに近づける。自分の顔を見ることはできないが、口が切れているだろうことは血の臭においで分かった。

　傷が痛いこともあり、真子は借りてきた猫のように黙りこんだ。もちろん綾乃をはじめとした女房達も口を出せないでいる。

　じっと見ていられるのも落ちつかず、真子はひとまず綾乃以外の女房を下がらせた。

　男性にしてはほっそりとした迪里の手が、丁てい寧ねいに傷口をぬぐう。ひんやりとした濡ぬれた布の感かん触しよくが火ほ照てった傷口に心地よい。

　しばらくの間、無言で作業をつづけていた迪里は、やがてぽつりと問うた。

「なんだって、あんなことに？」

「それは───」

　語ろうとして傷の痛みで顔をしかめる。見み兼かねた綾乃が代わりに事情を説明した。

　話を聞く迪里の表情が、みるみるうちに不快げに歪ゆがんでいった。真子は床から彼の顔を見あげながら訴えた。

「物ものの怪けなんかじゃありません」

　きっぱりと言ったはずみで、唇の端に激痛が走った。

　まちがいない。痛みに顔をしかめながら、真子は確信していた。成なり維すみがあんな危険な発言を聞こえよがしにしたのは、邑すみ子こを挑ちよう発はつして彼女を貶おとしめたかったからだ。これまでの状況なら成維のほうが失しつ脚きやくさせられかねない事態だが、いま二人の地位と権けん威いは逆転している。息子の危機を示し唆さする発言をわざと聞こえるようにして、それでなくとも不安定だった邑子はまんまと策略にはめられたのだ。

「あれは右う大だい臣じんが仕組んだものです」

　怒りのあまり、真子は声を震わせた。

「分かっています」

　短く迪里は答えた。

「ですがあのときは、ああでも言わなければ収まりがつきませんでしたから。それに被ひ害がい者しやであるあなたにこんなことを言うのもいかがかと思いますが、正常な状態であなたに暴行を働いたとされるよりは、まだ物の怪の仕し業わざにしたほうがいくらかでも穏やかにすむと思ったのです。右大臣の策略であればなおさら───」

「私じゃなくて、右大臣を殴なぐればいいのに」

　未いまだにずきずきする頰を、真子は不服げに膨らませた。

　あのすさまじい力だったら、いくら男の成維でも容よう易いに振り払えなかっただろう。一～二発、いや三～四発ぐらい殴られたとしてもまだ飽あき足たらない。

「本当ですね」

　ここにきて、はじめて怒りをにじませて迪里は同意した。

　するとそれまで黙っていた綾乃が、握にぎり拳こぶしを作って言う。

「私も物の怪に取り憑かれたふりをして、五発ぐらい殴ってやりたい気持ちですよ」

「やめたほうがいい、手が痛いだけだ」

　やけに冷静に迪里は突っこんだが、話を聞いていた真子の気持ちとしては、たとえ指を折ってでも五発以上は殴ってやりたいというところだった。少なくとも自分は邑子から五発以上は殴られている。

　ともあれ三人の怒りの矛ほこ先さきが、邑子よりも成維にむけられていることは一いつ致ちしていた。

　実際真子は、邑子に対してそれほど怒りは覚えていなかった。むしろ憐あわれむ気持ちのほうが強かった。おそらくそれは彼女の受けた仕打ちが、自分に対する成維のこれまでの仕打ちと重なるからなのだろう。

「女によう御ごは追放になりますか？」

　真子は尋ねた。里り邸ていなどとごまかしたところで、事実上の追放だ。いまごろ成維は、朝ちよう臣しん達を言いくるめていることだろう。御お病やまいを患わずらわれているだとか理由をつけて───。

　はたして迪里はうなずいた。

「おそらく、そうなるでしょう」

　なんとも複雑な心境になる真子に、あらためて迪里は言った。

「ですが物の怪の仕業とすれば、少なくとも東とう宮ぐうに累るいが及およぶことはないでしょう」

　思いがけない言葉に真子は眼を瞬まばたかせる。実はいまの言葉を聞くまで、東宮に危害が及ぶことなど考えてもいなかった。しかし考えてみればありうる話だ。家族の不ふ祥しよう事じで失脚した例は、古こ今こん東とう西ざい枚まい挙きよにいとまが無い。

（じゃあ、狙ねらいは女御ではなくて東宮様？）

　成維は、邑子に対して個人的な恨みがあると言っていた。それゆえ報ほう復ふくで彼女の追放を画かく策さくしたのだと思っていた。だが、本心はそうではなくて───。

　悶もん々もんと思い悩む真子に、迪里はため息交じりに告げた。

「あの行動が女御の本意でしたものとされたら、右大臣はそれを理由に東宮を廃はい嫡ちやくに持っていくでしょう。それもあってとっさに物の怪などと言ってしまったのです」

　真子は衾ふすまがわりに胸の下にかけていた単ひとえを握りしめた。

　なんという卑ひ劣れつなやり口なのか。

　邑子にもけしてよい印象は持っていないが、成維への怒りと嫌悪はそれ以上だ。卑劣な手口にはもちろんだが、これだけの仕打ちをしておきながら、真子が素直に自分の言うことに従うと考える思考回路が許せない。

　迪里との結婚という餌えさに簡単に食いつくと信じているのか？　あるいは女であれば男に従うことはとうぜんだと思っているのか？　いずれにしろそんな人間だと思われているとしたら屈くつ辱じよくだった。

「宮様」

　たまらず真子は呼びかけた。

「このまま、あの異母兄あにの思うままにさせてよいのでしょうか？」

　心の中にずっとありつづけた反発が、言葉になってはじめて出た。

　綾乃は同意とばかりに顔を輝かせるが、迪里は釈しやく然ぜんとしない面おも持もちのまま答えた。

「あなたはご存じないかもしれませんが、女御とて自分の威い光こうを笠かさに着てこれまで好きなようにやってきたのですから」

　そのあたりの詳くわしい事情は分からないので、真子は黙るしかなかった。

　しかしそのとおりだとしたら、亡くなった人達をとやかく言いたくはないが、左大臣も帝みかどももう少し均きん衡こうの取れた人事を行うべきだったのではないか。

　絶対的な権力を持っている者には、そのぶん反感を抱いている者も多い。自分達の亡き後、庇ひ護ご下かにあった者の行ゆく末すえを考えるのなら、あまり偏かたよったことはせずに苦く汁じゆうをなめさせられている者の存在にももう少し配はい慮りよすべきだったのだろう。

　とはいえ報復の一面があったとしても、成維の邑子へのふるまいはあんまりだ。なによりいくら利害の一致があったとしても、あんな仕打ちを受けた人間から都合よく利用されることに、真子は納得ができなかった。

　そもそも成維の邑子への仕打ちが、彼女のこれまでのふるまいに対する報復だったとしたら、真子への成維の仕打ちはなんだというのか？　ちがうだろう。あの男はたとえ邑子から普通に遇ぐうされていたとしても、おのれの得のために彼女を平然と貶めたにちがいない。

「ですが私は、あの異母兄が許せません」

　絞しぼり出した声音に、真子は怒りをにじませた。まったく同意だという顔をする綾乃を横に、迪里は用心深い口調で尋ねる。

「あなたに、こんなひどい仕打ちをした女御をかばうのですか？」

「それもそうなるように、異母兄が誘ゆう導どうしたことです。私はあんな人間に協力など絶対にしたくありません」

　迪里と結ばれるためであれば、人からなんと言われようとかまわないと開き直れた。二代の妃となることさえも、吞のみこめると思っていた。

　だが、これだけはちがう。恋のために貞てい節せつを否定されることはがまんできても、自分の良心を曲げることはできなかった。

　誰がなんと言おうと、自分自身に恥ずかしい。

　意気込む真子から迪里は一度目をそらし、沈むような声音で言った。

「不本意ではありますが、私達が結ばれるためにはあの人の協力が必要なのです」

「!!」

　いまさら突きつけられた現実に、真子は眼を見開く。

　反論の言葉がないのは、理り屈くつではそのとおりだと分かっていたからだ。それでも素直にうなずくことができないのは、感情が納得できなかったからだ。

「ですが………」

「お覚悟を決めたと、仰せになりませんでしたか？」

　ぴしっと、笏しやくかなにかで手のひらをひとつ打たれような気がした。

　迪里の言うとおりだ。ここまできてごちゃごちゃ言い出すなど、あまりにも彼の意向を蔑ないがしろにしている。

　だが分かっていても、どうしても戸惑いが消せない。

　人としてそれでよいのか？　そんな疑問を訴えるように、真子は迪里を見つめる。

　対して迪里は、愁うれいを帯びた瞳で懇こん願がんするように真子を見下ろしていた。

　どちらも妥協の言葉を言えないまま、張りつめた空気が室へやに流れる。

　しばしの見つめあいのあと、迪里の眼に昏くらい光が宿った。これまで目にしたこともない彼の反応に、真子はぎくりとして身を固くする。

　やがて迪里は、まるで裁きを下すように告げた。

「私は帝になります。そのことを今日のうちに朝臣達に告げます」

　あらためて聞かされた言葉の真意を、真子はとっさに解かいすることができなかった。

　戸惑う真子に、迪里は静かにつづけた。

「そしてあなたに、帝として女御宣せん旨じを下します」
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　後こう涼ろう殿でんを出たあと、迪みち里さとは式しき部ぶ省しようにある自分の執しつ務む室しつに閉じこもっていた。

　曹ぞう司しでの真さな子この表情が、目に焼きついて離れなかった。

　宣せん旨じを下すと告げたとき、真子はまるで知らない生き物を見るような目で自分を見た。

　とうぜんだと迪里は思った。成なり維すみのあんな卑ひ劣れつなやり口を、阻はばむどころか協力しようとしているのだから。

　迪里とて成維のやり方には嫌けん悪おを覚える。確かに邑すみ子この行状も褒ほめられたものではなかったが、あそこまで貶おとしめられる謂いわれはない。まして東とう宮ぐうの母に対してあの仕打ちはあまりにも礼節を欠いている。

　自分に対するかつての仕打ちにも通じる異母兄あにのふるまいに、真子が反発するのはとうぜんだろう。彼女は人の痛みを想像し、物事の筋道を理解できる人間だ。あんな乱暴を働かれても邑子に同情し、その怒りは大おお本もとを作った成維にむけられている。それゆえに彼の策略に乗ることを、断固として拒否したのだ。

　まったく正当な反発で、蝶を追いかけて蜘く蛛もを弁護したときとなにも変わらない。ぱっと聞いたかぎりは珍ちん妙みようなことを言うが、物事の本質を素そ朴ぼくに正しく捉とらえている。迪里が惹ひかれた気き性しようを、真子はそのまま保ちつづけている。その美点から彼女は成維に反発しているのだ。

　だというのに、迪里は考え直せなかった。

　良心に反しても、恥知らずと罵ののしられても、真子を自分のものにしたかった。たとえ彼女から軽けい蔑べつされることになったとしても───。

「式しき部ぶ卿きようの宮みや様」

　衝つい立たて障しよう子じのむこうから、聞き慣れた官かん吏りの呼ぶ声がした。

　物思いから立ち返り、迪里は頭こうべを回めぐらせた。

「なんだ？」

「右う大だい弁べん様が、お会いしたいと」

　邑子の弟の名前に、迪里は表情を硬かたくする。祖そ父ふ・左さ大だい臣じんの服ふく喪もで出しゆつ仕しをやめていたはずだが、迪里個人を訪ねてわざわざ御ご所しよに来るとはどういう意図があってのことなのか。

　どう思ったのか、官吏は弁明するように声をひそめる。

「三み十そ日かはまだ経たっておりませんが、ここにお出いでになられる前に禊みそぎを受けてこられたそうです」

　死し穢えに触れた場合、穢けがれが広がるのを防ぐために三十日の謹きん慎しんを求められる。これは近親者が亡くなった場合の服喪とは別で、道みち端ばたで行ゆき倒だおれの死体に遭そう遇ぐうしたときも同じだ。ただし禊を受ければ、それは免めん除じよされる。

　左大臣が亡くなってから、もうそろそろひと月になろうとしている。あとわずかなその日を待てずに禊を受けたということは、急きゆう遽きよ参さん内だいする理由ができたのだろう。

（弘こ徽き殿でんの女によう御ごか………）

　今朝のことを思えば色々気まずいところはあったが、会わないわけにもいかない。そもそもなんの目的があって面会を望んでいるのか確認しなければ落ちつかなかった。迪里は腹をくくり、通すように言った。

　少しして衝立障子のむこうから、右大弁が姿を見せた。

　喪に服して巻まき纓えいの冠かんむりに鈍にび色いろの袍ほう、下に透すける衵あこめは赤ではなく白である。とうぜんと言えばそうだがやつれは顕けん著ちよで、警戒しつつも迪里はこの少年を痛ましく思う気持ちを抑えられなかった。

「少しは落ちつかれたか？」

　口調を穏やかにして問うと、右大弁はこくりとうなずく。しかしそれ以上彼がものを言おうとしないので、迪里もなにも問えなかった。

　しばしの沈黙が流れ、ようやく右大弁が切り出す。

「今朝は、姉女御が大変なご迷惑をおかけしたようで………」

「いや、物ものの怪けがさせたことだろう。あなたがそう思いつめる必要はない」

　あんのじょう切り出された話題に、迪里はなだめるように返す。右大弁は曖あい昧まいにうなずいたあと、あらためて告げた。

「女御と東とう宮ぐう様を、これから二に条じようの里り邸ていにお連れいたします」

　予想していたこととはいえ、あまりに急な話で迪里は驚く。騒そう動どうが起きて数刻しか経たっていないのに、あの短い時間で、そこまで取り決められてしまったということである。そしてそのために、出仕をやめていた右大弁がわざわざ呼び出された。

「そのほうがよいかもしれない」

　ぽつりと迪里がつぶやくと、右大弁はぴくりと眉を動かした。

「いまの御所は、女御にとってお辛つらい場所でしかないだろう。ご実家のほうで心身ともにお休みになられたほうが彼女のためやもしれない」

「尚か侍んの君きみにとっても、女御がおいでにならないほうが安らげるものと存じます」

　険けんのある声こわ音ねに、迪里は表情を硬くする。しかしそのいっぽうで〝しかたがない〟とも思った。右大弁も左大臣家の嫡ちやく子しとしての誇ほこりから、精一杯の理性で礼儀を通そうとしたのかもしれない。だが、十四歳の少年にはやはり限界だった。

「畏おそれ多くも東宮様をお預かりすることとなりました。及ばずながら精一杯お世話をさせていただき、かならず天てん子しにふさわしい御おん方かたにお育て申しあげますので、あとあとのことはどうぞご安心ください」

　一息に語ったあと、右大弁は燃えるような瞳で迪里をにらみつけた。

　そんな目をむけられても、迪里の心には怒りも反発もなかった。彼の心にはただ目の前の少年に対するいたましさがあるだけだった。

　これまで父と祖父の圧あつ倒とう的てきな庇ひ護ご下かにあり、自分の未来になんの疑いもなく過ごしてきた少年が、はじめて世の厳しさを知ったのだろう。

　自分と真子の間に親しん王のうが産まれたのなら、成維はなんとしてでもその子を東宮にしようとするはずだ。現状での東宮の地位は、それまでのつなぎのようなものに成り果てている。それを覆くつがえすためには───。

「右大弁」

　迪里の声が静かなものだったからか、右大弁は毒どつ気けを抜かれたような表情をする。

　かまわず迪里は、彼の眼を正面から捉えて言った。

「一日でも、一刻でも早く、大人になるんだ」

「………」

「後うしろ盾だてもない子供だった私は、大切な人を守ることができなかった。いま、同じ立場になった東宮をお守りできるのは、あなただけだ」

　よほど意外な言葉だったようで、右大弁はしばしぽかんとして迪里を見つめていた。やがて急にばつが悪くなったとでも言うように、一礼してその場を立ち去っていった。

　次第に小さくなってゆく足音を聞きながら、迪里はあの少年が彼の祖父や成維とはちがった大人になってくれるよう、祈らずにはいられなかった。







　その日の申さるの刻こく、式部卿宮迪里親王の践せん祚その日取りが発表された。
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　正式な入じゆ内だいに備えるために真さな子こがいったん御ご所しよを退たい出しゆつしたのは、迪みち里さとの践せん祚その日取りが決まって五日後のことだった。

　女によう御ごになるにしても、尚侍ないしのかみから横よこ滑すべりのようにでは体てい裁さいがよろしくない。大だい臣じん家けの娘なのだから、やはり正式な儀ぎ式しきを経へて入内すべきだという成なり維すみの意見を踏ふまえてのものだった。きっとこれ見よがしに、華はなやかに入内の儀ぎを行うつもりなのだろう。

　退出は人ひと目めにつかないよう夜に行われることになった。なんでも尚侍としての出しゆつ仕しはもちろん、先せん々せん帝ていの妃きさきであったという過去をないものにするためだそうだ。

　翌朝になれば、新しい尚侍は神かみ隠かくしにあったようにこつ然と姿を消し、最初からなかった存在にされる。そうして御所での真子の形けい跡せきをなくしてしまい、過去のない清らかな娘として入内するという建たて前まえらしい。

　しかし水み無な月づきでは酉とりの刻こくあたりまではまだ明るく、結局真子が御所を後にしたのは戌いぬの刻こくを回ってからになってしまった。

「馬ば鹿かみたい」

　牛ぎつ車しやの中で、思わず真子は毒づく。十日後には入内のために御所に戻るのに、よりによってあの成維の家に行かなくてはならないのだ。そもそもそんな白しら々じらしい工作のために、危険な夜の外出となったのかと思うといっそう腹立たしさが増してくる。

　しかも清らかな娘として生まれ変わるなどと、まるで百ひやく戦せん錬れん磨まの女のような言われようではないか。あるいは恥はずかしげもなく二代の妃きさきになるような女は、とうぜん身持ちも悪い女だと思われているのか。

　真子のぼやきに、同乗していた綾あや乃のも深くうなずく。

「本当ですよね。このまま御所にいらしたほうが、よほど良かったのに」

　彼女とて成維の邸やしきに行くぐらいなら、御所にいたほうがましだと考えているのだろう。

　邑すみ子こが退出した後の御所には、弘こ徽き殿でんの女によう房ぼう達もいないのだから。

　あの騒そう動どうの夕方、邑子は東とう宮ぐうとともに弟の右う大だい弁べんに連れられて二に条じようの実家に戻った。

　手て際ぎわのよさに呆あきれ返り、結局成維の思うままになったのかと歯は痒がゆさがこみあげる。このままにはしたくないと何度か迪里へ面会を求めたが、彼は物もの忌いみを理由に出仕すらしておらず、出した文ふみにもその旨むねが記されて戻ってくるだけだった。

　これまで迪里は承しよう諾だくの可か否ひを問わず、真子のあらゆる申し出に誠実に応じてくれていた。

　その迪里がこんなふるまいをすることに、真子は彼の決然とした意志を感じた。きっとこの態度を、入内まで押し通してしまうつもりだろう。

　帝となって宣せん旨じを下されれば、この国の人間は逆らうことはできない。迪里はなにがあっても真子を入内させるつもりでいるから、ためらいや戸と惑まどいなど聞く必要がないのだ。むしろ訴うつたえを聞くことで、自分の心に迷いが生じることのほうを彼は恐おそれている。

　───帝として女御宣旨を下します。

　聞く耳を持たない迪里の態度に怒いかりはなく、むしろ申し訳なさのほうを感じる。

　だが、そのいっぽうで戸惑いは残る。

　なぜそう思うのか？　自分でも望んでいたことではないか？　しかも懸け念ねんであった人の目も、邑子がいなくなった御所ではあからさまに批判してくる者はいなくなった。皮肉な話だが、成維のおかげだ。

　たとえ毛け嫌ぎらいしている相手でも、自分達の思おも惑わくは一いつ致ちしている。成維の手て駒ごまとなるのが気に入らないのであれば、こちらも彼を利用するぐらいのつもりでいたらいいのだ。成維への反発から、迪里の想いをむげにするなど本ほん末まつ転てん倒とうも甚はなはだしい。迪里はそのつもりで割り切っているのだから。

　そこで真子はふと考えつく。

　成維の最終的な目的は、いま居る東とう宮ぐうを廃はいして、自分と迪里の間に産まれた皇み子こを帝てい位いに即つけることだろう。

　しかし迪里は東宮に累るいを及ぼさないため、邑子の乱らん行ぎようを物ものの怪けの仕し業わざにしたのだと言っていた。それは彼の正しさである。

　だが迪里が成維と手を結ぶことを覚かく悟ごしたのなら、そんなことは言っていられなくなってしまう。

　───お覚悟を決めたと、仰おおせになりませんでしたか？

　静かな威い厳げんを持って告げられた言葉を思い出す。彼がそれを口にしたのは、真子が入内に難なん色しよくを示すようなことを言った直後だった。あのときの迪里の目は、これまで見たこともないほどに昏くらく輝かがやいていた。

　真子はこくりと唾つばを吞のんだ。

　では迪里は、すでにそのつもりになってしまったのだろうか？　成維と手を結び、東宮排はい斥せきの片棒を担かつぐつもりなのか？　あるいはそこまで積極的ではなくとも、成維の横暴を黙もく認にんするつもりなのか？　真子との結婚のために良心を押し殺して───。

（それでいいの!?）

　誰にともつかぬ問いを胸中で叫さけんだとき、急に車が停とまった。

　ぎいっ、という衝しよう撃げきで、真子は物思いから立ち返った。

「どうしたのです？」

　物見を開けて綾乃が尋たずねると、車くるま副ぞえの者が素早く近寄ってきた。目立たぬようにこっそりという名目から、車副は一人であとは牛うし飼かい童わらわのみである。とうぜん前さき払ばらいをする前ぜん駆くのような派手な者達はつけていない。

「少し先に死体が転がっていると、いま通りすがりの者が」

　真子と綾乃は顔を見あわせた。

　都で死体が転がっていること自体は珍めずらしくもない。刃にん傷じよう沙ざ汰たは日にち常じよう茶さ飯はん事じだし、赤あか疱もがさは大きな流りゆう行こうにはならず下した火びになったが、まだ完全には収まっていないと聞いている。行ゆき倒だおれの死体があっても特段不思議ではない。

　この場合の問題は、予定どおりに道を行けば死し穢えに遭そう遇ぐうしてしまうということだ。

「少し遠回りになりますが、迂う回かい致いたしますね」

「大だい丈じよう夫ぶよ、別に早く行きたい場所でもないから」

　綾乃の言い分には同意だが、大おお路じをそれて狭せまい路みちに入ることに若じやつ干かんの不安はある。成維の邸は大臣のそれに漏もれず、正門は三さん条じよう大おお路じに面していた。通常の行路で行けば朱す雀ざく大おお路じから二に条じよう大おお路じだけを使って帰れたのだが、いたしかたない。

　車は大路を迂回して、細い小こう路じを行きはじめた。

「行く先々で死穢に遭遇したとか言って、御所に戻れないかしらね」

「もしそんなことがあったら、間違いなく弘徽殿様の嫌いやがらせですよね」

　吐き捨てるように綾乃は言った。例の件で真子は成維に怒りを覚えたが、綾乃は当事者である邑子にもめいっぱい怒おこっていた。まあ、普通に考えればそうだろう。真子だって怒っていないわけではないが、もしどちらか一方だけ報復で殴なぐってもよいとなったら、まちがいなく成維を選ぶ。邑子に対しては彼女の運命が自分と重なってしまい、あれだけのことをされたにもかかわらずどうしても憎にくみきることができなかったのだ。

（二日ぐらい腫はれて、ひどい顔になっていたのに）

　まさか自分がこんなお人よしだとは思わなかった。頰ほおを押さえてため息をついたとき、再び牛車が停まった。よもや本当に再びの死穢に遭遇したのかと思ったが、外から聞こえてきた怒ど鳴なり声ごえにぎくりとする。

「な、なに？」

　上うわ擦ずった声を漏らしたせつな、車の後うしろ簾すだれが乱暴にはねあがった。なにごとかと思う間もなく乗りこんできた男にいきなり腕をつかまれる。

「姫様！」

　綾乃が悲鳴をあげると、男はぼそりとつぶやいた。

「そうか、こっちか……」

「!?」

　驚きよう愕がくに目を見開いた真子の身体からだを、男は後しり口くちに突き飛ばす。身体の均きん衡こうを失い、落ちると思った瞬しゆん間かん、外で待っていた別の男がまるで荷物のように真子を肩に担かつぎあげた。

「よし、ずらかるぞ！」

　ひょっとして落ちたほうがましだったかもしれない。やけに冷静に思ったあと、すぐに真子は本能からむちゃくちゃに暴れた。

「やめて、下ろして！」

「姫様！」

　車副と牛飼い童の声が同時に聞こえた。どうやらあの二人は無事のようだ。状況的には、車が止められたときに害されていても不思議ではなかった。恐きよう怖ふと混こん乱らんの中でも安あん堵どしたあと、みぞおちのあたりに強い痛みと衝撃が走る。そのまま真子は意識を失った。
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　目が覚めたとき真っ先に見えたものは、ほの暗い明かりに照らされた頑がん丈じような梁はりだった。

　だから真さな子こは朦もう朧ろうとした中で、自分は御ご所しよにいるのかと思った。だがすぐに気を失う前に起きた記憶がよみがえり、一気に目が覚めた。

　自分はいまどこにいるのか、あの男達は何者なのか？　意識をなくす寸前のことを思えば、どう考えたってよい答えは出てこない。視線を動かしたとたん、もしもの考えが現実のものになってしまうような気がした。

　恐怖で梁から視線が動かせなかった。

　真子はこくりと息を吞のみ、一度目をつむった。そうしたからといって現実が夢になるはずもないのに、早く覚めて欲しいとすがるような思いで祈いのった。

「お目覚めですか？」

　冷ややかな声こわ音ねに、虚むなしくも現実に引き戻される。

　しかしその声は、予想外に女のものであった。まさかの思いで眼を開けた真さな子こは、視線の先に立つ相手に息を吞んだ。

「………女によう御ご」

　床に転がる真子を見下ろしていたのは、鈍にび色いろの紗しやの小こ袿うちぎを着た邑すみ子こだった。

　彼女は悪びれたようすもなく、話をつづける。

「首しゆ尾びよくあなただけをお連れできたようで、よろしゅうございました。やはり関係のない者を巻まき添ぞえにするのは寝ね覚ざめが悪うございますものね」

　吞のん気きに横たわっていることなどできず、勢いをつけて真子は起きあがった。その弾はずみでずきりと腹部が痛いたんだ。気を失うぐらいなのだから、そうとうに強く殴なぐられたのだろう。まったくこの人がらみで、自分はいったい何発殴られているのやら。

　真子は威い嚇かくするように邑子をにらみながら、周囲のようすをうかがった。

　四方は襖ふすま障しよう子じと御み簾す、そして塗ぬり籠ごめの土つち壁かべである。暗くて分かりにくいが、御簾の先は庭ではなく廂ひさしだろう。どうやらこの場所は母おも屋やのようだ。大おお殿との油あぶらの明かりが灯ともされ、床や柱もよく手入れが行き届いているのが分かる。そのあたりのあばら家やでないことは確かだった。

「ここは？」

「二に条じようの、私の宿下がりために建てられた里り邸ていです。東とう宮ぐう様をお産み申しあげたときにも使っておりましたから、きちんと手入れはされていると思いますわ」

　やけに愛あい想そよく邑子は語るが、とうぜん安心などできるはずがない。あんな尋じん常じようではない手段で人を連れこんだのだから、なにか危害を加えるつもりに決まっている。

　真子は居住まいを正し、邑子を見あげた。

「なぜこのような手て荒あらな真ま似ねをなさいますの？」

　単刀直入に切り出すと、邑子は袿うちきの裾すそを引き、音をたててその場に座りこむ。手を伸ばせば届きそうな間を挟はさんで目の位置が同じになる。

　身構える真子に、邑子はぐいっと顔を突き出した。

「あなたに入内をされると、困るからです」

「残念ながら、私にもどうにもなりません」

　即そつ行こうで真子は答えた。

「こうなったときの女がどれほど無力であるのか、あなたこそ身に染しみてお分かりのはずです。東宮様のために私の入内を阻はばみたいとお考えなら、私ではなく異母兄あにに夜よ討うちをかけてください。私は止めはいたしません。とうぜんです。あの異母兄はそれだけの仕打ちをあなたにしたのですから」

　予想外の言い分だったのか、邑子はあ然として真子を見つめる。

　頭に血が上のぼった真子は、おのれの危機的状況も顧かえりみず、ここぞとばかりに畳たたみかける。

「この間だってそうですよ。怒りの矛ほこ先さきがちがうではありませんか。東宮様への不ふ遜そんな発言をしたのは私ではなく異母兄です。それなのに、なぜ私が殴られなくてはいけないのですか!?　関係のない者を巻き添えにしなくて済んだと安心する良心をお持ちなら、お門かど違ちがいの報ほう復ふくもやめてください」

　思い出していっそう腹立たしくなった。まったく、なぜ自分が殴られなくてはいけないのだ。殴られるべきは成なり維すみではないか。あのとき邑子が成維を殴ってくれたら、興奮して喝かつ采さいを贈ってしまっていたかもしれない。それに成維のほうも、いくらなんでも御所で女御に殴り返すことはできないだろう。

（ん？）

　ふと思いついた考えに、真子はとらわれる。

　こんなときに考えることではないが、それはかなりよい手段かもしれない。

「でもあなたが入内できなくなれば、あの男にも煮にえ湯ゆを飲ませることができるでしょう」

　冷ややかな邑子の声に、真子は物思いから引き戻される。ことごとく予想を裏切る反はん撃げきをしてくる真子にいっとき混乱していたようだが、ようやく邑子も本来の目的を取り戻したようだった。

「私ね、どうしたらあなたの入内を止めることができるか、里に戻ってからずっと考えていたのよ」

　邑子は紅べにを塗ぬった唇くちびるをあげ、にいっと笑った。

　まるで顔が裂さけたかのような笑えみに、背筋が凍こおる。これまでの感情的な形ぎよう相そうや声音はまだ人間味があった。だがこの笑みはおよそ人間のものとは思えない。いや、人間のものではあるが、あきらかに常じよう軌きを逸いつしているときのそれだった。ある意味、物ものの怪けよりも怖こわい。

　───この母が怨おん霊りようとなってでも弑しいしてみせますからね。

　弘こ徽き殿でんでの発言を思い出し、いっそう恐怖が煽あおられる。両手を後ろについて後あと退ずさりかけるが、袴はかまの裾をばんっと膝ひざで押さえられた。身動きができずにいる真子の前で、邑子は襟えり元もとから懐かい剣けんを取り出すと、鞘さやを払って銀色の刃やいばを光らせた。

　びくりと肩を震わせる真子の頰に、邑子はぴたぴたと刃をあてがう。

　逃げなければ、よけなければと思うのに、身がすくんで動けない。

　恐ろしさから戦慄わななく唇で、辛かろうじて真子は言葉をつむぐ。

「………私を、殺すつもりなの？」

「やだあ、そんなことしないわよ」

　ぱあっと明るく邑子は言った。

「だって怨霊になって祟たたられたら嫌でしょう。まあ、生いき霊りようという言葉もあるけど」

　どう考えても尋常ではない。普段の邑子ならどれほど感情的になっていても、こんな市し井せいの女のような喋しやべり方はしないはずだ。

　息を吞む真子に、邑子はまるで親友に対するように朗ほがらかに言った。

「だから、妃になれない身体になってもらおうと思って」

　真子はその言葉の意味を、とっさに理解することができなかった。

　答えを求めるようにまじまじと見つめると、悟さとったのか邑子はもう一度口を開く。

「顔を切り刻むのと、あなたをさらったあの男達の慰なぐさみ者ものになるのとどちらがいい？」

「………」

　あまりのひどい発想に言葉すら出なかった。よもや同性が同性にこんなことを考えつくなんて───いや、女だからこそそれがどんなにひどいことなのか、被ひ害がいを受けた女によ人にんにどれだけ深い傷を負おわせられるか承知しているのかもしれない。

　愕がく然ぜんとする真子に、邑子はなおも楽しげにつづける。

「でもね、どっちも迷うところなのよね」

　どちらがいい？　などと選せん択たくをこちらに委ゆだねるようなことを言ったくせに、こんなところで細かい部分がいちいち気に障さわる。

「だって顔に傷をつけるだけでは、あなたが私を訴え出たら私が終わりだし、かといって慰み者にするのも、普通の女なら身を恥はじて尼あまになりそうなものだけど、あなたのような多情な女は知らんぷりして平気で入内するかもしれないわよね」

　恐怖も忘れて、真子は邑子をにらみつけた。

　それは邑子に対する怒りではなかった。そもそも彼女は尋常な状態ではない。自分の罪つみが発覚することを恐れているのなら、こんなふうにして自ら手にかけようとするはずがない。真子をさらった暴ぼう漢かん達にやらせれば済むことだ。しかも拘こう束そくもせずに、ただ転がしていた。

　そんな明確なことすら理解できなくなっている邑子に、恐怖は感じてもやはり怒りは湧わかなかった。

　真子が怒っているのは、美び貌ぼうを、あるいは貞てい操そうを失ったら、女は愛されなくなってもしかたがないと考えている世間に対してだった。

　加えてそれは、同性である邑子が言ったからこそ煽あおられた怒りでもあった。女であることでこれだけ辛い思いをしている邑子が、なぜこんな言葉を言うのか？

　容姿にかんしては、男だってそういう部分はあるかもしれない。

　だが貞てい節せつにかんしては、なぜ女ばかりが強しいられなければならないのだ。

　男は妻以外にも幾いく人にんもの女を持ち、それが世間の常とされるのに、なぜ女は夫が亡なくなったあとも孤こ閨けいを守ることを強制されるのか？　周りが決めた結婚が失敗に終わってそれならば、女は自分の意志で人を愛することすら許されないというのか？

　いつしか真子は気力を取り戻し、隙すきを突つくように懐剣を握にぎる邑子の手首をがっと握りしめた。これまで震える以外身動きも取れなかった真子の豹ひよう変へんに、邑子は目を剝むく。しかし彼女も尋常ではない力で押し切ろうとする。

　二人の女は力比べのように動きを止める。懐剣は真子の頰に当たったまま、びくりとも動かない。恐らくここでこの剣を振り払っても、災さい難なんは終わらないだろう。この邸には先ほどの暴漢達もひそんでいるはずだ。そんな者達に出てこられては、どうしようもない。

　それでも、たとえこの身がどうなっても、これだけは告げてやると思った。

「残念ね」

　挑いどむように真子は言った。

「そんなことでは、私は負けないから」

　意味が分からぬのか、邑子はひどく混乱した表情を浮かべる。その隙に、真子は邑子の手を振り払った。彼女は懐剣を持ったまま床に倒れこんだ。素早く真子は立ちあがり、その場を逃げようとするが、ふたたび裾を押さえつけられて転てん倒とうする。しまったと思った瞬間には上にのしかかられていた。

「私だって負けられないのよ！」

　怒ど声せいをあげると、邑子は懐剣を振り下ろそうとする。真子はすんでのところで彼女の手首を受け止めた。

　唾つばを吐はくようにして邑子はわめきたてる。

「なによ！　あなたの入内が許されるのなら、私だってもう一度入内して、また皇み子こを産んでやるわよ」

　私だって好きで二度も入内をするわけじゃない。成維の手駒にされるなど真まっ平ぴらだ。

　ただ迪里と結ばれるためには、これしか方法がなかったのだ。

　世間からなんと言われようと、この恋だけはけして諦あきらめられない。

　そのために良心を曲げることになったとしても───。

　そのせつなだった。

　───どうぞ私の、生しよう涯がいただ一人の恋人になってください。

　閃ひらめくようにあのときの迪里の言葉がよみがえった。

（ちがう!!）

　真子は力を振ふり絞しぼり、身体の上で暴れる邑子を突き飛ばした。彼女が背中からひっくり返るのと同時に、真子は上半身を起こして叫んだ。

「宮様はそんなこと、致しません！」

　喉のどを引ひき裂さくような声だった。

「あの方は子供の頃からずっと私を助けてくださいました。そして私だけを愛すると誓ちかってくださいました。たとえあなたが私をどんな目にあわせようと、あの方は私を見捨てたり致しません。私はあの方を信じています！」

　叫んだあと、真子は肩で息をした。

　確かにいっときは懸け念ねんを抱いだいた。迪里が変わってしまったのではないかと。

　だがあの人は言ったではないか。

　真子以外の妃はいらない。生涯ただ一人の恋人になってくれと。

　ひとつの恋に対して、真しん摯しに情熱を持ってむきあうことを誓ってくれた。それほど誠実な人であれば、話しあいをつづけることできっと互いに折りあえるはずだ。

（あの方は、変わったりしない!!）

　見ると邑子はひっくり返ったまま呆ぼう然ぜんとこちらを見つめている。

　やがて彼女の表情が歪ゆがんだ。

「なんで、なんであなただけ………」

　邑子は声を震わせ、腰を浮かした。真子は反射的に立ちあがるも、逃げるのが遅れてしまった。気付いたときには、邑子が懐剣を持って突とつ進しんしてきていた。

（刺される！）

　身がすくみ、とっさに目をつむったときだ。

　風を切る気配がして、どんとなにかを突き飛ばす音がした。邑子の悲鳴と床に転がる音が同時にして、そしてあたりはしんと静かになった。

（え？）

　真子が目を開けたとき、目の前に荷か葉ようの香かおりのする白い衣きぬがあった。

　それが狩かり衣ぎぬの後ろ身だと気付いたのは、一呼吸置いてからだった。真子は見覚えのある背中が誰であるのかすぐに理解する。

「姫様！」

　聞き覚えのある綾乃の声と同時に複数の足音が響ひびく。狩衣の背中越ごしに、少し先に倒れこんだ邑子の姿が見える。三人の男達が素早く彼女を取り囲む。

「姫様、御無事ですか!?」

　そう叫んで綾乃が駆け寄ってくる前に、真子は目の前の背中に呼びかけた。

「宮様」

　迪里だ。こちらを向かなくても分かる。自分が邑子の懐剣に刺されなかったのは、迪里が助けてくれたからだ。

「ありが……」

　言い終わらぬうちに、真子は床に水すい滴てきのように滴したたり落ちる鮮せん血けつに気付く。よもやの思いに青ざめ、あわてて彼の前に回りこんだ真子は危あやうく悲鳴をあげかけた。

　迪里の胸元に、まるで花のように血がにじんでいたからだ。

「宮様！」

　悲鳴をあげる真子とは逆に、迪里は安堵の表情を浮かべて言った。

「間にあってよかった。怪け我がはしていないですか？」

「それはこちらの台詞せりふです！」

　真子は叫ぶと、柱のほうを見た。そこには無事を喜ぶ時じ宜ぎを逸いつし、おろおろと立たち尽つくす綾乃がいた。

「綾乃、薬くす師しを！」

「大丈夫ですよ。落ちついて」

　なだめるように言われ、真子はわれに返る。いくらか冷静さを取り戻して見れば、迪里は少ししかめ面つらをしてはいるが、すこぶるしゃんとしている。胸を刺されたのであれば、そもそも立っていられるはずがない。

「？」

「腕をかすっただけです」

　そう言って迪里は右の人差し指で左の二の腕辺りを指した。よく見ると白の狩衣の袖そでが破れ、血はそこからにじんでいた。胸元の染みはこの怪我から散ったもののようだ。ただ未いまだ出血がつづいているので、傷の深さは分からなかった。

　真子は懐ふところから懐かい紙しを取り出すと、それで傷口を押さえた。邑子との格かく闘とうでよれよれになっていたが、よくぞ落ちなかったものである。

「本当に、大丈夫なのですか？」

　不安げに真子が尋ねると、迪里は腕にあてがわれた懐紙を一いち瞥べつする。

「大丈夫です。こうやって押さえていれば止まりますよ」

　それでもまだ疑うような顔をする真子の手を迪里はそっと離し、自らの右腕で懐紙を押さえた。気き丈じような所しよ作さにようやく安堵の表情を浮かべると、ここぞとばかりに綾乃がしがみついてきた。

「姫様～～、無事でよかったです」

「ありがとう、綾乃も怪我はない？」

「私なんて、役立たずで本当にすみません。宮様が来てくださらなかったらどうなっていたか」

　その言葉に真子ははっとして、迪里と綾乃の顔をそれぞれに見比べる。襲しゆう撃げきの後、綾乃が迪里にそれを告げに行ったとして、なぜ二人はここに来ることができたのだろう？

「どうしてここが分かったの？」

「───私です」

　聞き覚えのない幼い声に顔をむける。

　御簾を持ちあげて廂に立っていたのは、鈍色の直衣のうしを着た少年だった。

「右う大だい弁べん様、女御様の弟君だそうです」

　綾乃が告げた予想外の人物の登場に、真子は眼めを見開く。

　あらためて邑子のほうに目をむけると、彼女は迪里の従者とおぼしき三人の男に囲まれて床に手をついてへたりこんでいた。弟の存在に気付いていないのか、放心のあまり分からなくなっているのか、がっくりとうなだれたまま身動きもしない。

　邑子以外の人間が注ちゆう視しする中、右大弁はゆっくりと母屋に入ってきた。

「姉上」

　呼びかけで、邑子ははじめて顔をあげた。

　せつな、彼女はひどくうろたえだした。まるで弟と目をあわせたことで、ようやく自分のしでかしたことに気付いたような反応だった。

「女御」

　迪里が呼びかけると、邑子は怒りと恐怖を交えた眼まな差ざしをむける。対して迪里は、表情を動かすことなく告げた。

「尚侍ないしのかみがさらわれたと聞いたとき、私は真っ先にあなたを疑いました。そのことを右大弁に相談すると、彼がこの里邸に連れて来てくれたのです」

　邑子は信じられないという表情で右大弁を見た。彼女の明確な抗こう議ぎの意思に、右大弁はまだ子供のようなその面おも差ざしをくしゃあと歪ませた。

「もうやめましょう」

　弟の言葉に邑子はびくりと身体を揺らす。

「こんなことをしては、東宮様に累るいが及びます」

　その言葉で真子は事情を理解した。姉の居場所を迪里に告げた右大弁の心しん境きようも───。

　それは邑子も同じだったようだ。彼女は唇を半開きにしたままじっと弟を見つめ、やがてがばっと床に伏ふすと、まるで爆はぜたように慟どう哭こくしはじめた。ほっそりした肢し体たいからは信じられない、獣けものの咆ほう哮こうのような鳴き声が寝しん殿でんに響き渡る。

　真子は複雑な気持ちで、打ち震える彼女の背中を見つめた。

　あんなことをされたうえに、あんなひどいことを言われたのに、なお真子は邑子を憎にくみきれなかった。あれだけ邑子を毛嫌いしていた綾乃も、複雑な面おも持もちで見下ろしている。

　やがて慟哭がすすり泣きに変わった頃、おもむろに迪里が呼びかけた。

「女御」

　邑子はびくんと背中を揺らしたが、顔はあげなかった。かまわず迪里はつづける。

「私はあと数日で帝になります。尚侍はその私の妃となる方です。その方にこのような暴ぼう挙きよを働けば、たとえあなたが東宮の母でもどうなるか、御覚悟はできていますか？」

　そう言ったときの迪里の表情は、これまで見たことがないほどに険けわしかった。その表情に少なからず真子は緊きん張ちようした。自分を想うが故ゆえの厳しい言葉に、これまで見たこともないほどに迪里の激しい怒りを感じ取ったからだ。

　いっぽう邑子は、厳しい言葉に観かん念ねんしたように顔をあげる。下さがり端ばは乱れ、目を真っ赤に泣き腫はらし、頰や唇の回りには乾いた涙の跡が張りついていた。

　そんな彼女の顔を見下ろし、迪里はさまざまなものを整理するように間を置く。

　とてつもなく長いと感じられる間に、あたりの空気が張りつめる。右大弁も姉のしでかしたことは理解しているからか、殊しゆ勝しように裁きを待つ人のように唇を嚙かみしめている。

　たまらず真子は、迪里の怪我をしていないほうの袖を引いた。

　具体的にどうして欲しいなどの言葉は分からなかった。ただ黙っていることができなかった。

　邑子の凋ちよう落らくは、貴族の世界に産まれた女によ人にんの誰にしも起こりうることだ。

　もちろん世の中にはやっていいことと悪いことがある。もし綾乃があんなことをされたら絶対に許せない。遠おん流るにしてやりたいというぐらいには思うだろう。仮に自分が邑子と同じ立場になっても、あんなことは絶対にやらないと断言できる。

　それでも心の奥の深い部分に、邑子に対する同情───いや、むしろ連れん帯たい感かんに近いのかもしれない。とにかくそんな感情がまるで抜ぬけない棘とげのようにありつづけるのだ。

　袖を引かれた迪里は、真子の訴えるような視線を受けとめる。彼はまるで真意を探さぐるように真子の目を凝ぎよう視しした。

　そうやってしばしの時が流れ、迪里は一度目を伏せた。

　やがて彼は視線を戻し、まるで自らに言い聞かせるように言った。

「ですが……あくまでも結果論ですが、尚侍は無事でした」

　その瞬間、真子はまちがいなく胸を撫なで下おろした。

　なおも真意がつかめずにいる邑子と右大弁をそれぞれ一瞥し、迪里は静かに言った。

「だからというわけではありませんが、私はあなた達を追放するわけにはいきません。なぜだかお分かりになりますか？」

　姉し弟ていは答えなかったが、かまわず迪里は答えを告げた。

「あなた達には、東宮を守る義務があるからです」
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　邑すみ子この里り邸ていを出てから、真さな子こは成なり維すみの邸やしきではなく迪みち里さとの邸てい宅たくにむかった。

　今回の件を隠いんぺいするためには、成維への遅ち延えんの言い訳が必要だった。どうしようかと考えたあげくの迪里の提案が『御ご所しよを出る前にした占うらないで、急きゆう遽きよ方かた違たがえが必要になった』というものだったのだ。

　方違えとは、外出のさいに悪い方角にむかって行くことを避さけるため、ひとまず別の方角にある家に泊とまり、そこから出発することを言う。

　もちろん車くるま副ぞえと牛うし飼かい童わらわには、うまく話をあわせるように命めいじている。この件が成維の知るところになれば、彼らも自分達の不ふ手て際ぎわを指し摘てきされかねない。そのように言い含めると、一も二もなく同意した。そもそもこの事態を、成維ではなく迪里に告げに行った綾あや乃のを止めなかったのだから、もともと彼に対して怯おびえていたのだろう。

　騎き馬ばの迪里とその従じゆう者しやに先導され、車は彼の邸に進んだ。綾乃から拉ら致ちの通報を受けた迪里は、危機的状況を察さつして車ではなく速度のある騎馬で右う大だい弁べんを訪ねたのだという。

「宮様、怪我をされているのに馬に乗って大だい丈じよう夫ぶなのかしら？」

　真子は不安げにつぶやいた。物見からようすを確認しようとするが、暗さに加え方向もあり迪里の姿を確認することはできない。

　やきもきする主人を見み兼かねたのか、なだめるように綾乃が言う。

「大丈夫ですよ。二に条じようを出発する前に従者から手当てを受けておいででしたし、宮様のお邸はもうすぐですから」

「そうなの？　それならよかった」

　真子はいったん胸を撫なで下ろしたが、ふと思いついてどきりとする。

（方違えということは、今こ宵よいは宮様のお邸に泊まるということよね）

　いまさらながら、そのことに気付いてにわかに緊張が高まる。

　平静を保とうと同乗している綾乃に話しかけようとしたが、なにを言ってもわざとらしくなるようでうまく言葉が思いつかない。

　たまたまなのか意図しているのか、綾乃も彼女には珍しく口を開かない。いつもならこちらが口をはさむ間もないくらい、にぎやかに笑ったり怒ったりしているのに。

　そうやって悶もん々もんと考えているうちに、やがて四し条じようの迪里の邸にたどりついた。

　従者の案内で車くるま宿やどりから中ちゆう門もん廊ろうに下りると、明かりを持った女によう房ぼうが出で迎むかえた。車宿りを使わない迪里は、すでに邸に入ってしまったようだ。

「どうぞ、西の対たいに室へやをご用意しております」

　明かりを動かして、女房が廊を指し示す。

　西の対という言葉に少し力が抜けた。主あるじの迪里の居住は、おそらく寝しん殿でんだろう。となると少なくとも寝しん所じよは別ということだ。

（……って、なにを考えているのよ！）

　はしたないと自分を叱しつ責せきしつつ、真子は衣きぬの裾を引く。東の対の簀すの子こを行き、寝殿への渡わた殿どのにあがる。綾乃は荷物の整理があるからと言って、中門廊に留とどまった。もちろん後から追いかけてくるだろう。

　夜よ更ふけ過ぎということもあったのか、庭の篝かがり火びは消えていた。軒のき先さきに吊つるした灯とう籠ろうだけが暗い床を辛かろうじて照らし出している。

　ひんやりとした板の上にひたひたと足音が響く中、さっと一いち陣じんの風が吹いた。

　水み無な月づきらしい生暖かい風は存ぞん外がいに勢いがあり、先導役の女房の手て燭しよくと釣つり灯どう籠ろうの明かりを一度にかき消してしまう。

「あ！」

　とたんに暗くなった周囲に、真子は小さく声をあげた。

「申し訳ありません、すぐに火を持ってまいります」

　恐きよう縮しゆくしたように言うと、女房は踵きびすを返して戻っていった。

　上じよう弦げんの月つきはすでに沈んでいる。あたりは星明かりでわずかに判別がつく程度だったが、そんな中をためらいもなく進んで行ったのだから、やはり住んでいる者は勝手がちがう。

　暗い中に残された真子は、所しよ在ざいなく前せん栽ざいや石の黒い影が濃く浮かびあがる南だん庭ていを眺ながめていた。

　せつな、彼女の視界をふわっと柔やわらかい光がかすめた。

　蛍ほたるだった。

　緑色がかった光があっという間に集まり、まるで空から降りてきた星々のように無数に輝きだした。光の軌き跡せきを描えがいて、蛍の光は南庭の前栽や池を照らし出す。幻げん想そう的てきな光景に真子はうっとりと見み惚とれてしまう。

「………なんて、きれい」

　ほうっとため息交まじりにつぶやいたとき、かたんと音が響いた。

　見ると寝殿の妻つま戸どが開き、奥から迪里が姿を見せた。

　するとまるで花に集まる蝶ちようのように、蛍が彼の周りを浮ふ遊ゆうしはじめたのである。

　白い小こ袖そで一枚きりの迪里を、無数の蛍の淡い光が照らし出す。

　手足の長い、均整の取れた体たい軀くが衣の下からはっきりと浮かびあがる。ひどく刺し激げき的てきな光景に動どう揺ようしながらも、真子は目を奪われてしまう。

（なんて、きれい………）

　先ほどと同じことをまた思ったとき、迪里が簀子に出てきた。

「声が聞こえたと思ったら………御お一人ひとりですか？」

　不思議そうに問われ、どぎまぎしながら真子はうなずく。蛍の光の中で、それが彼の目にどう映ったのかは不明である。

「明かりを取りに………」

「ああ」

　迪里は火が消えた灯籠を見あげ、納なつ得とくしたように相あい槌づちを打つ。ほんの少しの間の後、彼はおもむろに告げる。

「夜や気きは身体からだに悪い。中でお待ちになりませんか？」

　それまで小刻みだった鼓こ動どうが、大きくひとつはねた。真子は右の拳こぶしで胸元を押さえ、動揺や戸惑いを払はらうように深く息を吐いた。

「お邪じや魔ましてもよろしいですか？」

　迪里はこくりとうなずき、真子を妻戸のうちに招き入れた。

　南廂には大おお殿との油あぶらが灯され、格こう子しや几き帳ちように橙だいだい色いろの光と複雑な陰いん影えいを映し出していた。廂ひさしと母おも屋やの間の御み簾すはあがっていて、衣い架かにかかった狩かり衣ぎぬ、御み帳ちよう台だいの帳とばりに同じような影が刻まれている。

　おずおずと立ち尽くす真子を、迪里は几帳のむこうから手招く。

　あれは几帳を回って来いと言っているのか、それとも手前に来いと言っているのかどっちなのだろう。几帳越しなのか、それとも奥でむかいあって語ろうということなのか。

　迪里の意志を測はかりかねて、真子は立ち尽くすしかできない。

「どうなさいましたか？」

「……いえ、その」

　言葉を探す真子を、迪里は几帳のむこうからじっと見つめる。どう動いてよいのか分からずにいる真子を前に、迪里はおもむろに呼びかけた。

「尚侍ないしのかみ」

　真子はすぐに返事をすることができなかった。ただ緊張した面持ちで、几帳の先に立つ迪里を見るだけだ。

「あなたが私の后きさきとなり、もしも男だん児じに恵めぐまれても、私はいまの東とう宮ぐうを廃はいするつもりはありません」

　まったくの予想外の言葉に、真子はぽかんとする。

　やがて、ゆっくりと思考がよみがえってきた。

　宣せん旨じという形で入じゆ内だいを強引に進められそうになったとき、正直戸惑った。少なからず反発もあった。これまでずっと優しかった迪里が、帝位に即つくことで変わってしまうのではないかという不安もあった。

　だがいまの迪里の言葉から、真子ははっきりとした彼の本質を感じた。

（この人は、孤こ独どくだった私をたった一人支えてくれたあの人だ）

　これまであった緊張から解き放たれると、真子の胸には迪里に対する尊敬と共感と、なにより深い愛情が満ちあふれた。

「それでも、よろしいですか？」

　迪里の問いに、真子は下さがり端ばが揺れるほど大きくうなずいた。

　そして彼と自分の、双そう方ほうに言い聞かせるつもりで言った。

「山やま吹ぶきの花は実をつけなくても、人の心を和なごませる、あんなにも美しい黄き金んの花を精一杯咲さかせますよ」

　今度は迪里が虚きよをつかれたような表情をする。やがて彼は形のよい口くち許もとをゆっくりとほころばせた。

「はじめてあなたにお会いしたとき、山吹の花の精かと思いました」

「？」

「覚えておられませんか？　桜が満開の春の庭で、あなたは目に鮮あざやかな山吹色の衵あこめを着ておいでだったのですよ」

　その言葉に真子は首を傾かしげる。

「覚えておりませんわ。私は宮様が笛を吹いてくださったことしか」

「私に蝶ちようを捕つかまえろと言ったことや、蜘く蛛もをかばいだてしたことも？」

　そんな妙みようなことを言ったのかと、真子は顔も赤らむ気持ちだった。

　とにかく出会いの日のことは、迪里が〝笛を吹いて欲しい〟という自分の願いを聞き届けてくれたことしか覚えていない。なにしろ本当に嬉うれしくて、そのことだけで心がいっぱいになったのだから。

　恥はずかしげな顔をする真子を見て、迪里は声をあげて笑う。

　その反応に最初は頰ほおを膨ふくらませた真子も、やがて釣つられたように笑った。

　二人の笑いがまるで木こ霊だまのように響きあい、やがてふっと燈とう台だいの火がかき消えるように笑いが途と絶だえた。

　しんと静かになった室に、独特の緊張した空気が張りつめる。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、おもむろに迪里は告げた。

「本当は、あなたには西の対をご用意しておりました」

　どくんと胸が鳴る。

　女房は迪里が住まうこの寝殿ではなく、西の対に真子を案内しようとした。それはいま迪里が言うように、彼の意志だったにちがいない───。

「ですが、もう我が慢まんできません」

　迪里の言葉に、真子の胸の奥から制せい御ぎよも予測もできない熱い想いがほとばしった。

「私も……我慢できません」

　真子のその答えに、がたんと音をたてて几帳が倒れる。

　迪里は帳を踏ふみ越こえ駆け寄ってくると、そのまま真子を横抱きにして抱えあげた。真子は腕を伸ばし、迪里の首をかき抱いだくようにする。互いに求めあうように唇を重ね、そのまま母屋の御帳台の中へと連れて行かれる。

　そっと身体を下ろされてから、迪里は静かにささやく。

「はじめて会った日から、ずっと好きでした」

　その言葉を、真子は深い恍こう惚こつと陶とう酔すいの中で聞いたのだった。
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　迪みち里さとの践せん祚その式は予定どおり行われ、ひと月以上不在だった帝みかどがようやく誕生した。

　同時に真さな子こは二度目の入じゆ内だいを果たし、女によう御ご宣せん旨じを受けた。

　新しん帝ていの即そく位いと同時に新しい人事が発表され、成なり維すみは左さ大だい臣じんの地位に就ついた。とうぜん他も成維寄りの人事にはなったが、迪里に言わせると先の左大臣も同じようなことをしていたので、以前に比べて世が悪くなることもないだろうということだった。

　そして践祚の儀式から数日が経たち、各国の警けい固ご、固こ関げんが解かれた頃に、亡くなった先せん帝ていの四十九日の法ほう要ようが営まれた。

　迪里がその発言をしたのは、その後に清せい涼りよう殿でんで催もよおされた法ほう宴えんのさいだった。

　真子は迪里の間近で、几き帳ちよう越ごしに朝ちよう臣しん達のようすを眺めていた。

　宴うたげの性格上、騒そう々ぞうしいものにはならなかったが、念願だった左大臣の地位を得た成維の言葉や表情は、まさにわが世の春を謳おう歌かしている者のそれであった。

　その成維に、迪里はとつぜん春とう宮ぐう大だい夫ぶ就しゆう任にんを命めいじたのだった。

「は？」

　惚ほうけたような声をあげる成維に、迪里は笑顔を絶やさず言った。

「母親である女御はあの若さで出しゆつ家けされ、叔お父じになる右う大だい弁べんはまだ若じやく輩はいで二人ではどうにも力不足。となれば東宮を補ほ佐さする役目は、筆ひつ頭とうであるあなたしかおられまい。右大弁を亮すけに任命するゆえ、三人で協力して東宮をよく輔ほ導どうしてさしあげてくれ」

　驚きのあまり成維はとっさに返事ができないでいるようだった。

　春宮大夫とは、東宮を支える春とう宮ぐう坊ぼうの長ちよう官かんで、亮はその次官に当たる。ちなみに東宮と春宮は同じ意味だが、なぜか官署によって字を使い分けることになっている。

　おそらく成維は、真子が皇み子こを産んだら、すぐにでもいまの東宮を廃はいそうと企たくらんでいたのだろう。建前上はどう言っていようと、迪里もわが子ができたのなら同じ気になるものと信じ疑わなかったにちがいない。

　だがこの迪里の言い方では、あくまでも現東宮の地位を尊重しているように聞こえる。

　やけににこにこして成維の返事を待つ迪里に、真子は噴き出しそうになる。迪里が彼に対してこんな愛あい想そよくして見せたのは、はじめてのことではあるまいか？

　実際のところ真子も迪里も、成維と邑すみ子この双方を嫌きらっている。

　だからこそ、どちらの有ゆう利りにも肩入れするつもりはない。かといって、どちらを追放しようということでもない。蛙かえるか蛞なめ蝓くじのどちらかを選べと言われているようなものだが、それなら双方が動けないよう、蛇へびになってやればいいという迪里の提案を、真子は昨晩聞いていたのだ。

　しばし呆然としていた成維は、ようやく反応を取り戻した。

「もったいない役目ではございますが、蓮れん府ぷ（大だい臣じん）という重じゆう責せきを仰せつかった私が、そこまで手を回すことができるか………」

「もちろんそのために、いま東とう宮ぐう職しきの人選を詰めている。学識、道どう徳とくと優すぐれた人間を大お学お寮つかさから選任するつもりだから安心して欲しい。なにしろ私は式しき部ぶ省しようで仕事をしていたから、彼らの人格をよく知っている」

　成維の言葉をさえぎり、迪里は告げた。

　東宮職とは東宮傅ふと東宮学士を併あわせて呼び、ともに東宮を道徳的に指導する役割で、高い学識を持った有う徳とく者しやが選ばれる。どう転んでも成維が選任されるはずがない。

　邑子と右大弁に加え、東宮職の存在があっては成維も東宮をいいように扱あつかうことは困難だろう。

　とはいえ現状では、真子が男児を授さずかる保証もない。万が一そうなった場合、いまの東宮をあまり粗そ略りやくに扱うことは危険すぎる。別の者が春宮大夫の地位に就つき、その者が権力を握る結果になるのは、成維としても避けたい事態だろう。

「もしどうしても難むずかしいようであれば、他の者を考えねばならないが………」

「い、いえ。謹つつしんで引き受けさせていただきます」

　成維は殊しゆ勝しように頭を下げた。もろもろのことを計算したのか、それとも場を収めるためだったのかは不明である。

　一連の展開を見届けると、真子はすくっと立ちあがった。すぐそばに控ひかえていた綾乃が素早くつづく。そのまま自分の殿でん舎しやである藤ふじ壺つぼにむかっていると、あんのじょう後ろからばたばたとした足音が聞こえてきた。

「女御！」

　興奮した声は成維のものだった。これまでであれば聞こえないふりをして行ってしまうところだが、いかんせん本日は目的がある。

　渡殿で真子が足を止めると、成維は素早く前に回りこんだ。彼は屈くつ辱じよくに歪ゆがませた顔をぐいっと寄せた。

「いいですか、なんとしても男児を───」

　ぱぁ──ん！　と高らかな音が響いた。

　彼が言い終わらないうちに、真子はぴしゃりと閉ざした蝙かわ蝠ほりで成維の頰を思いっきり張り飛ばした。腕を真横どころかそれ以上に開いてから、勢いのまま戻したのでそうとうな衝しよう撃げきになっただろう。そのうえ蝙蝠は竹骨を使っているので、檜ひのきの薄うす板いたを重ねた檜ひ扇おうぎと同じくらいに効きいたはずだ。

　それらがすべてうまく働いたようで、女の力にもかかわらず成維は思いっきり吹っ飛んだ。高こう欄らんを飛び越さなかったのは不幸中の幸いだった。玉たま砂じや利りの上に転落させてしまっては、大おお怪け我がになりかねないし、そうなったらさすがに気が咎とがめる。

　簀子に尻しり餅もちをついて呆ぼう然ぜんと自分を見あげる成維に、真子は蝙蝠を顔の前にかざしてにっこりと微笑ほほえんだ。

「まあ大変、蚊かがとまっておりましたよ」
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「あのときの左さ大だい臣じん様の顔ったら」

　半日過ぎたにもかかわらず、綾あや乃のは思い出すたびに噴き出している。ツボにはまったというべきか、あるいは病やみつきと言ったほうがよさそうだ。

「本当は拳こぶしで殴ってやりたかったけど、こちらの手が痛いものね」

　悪戯いたずらっぽく真さな子こが言うと、綾乃はそれこそ我が慢まんできなくなったらしく、お腹なかを抱かかえて笑い転げた。

「情の多い妃きさきに加えて、野や蛮ばんな妃とも言われそうね」

「そっちは物ものの怪けが憑ついたでごまかせるのじゃないのですか？　あるいは女によう御ご様に不ふ動どう明みよう王おうが降こう臨りんして、邪じや悪あくを打うち払はらってくださったとか」

　綾乃の言葉に、今度は真子が腹を抱えて笑った。

　この件はその日のうちに御ご所しよ中じゆうに広がり、とうぜん迪みち里さとの耳にも入っていた。

　その晩、夜よるの御殿おとどを訪れた真子に、笑いながら彼は告げた。
















「おかげで兄妹きようだい仲は円満ではないという実じつ態たいが、朝ちよう臣しんの間にも知しれ渡わたったようですよ」

　それ以前に仲良く思われていたということ事態が納得できないのだが、あの異い母ぼ兄けいは真子が自分のことをどう思っているのかなど、気にしたこともなかったのだろう。保護される側が保護する人間に従うのはとうぜんだと思いこんでいるはずだから。

　そんなおめでたい思考だから、その後の反はん抗こうなど想像もせず迪里の登とう極きよくと真子の入内をごり押ししたのだろう。

「朝臣達はとうぶんの間、どちら側につくか日ひ和より見みを決めるでしょうね」

　見み物ものだと言わんばかりに迪里は言った。

　兄妹が不仲であれば、真子が皇み子こを産んだところで成維の思うようにならない可能性が出てくる。そもそも真子が男だん児じを産むかどうかの確証もない。朝臣達がいきなり東とう宮ぐうを粗そ略りやくに扱うことも、闇やみ雲くもに成維に従う可能性も低くなってくる。

「その間に右う大だい弁べんが頼りになる存在になってくれればよいのですが………」

　しみじみと語る迪里の顔を、真子は心強い気持ちで眺めていた。

　自分もこの人も、後うしろ盾だてはなく確かに立場は弱い。だからこそ慎しん重ちように、欲を持たず、中正に世を渡っていけそうな気がする。

「どうしたのですか？」

　じっとむけられた視線に気づいたのだろう。迪里はぐいっと顔をよせ、真子の眼めをのぞきこんだ。息を感じるほどの至近距離でも、以前のように動揺することはない。ただそばにいるという事実に安あん堵どして、微笑ほほえみを浮かべて真子は答える。

「頼もしいなあと思って」

　迪里は不意をつかれた表情をした。

　やがて、彼はそっと手を伸ばし真子の頰に手を添そえた。

「幸せですか？」

　静かな瞳ひとみの奥に、かすかに不安げな光を感じて真子の胸はちくりと痛む。

　半なかば強引に入内させる形になってしまったこと、二代の妃として後世まで多情とそしられかねないことに、迪里はまだ心を痛めているのかもしれない。

　頰に手を置かれたまま、真子は目配せをするようにうなずく。

「幸せです。あなたと一緒にいられるのなら」

　迪里の顔にようやく、心からの安堵した笑みが広がった。その笑顔が嬉しくて、真子も自然と笑みを返す。やがてどちらからともなく口づけを交かわすと、そのまま身体は沈んで行った。






















　その帝みかどは彼のたった一人の后きさきとの間に、親しん王のうをもうけることはついになかった。

　結果として東とう宮ぐうの地位にあった彼の甥おいにあたる親王が、皇こう嗣しとして遇ぐうされ登とう極きよくに至った。

　東宮は自分を保護してくれた叔お父じでもある先せん帝ていに敬意を表し、彼の大おおい君ぎみである姫宮を中ちゆう宮ぐうとして大切にした。そしてその妹である姫宮は、内ない親しん王のうとしては異例の国の安あん寧ねいを祈る伊い勢せの斎さい王おうに立ったことで、帝と中宮以上に世間の尊そん崇すうを集めつづけたという。














完
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　はじめましての方も、ご無ぶ沙さ汰たしておりますの方も、こんにちは小お田だ菜な摘つみです。このたびは「恋こい衣ぎぬ花はな草そう紙し」をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　前作に引きつづき平安物ですが、今回は柄にもなくしっとりとした作品を目指してみました。とりあえず迪みち里さと君の思い込みと行動力は、これまで恋愛にかんしては理性的というかへたれ気味だった私のヒーローの中では異色の輝きを放っているのではないのでしょうか。執しつ筆ぴつ中ちゆうは「これは私ではなく、別の人間が中に入って書いているにちがいない」と何度か思いました。あげく校正過程で「恋愛しか頭にないヒーロー」とまで指摘されてしまいました（もちろん褒め言葉ではありません）。しかしそれを目にしたとき「おお、私もそんなヒーローが書けるようになったのか」と感動してしまった反省のかけらもない自分がいました。完成稿では読者様が不快にならない程度には修正しているつもりですが、その点でこの作品が私の何度目かのステップアップになってくれたらなと思います。




　さてこの作品、モチーフとなった歴史的出来事があります。近衛このえ天てん皇のう皇こう后ごう・藤ふじ原はらの多まさる子この身に起きた『二代の后きさき』です。彼女はひとつ違いの近衛天皇が若くして身み罷まかったあと、強く請こわれて二に条じよう天皇（こちらも若い）のもとに入じゆ内だいいたしました。

　作中でも触れておりますが、実は古代において天皇の妃の再婚というのはわりとありました。有名どころは聖しよう徳とく太たい子しのお母さんの穴あな穂ほ部べの間はし人ひとの皇ひめ女みこで、彼女は用よう明めい天皇の大おお后きさき（当時の皇后のような地位）でしたが、天皇の没後に再婚しております。しかも相手は用明天皇の息子むすこです。要するに義理の息子です。個人的には血がつながっていないからよいと思いますし、たぶんこの時代は後年ほど儒じゆ教きようの影響もなかったのではと推すい測そくします。

　あとこちらは結婚後に即位をしたので結果論ですが、舒じよ明めい天皇の后、斉さい明めい・皇こう極ぎよく天皇は帝に嫁とつぐ前に別の孫そん王のうに嫁かしております。他にも天てん武む天皇の妃だった五いお百えの重いら娘つめ（藤ふじ原わらの鎌かま足たりの娘）は、帝の死後は異い母ぼ兄けい藤ふじ原わらの不ふ比ひ等ととの間に子供をもうけております。ちなみにこの時代は異い母ぼ兄妹きようだいの結婚は許可されておりますので、そちらは問題ありません（前述の用明天皇と穴穂部間人皇女も異母兄妹）。経済的な問題もあっての再婚かもしれませんが、古代のみなさん肉食系ですよね。




　東西を問わず歴史を調べてみると、ここを少し妥協したら丸く収まったのにとか、それ現代の価値観ではよく分からない（←多分歴史を考察するうえで一番やってはいけないことなのですが）と思うことがあるのですよね。そんないくつかの事例を少女小説風に展開させてハッピーエンドにできないかなと思い立ったのがこのお話です。

　もちろん史実とはまったく別物のお話ですが、こういうのって本格的な歴史小説ではできない、まさに少女小説の醍だい醐ご味みではないかと思うわけです。この作品の他にもいくつかモチーフがあったのですが、色々と考えた結果これを使うことにしました。




　二代の后の他に考えたネタは、菅すが原わらの道みち真ざねの太だ宰ざい府ふ左さ遷せん＆飛び梅伝説です。

　菅原道真といえば、先日太宰府天てん満まん宮ぐうに行ってきたのですよ。隣接する九州国立博物館の展示を見に行った帰りに寄ったのですが、その日は菅原道真の命日の前日でして、境けい内だい内で天てん台だい宗しゆうの僧そう侶りよ達による『菅公神前法要』を催もよおしておりました。天満宮という大きな神社の拝殿の中で色鮮やかな衣を着た天台宗のご住職達がお経を唱えているのです。

　主しゆ旨しはちがうのでしょうが、あの時代の神しん仏ぶつ習しゆう合ごうの片へん鱗りんを見たような気がしてすごく感動してしまいました。本当に素晴らしいものを見せてもらいました。また来年も見てみたいなと思うことしきりです。




　そしてもうひとつ考えていたネタが、平安好き女子の定番（？）一いち条じよう天皇＆定てい子しです。

　こちらも定子様といえばの思い出話なのですが、高校時代彼女に心しん酔すいしている友人がおりましてね。彼女は修学旅行での京都御所見学を「定子様がお住まいになられていた所に行ける」と大変楽しみにしていたわけですよ。しかし出発の数日前になって「あの御所は定子様がお住まいになっていた場所じゃなかった」と絶望するようになりました（京都御所は何度も火災に見舞われております）。この話を作家の友人にしたところ「小田さんのお友達らしいですね」と言われました。

　ちなみに私はこの頃、平たいらの重しげ盛もり（平たいらの清きよ盛もりの長男）と山やま背しろの大おお兄えの王おう（聖徳太子の長男）が好きでしたので、修学旅行での法ほう隆りゆう寺じ（旅行は京都・奈良だった）はそれはもう萌えました。人目もはばからず大兄王様がここでお亡くなりになられたのとか喚わめいておりました。当時の法隆寺の建物は燃えているという説もありますが、考えずに感じることにしました。なにしろその当時山やま岸ぎし凉りよう子こ先生の『日ひ出いづる処ところの天てん子し』を聖書とあがめていた私の愛読書は、梅うめ原はら猛たけし先生の『隠かくされた十じゆう字じ架か』でしたから、法隆寺ってそれだけで聖地（本来の意味とはあきらかにちがう）だったのですよ。

　こうやって書くと本当に不気味な女子高生達ですが、近頃は『応おう仁にんの乱らん』がベストセラーになる時代ですから、あんがいそんな人も大勢いるのじゃないかと思っています。そういえばその友人は京都の女子大に進学したので、きっと楽しいキャンパスライフを過ごしたことでしょう。一番仲の良い子ではなかったのですが、クラスの中で一番好きな性格だなと思っていたお友達でした。高校時代の友人とは卒業後は縁が薄かったのですが、彼女にだけはもう一度会ってみたいなと思っています。




　黒歴史について語っているうちに紙幅が残り少なくなってきました。

　謝しや辞じを忘れるというありえない失しつ態たいをやらかす前に、ここであらためて。

　なんといってもイラストの宵よいマチ様。

　このお話のイメージにはぴったりだなと思っていたのですが、和物を拝見したことがなかったのでお名前をあげるのを遠えん慮りよしておりました。しかし偶然にも担当様から打だ診しんをいただきまして、もうこれは運命だと思ってお願いすることに致しました。ラフ等を拝見させていただいて、本当に頼んでよかったと感かん涙るいいたしております。

　担当様、いつも丁寧に応じていただいてありがとうございます。担当様のおかげで私の作家寿命は確実に伸びていると思います。校正様、前作の『なりゆき斎さい王おう』につづいての担当をありがとうございます。本当に頼りにしております。その他、この本を出版することにかかわってくださった皆様、そしてなによりこのお話を読んでくださったあなたに、心よりありがとうを述べて、筆を置かせていただきます。またお会いできますように。





小田菜摘　
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「本当に良いのですか？」

　もう何度目かも分からぬ母はは后きさきの問いに、女おんな二にの宮みやは惑うことなくうなずいた。

　従兄いとこである東とう宮ぐうと姉宮の婚こん姻いんを機に、先日父ちち帝みかどは譲じよう位いを宣言した。そして新帝即位に伴ともない新たに選出される伊い勢せの斎さい王おうに、この今きん上じようの中なかの君きみは自ら名乗りをあげたのだった。

　至高の神が住まう聖地とはいえ、伊勢は都から遙か隔てた場所にある。そしてひとたび入れば、身内の不幸か帝の譲位以外では帰京することはできない。新帝は二十歳には足りぬ若さで、よほどのことがないかぎり長い務めになるにちがいなかった。そのことを誰もが慮おもんぱかった。

　そもそも内ない親しん王のうが、伊勢斎王になること自体が珍しいことだった。

　伊勢斎王と賀か茂もの斎さい院いんは、どちらも同じく皇こう族ぞくの未み婚こんの女子から卜ぼく定じようで選ばれる巫み女こである。歴史の面では圧倒的に伊勢斎王のほうが長くはあるのだが、都に近いということもあり賀茂斎院のほうが尊重される傾向にあった。それゆえ斎王は内親王ではなく孫そん王のう、つまり品ほん位いを持たない女によ王おうが選ばれることが多かったのだ。

　この段階でなんらかの作為が働いているわけで、真まっ新さらな卜定とは言い難い。だからこそ自ら名乗りを上げた女二の宮が、首尾よく卜定で斎王に選出されたのだった。

　両親はもちろん姉宮もこぞって反対した。

　家族の気持ちは分かるので、女二の宮は真しん摯しに彼らに訴えかけた。

「内親王の役目とはなんでございましょう？」

　末娘の問いに、両親も姉宮も目を瞬しばたたかせた。

　左さ大だい臣じんの妹である母后は、皇族の出身ではない。藤とう家けの女として帝に嫁とつぎ、男だん児じを成すことを定めとされてきた人だ。もっともその点で、母后は女じよ児じにしか恵まれていないのだが。

「私が産まれたとき、伯お父じ上うえ……左大臣はたいそう失しつ望ぼうしたと聞いております」

　毛嫌いしている異母兄あにの話題ということもあるのだろうが、母后は眉を寄せた。

　産まれたときの記き憶おくなどとうぜんないが、その母の反応で自分の言葉が正しかったことが分かった。

　藤家であれば女子は后きさきがねとしてその誕生を歓迎されるのに、皇族の女子、特に内親王は産まれ落ちたとき多かれ少なかれ周りを失望させる。その主おもたる者達は、帝の外がい戚せきを虎こ視し眈たん々たんと狙う母方の親族だ。彼らが望むのは、皇こう嗣しとなりうる男児のみである。

　だからこそ女二の宮は、いつのころからか思うようになっていた。

　───内親王とは、なんのために存在するのだろうかと。

　姉宮のような例もあるが、従来であれば独身を通すものとされる内親王は、子を産むことも期待されていない。だから女二の宮は、自身の存在意義を考えると底のない深い沼に落とされたような気持ちになるのだった。

　そんなある日、父帝が譲位を表明した。東宮の叔父は政せい敵てきの右う大だい臣じんなので、とうぜん左大臣は大反対をしたが父帝は意に介さなかった。

　譲位に伴い次期斎院と斎王を選定することになったのだが、これまでどおり内親王、女王に拘こだわればそれぞれの適格者は限られてくる。その中で斎院には女二の宮、そして斎王には、祖父帝の従兄に当たる親王の娘、すなわち女王が立つことが有力視された。

　しかし件くだんの女王は、身体からだの弱い母親と五ご条じようの邸で二人暮らしであった。

　彼がかなり高こう齢れいになってから娘をもうけた父親王はすでに故こ人じんで、とうぜん母親の心配が生じてくる。健すこやかであれば母親が共に伊勢に下向することもできるが、体調を考えればそれは難しい。そうなると伊勢への旅立ちを最後に今こん生じようの別れということにもなりかねない。せめて京に近い賀茂斎院であればと、人々は母はは娘こに対して同情を禁きんじ得えなかった。

　その話を聞いたとき、女二の宮は思ったのだ。

　女王に代わって次に伊勢斎王に立つことは、自分にしかできないことだと。

　だから女二の宮は自ら斎王に立つことを名乗り出た。代わりに女王には斎院に立ってもらうようにした。あるいは斎院は斎王とちがい、かならずしも即位ごとの交代を要求されないので、前任者に継続して務めてもらうという手もある。どちらにしても女王は母とともに住まうことができるであろうという計らいだった。

　最初は反対していた両親は、五条の母娘のためだと話すと渋しぶ々しぶながら納得してくれた。

　しかし仲の良い姉宮だけは最後まで納得しなかったので、女二の宮は堂々と己おのれの思いを訴うつたえた。

「姉上。私は、私にしかできないことをしたいのです」

　極きよく端たんに言えば斎王も斎院も、未婚の皇族女子であれば誰でもできる。

　だが、分かち難い思いを抱く母娘を助けることは自分にしかできない。

　そんなふうに女二の宮は、自分の気持ちを説明した。

　姉宮は不服気ではあるが、気け圧おされたように黙り込んだ。その表情がひどく寂しそうなので、さすがに心が痛んだ。

　見かねたように父帝が口を挟んだ。

「そなたが男であれば、私などよりずっと帝にふさわしい人間であっただろうな」

　口ほど残念には思っていない誇らしげな物言いに、二の宮も誇らしげに答えた。

「天アマ照テラス大オオ御ミ神カミ様のもとに参じてお仕つかえすることは、石いし灰ばい壇だんより祈りをささげるより尊とうといことだと思いますわ」

　身内だから許されるが、とんでもない不ふ遜そんな発言である。石灰壇とは清せい涼りよう殿でんに設もうけられた、帝が伊勢神宮を遙よう拝はいするための一画のことだ。

　あ然とする母后と姉宮をよそに、父帝だけが声をあげて笑っていた。

　数日前の家族のやりとりを女二の宮が思い出していると、母后のため息が聞こえた。

　なんと強情な娘かと呆あきれられているのかと思いきや、存外に母后は明るい面持ちで言った。

「主お上かみが譲じよう位いなされたら、二人で熊くま野のに御ご幸こう致しましょうとお話していたのですよ」

　女二の宮は不意をつかれたようにきょとんとする。

　御幸とは上じよう皇こうの外出のことで、基本的に都から出ることのない帝に比べ、上皇は比較的簡かん便べんに遠出もできる。母を唯一の妃として守りつづけた父は、御み位くらいを降りたあとは二人で色々楽しみたいと言っていたが……。

　真意をつかみかねている娘に、母后はまるで少女のように楽しげな表情で言った。

「伊勢、熊野御幸というのもきっと素敵よね」
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小田菜摘

Natsumi Oda




初稿をあげたあと、思い付きで夜行バス日帰り京都ツアーを敢行いたしました。

原稿をあげた後に関連場所に行くことはよくあるのですが、おかげで取材にはなりません。

たぶん書いている最中に想いが募るのでしょうね。










イラスト

宵マチ

Yoimachi




もともと日本史が大好きなので、

平安時代ももちろん大好きです！

でも、今まで見る・読むだけで十分満足していたので、か、描こうと思ったことは一度もなく…！[image: 〓]　小田先生、編集者さまには心からの感謝を…;;

本当にありがとうございました。
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